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「対なるもの」
校長 大重基樹

本校が算数の研修に取り組んで 6年 目となつた。

昨年度,子 どもたちの情意テス トから,算数が 「楽しい」と感 じている子どもたちが多

いと思えた。 6年目,子 どもたちの 「楽しい」は横ばいである。 4年生を境にその数値が

下降傾向にあるとい うことも見えてきた。

今年度,「考え方」の伸びが顕著だつた。「つなぐ」を意識 した授業展開の成果であろう

と考えている。他者 と関わる表現活動 「つなぐ」を,意図的に授業に取り入れることによ

って 「考え方」は育まれたのではないだろうか。「考え方」とは思考の 「表現」である。

今年度の研究主題を,「協働の素地を養 う表現活動の工夫」,仮説を「「つなぐ」表現活動

を工夫することによつて,協働の素地を養 うことができるだろう。」とした。少 しばかり算

数 らしからぬ研究主題である。どんな教科でも当てはまりそうなそれである。算数研究に

おける「協働の素地」とは,手探 りの 1年間であつた。手探 りの研究の成果と課題が紀要

としてまとまった。まとまつたとはおこがましいが,協働の素地をまずは子どもの姿とし

て,ま とめてみようと試みた。そんな本校の手探 りの研究に手前味噌ながら誇 りを感じて

いる。それは,手探 りとはチャレンジだからである。手探 りとチャレンジは対なるもので

ある。手探りの研究はゴールがぼんや りとしている。山登りにたとえるならば,決まつた

登山道はない。整備された道も,先人の通つた道もない。ましてやケーブルもリフ トもな

い。あるものといえば,ゴールをめざす教職員の思いである。先の見えない藪をかき分け

て,這いつくばりながら励まし合って山頂をめざす職員の協働の姿である。

新たな時代,子 どもたちには主体的な対応力が求められている。子どもたちに主体的な

学びを求めるのであれば,研究においても踏襲とい うわけにはいかない。ゴールが見えす

ぎている研究は形骸化の恐れがある。教職員自らが,未来を生きる子どもたちに必要な力

を考え,一九となつて研究を推進 していかなくてはならない。子どもたちに必要な力は ,

教職員にも課せられている。主体的な学びとは,子 どもたちと教職員に課せ られた対なる

ものではないだろうか。

山頂はまだぼんや りと遠くにあるものの,道半ばでこの 1年を振 り返 り,改めて考えて

みる。「協働の素地を養 う表現活動の工夫」の山頂にあるものは何か。算数としての目標な

のか,算数の学習を手段として育まれた子どもたちの姿なのか…

本年度,本校の研究を千教研の研究会で発表させていただいた。多くのご指導を仰 ぐこ

とができた。また,昨年度に引き続き埼玉大学の二宮裕之先生,流山市教育委員会の先生

方にご指導,研究への活力をいただいた。感謝申し上げたい。

今後も山頂をめざし, 日々の研究を推進 してほしいと願つている。研究は日常の子ども

の姿と対なるものでなくてはならない。今 日も教室で,百均で購入 したホワイ トボー ドを

班の中心に並べ,子 どもたちは話 し合いを楽 しんでいた。
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平成 30年度 校内研究について

1.研究主題

研究主題     協働の素地を養う表現活動の工夫

～算数学習を通して～

研究仮説

「つなぐ」表現活動を工夫することによつて,協働の素地を養 うことが

できるだろう。

○「協働の素地」について

協働に必要な力とは・・・

① 個人で高める力

0自 分の考えを表現しようとする。

。繰り返して思考する。

・見やすいノー トをつくり,図や式などを用いて

表現できる。

・自分から声をかけ,自 ら行動できる。

② 人との関わり合いで高める力

・友達の考えがヒン トになつて学習をすすめることができる。

・一緒に活動できる。

・意見を付け足し,学びが広がつたり,深まつたりする話 し合いができる。

・困つていることを理解 し,教える。

・他の意見を受け入れる。

・多様な意見をまとめる。

人 と

関わる力

■
■



協働の場面をつくる学び合いの重要性

《グループ学習・ペア学習・一斉学習 》

・一人ずつ考えを出し合い,その多様さから学び,考えを広げる。

・協働的な学びを軸とし,かかわりの中で互いの考えを交流させ,聞いて考えて伝

え合うことを繰り返す中で,考えが深まつたり広がったりする。→ 「学び合い」

学び合いを勧める 「つなぐ表現活動J

① 既習事項とつなぐ活動

・既習事項を振り返る時間に,前時との「つながり」を明確にさせる。

・既習事項での言語活動を掲示し,表現の方法を明確にする。

② 考えをつなぐ活動

・友達の考えと自分の考えを比べる。

・少人数で考えを出し,その「良さをつなぎ」一つの意見にまとめていく。

・話し合いの中で 1つの考えを数人で「言葉をつないでいく」。

・話し合いの中で複数の考えの相違点を見つけ,「考えをつないでいく。」

③ 自分の考えの変容とつなぐ活動

。学んだこと (わかつたこと)や考えたことを自分の言葉としてまとめる。

・自分の学ぶ姿勢をふり返る。

2.研究主題設定の理由

(1)学習指導要領の改訂を受けて

学習指導要領の改訂が行われ,現在その移行期を迎えている。次の学習指導要領

では,新 しい時代に必要となる資質,能力の育成と学習評価の充実と言われ,社会

と連携・協働 しながら未来の創 り手となるために必要な資質 。能力を育むとされて

いる。その中で,私たちは主体的・対話的で深い学びの視点から学習過程の改善が

求められている。また,流山市教育施策では「学びに向かう力」とい うことが打ち

出されている。そこで研究主題に「協働」という大きなテーマを設けることにした。

また,本校は昨年まで, 5年間の算数の研究に取 り組み,「つなぐ」を合い言葉に

授業実践を行つてきた。その結果,児童の表現力の高まり,基礎学力の向上などに

成果があつた。そこで,今までの「つなぐ」算数の研究を基に次の学習指導要領に

対応する授業づくりをめざすこととした。



(2)本校の教育目標との関連から

【学校教育目標】

人間性豊かな たくましい子どもの育成

【めざす子どもの姿】

「よく考える子ども」の育成の重点である,「考え工夫する」という点を重視し,

日々の学習で児童がよりたくさんの表現方法を使い,考えを深めることができると

思い設定した。また,友達と対話し,協力して問題を解決する過程で,学校教育目

標である「人間性豊かな」児童が育つであろうと考え設定した。

よく考える子ども   思いや りのある子ども   体をきたえる子 ども
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【学団別 目指す児童像】

めざす児童像 具体的な手立て

低

学

年

。自分の考えをもち,伝えることができ

る子

・ペアや グループの友達 と共に活動す る

ことができる子

既習事項をもとに, 自分な りの考えを表現す

る工夫をする。

(既習事項の活用・導入の工夫・教材の工夫な

ど)

自分の考えを伝える場を工夫する。

(ペア トーク・ベア活動)

自分の考えと友達の考えをつなぐ場を工夫す

る。 (発表の構成・板書構成 )

中

学

年

・友達 と自分の考えを比べることができ

る子

・ グループの友達と共に活動 し,考える

ことができる子

既習事項をもとに, 自分の考えを書く工夫を

する。

(既習事項の活用・導入の工夫・教材の工夫・

ノー トの工夫・個への支援の工夫など)

互いの考えを伝え合 う場を工夫する。

(ペア トーク・ グループ トークなど)

自分の考えと友達の考えをつなぐ場を工夫す

る。 (発表の構成・板書構成 )

高

学

年

・友達の考えのよさを見つけ,深めるこ

とができる子

・グループで問題解決し,学級全体で深

めることができる子

既習事項をもとに,自分の考えを書 く工夫を

する。

(既習事項の活用・ 導入の工夫・教材の工夫・

ノー トの工夫・個への工夫など)

互いの考えを伝え合 う場を工夫する。

(ペア トーク・ グループ トークなど)

自分の考えと友達の考えや友達同士の考えを

つなぐ場を工夫する。

(発表の構成・板書構成)

特

別

支

援

学

級

・相手の話をよく開いて,自分の考えを

話すことができる子

・友達 と共に活動できる子

既習事項を手掛か りにする。

共に活動する場を工夫する。

個に応 じた表現の仕方について支援をする。
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3.研 究 方 法

○授業実践

・校内授業研究

1学期 5年生

2年生

6年生

2学期 3年生

1年生

4年生

「合同な図形」

「水のかさのたんい」

「分数のわ り算」

「はしたの大きさの表 しかたを考えよう」

「かたちあそび」

「面積のはかり方と表 し方」

グループ学習中の児童の全発言記録を取 り,分析する。

若年層授業研修 年に 1回ずつ授業実践,グループ毎に授業参観

初任者授業研修 学期に 1回ずつ授業実践,グループ毎に授業参観

○学力向上対策

・ ぐんぐんテス トの実施



研究推進委員会

校長・教頭・教務・研究主任

各学年

1学年部会 :成澤

2学年部会 :松本

3学年部会 :吉氏

4学年部会 :齋藤茂

5学年部会 :長江  特別支援部会

6学年部会 :阿部翔      結城

部長 :成澤,吉氏,結城  部長 :松本,斎藤茂,石賀  部長 :長江,阿部

〈運営〉

①研究推進委員会

。研究の方針,計画の検討など研究を推進する上で必要なことを話し会い,研究の方向性

を示し,全体会や部会に提案する。

研究推進委員会

校長・教頭・教務・研究主任

各学年

環境部

。算数的環党の整備

・備品,資料の整備

授業研究部

。指導案について

。「つなぐ」授業にむ

けての発問

分析部

・学カテス ト分析



・分科会の研究の促進,連絡調整を行 う。

・校内授業研究会を計画し,授業実践を推進する。

・学カテス トの分析を研究に活かす。

②全体会

・研究推進委員会からの提案事項についての最終決定機関であり,

ある。

・授業研究会などを涌して,授業実践の検討,仮説の検証を行う。

③分科会

・分科会ごとの目指す児童像・手立てを設定し,授業実践を行 う。

・学年で共同研究を進め,授業研究に取り組む。

・実践的研究の充実に努め,教師の資質向上を目指す。

全体の共通理解の場で
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5.研修の経過 (年間)

日付 内容

4月  3日

4月  5日

4月 12日

4月 25日

5月 10日

5月 31日

6月 29日

夏休み研修

8月 21日

8月 22日

9月  6日

10月  4日
10月 24日

11月  1日

11月 19日

11月 29日

12月  7日

1月 10日

2月  7日
2月 28日

3月  7日

7日6月

食物アレルギー対応研修

研究推進委員会 (今年度の研修の方向性)

研究推進委員会 (テーマ決定)

全体研修 (今年度の研修について)

研究推進委員会 (目 指す児童像について)

校内救急法講習会

研究推進委員会 (夏期研修,授業研について)

第 1回授業研 (5年 ,講師 :埼玉大学 二宮裕之先生)

教科研修  (講師 :埼玉大学 二宮裕之先生)

第 2回授業研 (2年・ 6年 )

3部会 (授業研究部,環境部,分析部)

モラールアップ研修 (不祥事防止 )

研究推進委員会 (学カテス トの分析について)

研究推進委員会 (授業研について)

第 3回授業研 (1, 3年 ,講師 :岩見重尚先生)

研究推進委員会 (授業研について)

特別支援研修 (講師 :特別支援ア ドバイザー岩井先生)

第 4回授業研 (4年 )

研究推進委員会 (学カテス トについて)

研究推進委員会 (研究紀要作成に向けて)

研究推進委員会 (研究のまとめ)

研究のまとめ作成

研究推進委員会 (研究の成果・課題)
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第 1学年 2組 算数科学習指導案

指導者 齋藤 美樹

1,単元名  かたちあそび

2.単元について

(1)姉 について

本単元は,学習指導要領第 1学年の中に以下のように位置づけられている。

児童は,日 常生活の中で様々な形に囲まれて暮 らしている。そのため,身の回りの形について ,

ある程度の認識を持っている。折 り紙を見て「四角い形」や「真四角な紙」と言つたり,ただのお

にぎりではなく「三角のおにぎり」と言つたりするなど,形を表現する言葉も使 うことができる。

また,就学以前から,いろいろな形の積み木や空き箱などを使つて,家や城,電車などを作る遊び

の経験を持つている児童もいる。しかし,その認識はまだ漠然としたものであり,形の特徴をとら

えたり,共通点を見出したりするとい う活動はしてきていない。

本単元では,身の回 りのものの形の観察や操作を通 して,立体図形や平面図形についての基礎

となる経験を豊かにすることをねらいとしている。 空き箱や空き缶などを積み重ねたり,特徴

や機能によつて分類 したり,立体図形の面を紙に写し取つたりするなどの活動を行い,図形に対

する認識を深めていきたい。そして,も のの色,大きさ,位置や材質に関係なく形を認め,形の特

徴についてとらえることができるようにしていきたい。

B 図形

(1)身の回 りにあるものの形に関わる数学的活動を通して,次の事項を身に付けることが

できるように指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

(ア )も のの形を認め,形の特徴を知ること。

(イ )具体物を用いて形を作つたり分解 したりすること。

イ 次のような思考力,判断力,表現力等を身に付けること。

(ア )も のの形に着日し,身の回りにあるものの特徴を捉えたり,具体的な操作を通 して

こついて考 えた りす るこ
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(2)単元の系統

1年

4年 5年

2年 3年

13 円と球

・円の概念,性質

・直径と半径の関係

・円のかき方,コ ンパスの

使い方と機能

。球の概念,性質

10 長方形と正方形

。三角形 と四角形の概念 ,

性質

・平面図形を構成する要素

「へん」「ちょう点」の用

語

。長方形,正方形,直角三

角形の概念,性質,簡単

な作図

12 かたちあそび

・直方体,立方体,円柱,球

の初歩的理解

・立体図形の構成要素 とし

ての平面図形の理解

18 かたちづくり

。構成活動を通した平面図

形の基礎的理解

・三角形,四角形の素地

17 三角形と角

。二等辺三角形,正三角形

の概念,性質,かき方

・形 としての角の概念,大

小比較

17 はこの形

・直方体,立方体の概念 ,

構成,要素 (面,へん,

ちょう点)

1 対象な図形

・線対称な図形の概念と性

質

・点対称な図形の概念と性

質

・対象な図形の作図

・対称性に着目した基本的

な平面図形の考察

6 合同な図形

・合同の概念 とその弁別

・合同な三角形,四角形の

かき方

4 垂直・平行と四角形

・垂直,平行の概念と弁別

・垂直,平行な直線のひき

方

・台形 と平行四辺形,ひ し

形の定義 と性質

・台形 と平行四辺形,ひ し

形のかき方

14 正多角形の円周の長さ

。正多角形の概念

・正多角形のかき方

6年

10



(3)児童の実態 (男子 16名  女子 17名 計 33名     平成 30年 9月 14日 実施)

①情意テストから

アンケー ト項 目 選択項 目 人数 %

1 算 数 の勉 強 は

好き。

あてはまる 18 54

どちらかといえば

あてはまる

10 30

どちらかといえば

あてはまらない

4 ０
ん

あてはまらない 3

2 算 数 の勉 強 は

大切だ。

あてはまる
ゆ
乙 66

どちらかといえば

あてはまる

7 つ
乙

どちらかといえば

あてはまらない

3 9

あてはまらない 1 3

3 算数の授業の

内容は

よくわかる。

あてはまる 13 39

どちらかといえば

あてはまる

33

どちらかといえば

あてはまらない

5

あてはまらない 4

4 算数がわからな

いときどうして

いますか。

(複数解答)

先生に質問

する

Ｏ
ι

友達に開く 19

家の人に聞く

自分のノー ト

や教科書,今

まで学習 した

ことを使 う

23

そのままにし

ておく

4

5 算数の授業で問

題を解 くとき,

いろいろな方法

を考えるのがす

きだ。

あてはまる
０
４ 69

どちらかといえば

あてはまる

5

どちらかといえば

あてはまらない

4

あてはまらない 1 3

6 自分の考えと友

達の考えを比べ

た り,友達のよ

いところを見つ

けた り して い

る。

あてはまる 9 ０
４

どちらかといえば

あてはまる

13 39

どちらかといえば

あてはまらない

6 18

あてはまらない 5

7 自分や友達の考

えを使つて問題

を解 くのが楽 し

い。

あてはまる ｂ^

どちらかといえば

あてはまる

8 24

どちらかといえば

あてはまらない

3 9

あてはまらなル 3

8 算数の授業で公

式やきまりを習

うとき,そのわ

けを理解するよ

うにしている。

あてはまる 10 30

どちらかといえば

あてはまる

ｂ^ 48

とちらかといえば

あてはまらない

5 15

あてはまらない 2 6

/
/
/
／

／

/



②協働学習について

9 どのような学習の方法が

好きですか。

一人で考える 10 30 達成感が味わえる。

静かにできる。

ゆつくり勉強できるか ら。

ペアで考える 10 30 隣同士で話 し合 うのが楽しい。

楽しく勉強ができる。

グループで考 え

る

7 ９
乙 みんなで勉強すると楽 しい。

いろいろな答えがでて面白い。

クラス全体で考

える

6 18 みんなで勉強す るほ うが楽 し

い 。

よく分かるようになる。

10 グループ学習 をしていて

よいと感 じるときは どの

ようなときです力ヽ

友達の意見を聞

ける

8 24 す ぐ他の考えが聞ける。

自分の考えを伝

えられる

5 いい考えを伝 えられ る。

わか らない とき

にす ぐに質問す

ることができる

3 9 すぐ分かるようになりたい。

みんなで解決 す

る達成感がある

″
‘ 51 みんなで解決するとすつきりす

る。

みんなでやるとできるようにな

る。

11 グループ学習をしていて

難 しいと感 じるときはど

のようなときですか。

自分の意見を伝

える

45 恥ずかしい。

上手に伝わらない。

友達 と意見がぶ

つかる

1 3 けんかになる。

自分の考えが通らない。

た くさんの意 見

をまとめる

6 18 分か らなくなる。

グル ープ全員 が

理解する

11 33 みんな理解するのは難しい。

つ
乙 学び合いの学習で「わから

ない」と伝えることができ

ます力■

できる 14
９
４

И
ｉ みんなで考えられる。

みんな優 しい。

できる とき とで

きない ときがあ

る

14 42 どう言えばいいか分からない。

恥ずかしい。

友達がだめなら先生に聞く。

できない 5 笑われたらどうしようと思 う。

恥ずかしい。

０
乙



本学級の児童は,明 るく素直で何事にも一生懸命に取 り組む児童が多い。課題や作品に取 り組む時

は,自 分の納得がいくまで努力し続ける児童も多い。授業中のノー トの取 り方も上手で,自 分の考えを

書いたり,黒板を良く見て書いたりすることができる。一方で,発表に対しては,「恥ずかしい」「自信

がない」とい う理由からなかなか発言することができない児童がいる。活動の時間や話 し合いの時間を

多く取ることで児童の自信を高めていきたい。さらに,1学期から行つてきている発表の仕方や聞き方 ,

活動のルールなど,児童が学習に取 り組みやすい環境作 りも大切にしながら授業を展開する必要があ

る。

情意テス トを見てみると,算数の勉強が「好き」「どちらかといえば好き」と答えている児童は,合

わせて 84%であり,大切だと感 じている児童は 87%である。多くの児童が算数に対 して肯定的な考え

を持つて授業に取 り組んでいることがわかる。

「算数がわからないときどうしていますか」という問いには,「 自分のノー トや教科書,今まで学習し

たことを使う」と答えた児童が 23人で一番多かった。「学び合いの学習でわからないと伝えることができ

ますか」とい う問いに対して,「 できる時とできない時とがある」「できない」と答えた児童が半数を超

えていた。これらの理由として,町きずかしい」とい う理由が多くあり,自分の考えや思いを伝えるこ

とが難 しい児童がいる現状がある。

グループ活動について,「 自分の意見を伝える」ことに難しさを感 じている児童が多い。言葉が足ら

ないことでうまく伝わらなかつたり,恥ずか しい気持ちが出てしまつたりしている。算数の授業だけで

なく,日 頃からペアやグループでの話 し合いの機会を持ち,自 分の考えや思いを伝えることになれさせ

ていきたい。また本時でも,自 分の考えに自信を持ち,考えを伝える楽 しさを感 じられるような支援が

必要である。

③事前テストから (実施日 平成 30年 9月  33人 実施)

問題 正答数 (人 ) 正答率 誤答例

1 つみきのかたちとにているものをせんでむ

びましょう。

26 78°/0

2 つみきをつかつてかたちをかきました。つか

つたつみきをせんでむすびましょう。

33 100%

3 したの 2つのつみきをつかつて,の りものの

かたちをかこうとおもいます。

①かくことができるのりものに○をつけま

しょう。

６

　

２６

　

１

完答

18%

つ正解

78%

誤答

3%

1つ正解か

誤答
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②しつているかたちの,なまえをかきましょ

,。

まる

しかく

さんかく

ながまる

ながしかく

ながさんかく

ちょうほうけい

6かっけい

ひしがた

32

33

33

5

7

2

1

4

1

960/0

100°/。

100°/O

150/0

21%

6%
3%
12%

3%

ち い さい ま る

ちいさいさんか

く ちいさい し

かく やまのか

たち おけ ぼ

―る かんずめ

ばすけっとぼ―

る は―と ほ

し ほそながい

しかく ほそな

がいまる  等

事前テス トから以下のことが分かった。

設問 1は,形を立体的に見て,似ている形 と結びつける問題。誤答例を見ると,円柱の底 と球の丸

い形を,似ている形として捉えている児童が多い。「丸い形」を持つ図形は全て似ているという意識が

あるのかもしれない。全ての面の特徴を捉え,図形の仲間分けを考える必要がある。

設問 2は ,立体図形の面の形に着 目して,平面図形を見出す問題。この問いには,全児童が正解 して

お り,立体図形を構成する面の形を見出す力が身に付いていると考えられる。

設問 3の①は,立体図形の平面に着日し,描いた絵を想像する問題。長方形がかかれている乗り物

の形を選ばずに,完答とならなかつた児童が半数以上を占めた。やはり,全ての面の特徴を見たり考え

たりする見方ができていないことが分かる。設問 3の②は,「丸」「三角」「四角」についてはほぼ 100%

の認識があった。児童から挙がつた図形は,平面の形が多かつた。このことから,児童は,形を捉える

際は,立体図形の見方ではなく,平面図形で考える傾向にあることが分かつた。

(4)指導観

本単元は,児童にとつて初めての図形学習になる。図形についての理解の基礎となる経験や感党を

豊かにするため,身の回りの様々な空き箱や空き缶などを操作して,楽 しく体験的に学習を進めていき

たいと考える。本単元は主に 3つの活動を軸に構成されている。単元の初めには,空き箱や空き缶,ボ

ールなどを積んだり重ねたりしながら自分で組み立てたいものを作るという活動を行う。「高く積みた

い」「車を作るのに,転がる形を使いたい」など,それぞれの形のもつ特徴を考えさせながら活動に取

り組ませたい。次に,形の仲間分けを行う。前時までの経験を振 り返りながらそれぞれの立体図形の特

徴と機能に目を向けさせ,実際に操作しながら分けさせたい。その際に,根拠になることをもとにグル

ープで話し合わせたい。最後に立体図形を構成する一部分に平面図形があることに着日し,具体物を使

つて形を写し取るという活動を行い,平面図形に対する認識づけをしていきたい。

本時では,協働の素地を養うような学習展開をしていくために,グループ活動の場を設けた。本単元

は,具体物を操作する体験的な活動が多い。そのため,体験しながらのグループ活動を通して自分の考

えを自然に表現できるのではないかと考えた。さらに,話 し合いの中で,誰か一人の考えを取り入れる

のではなく,互いに考えを出し,聞き,深め合いながらグループの考えをまとめていけるよう支援して

いきたい。

14



(5)仮説への取 り組み

研究仮説

「つなぐ」表現活動の工夫をすることによつて、協働の素地を養 うことができるだろう。

《低学年の目指す児童像》

自分の考えをもち、伝えることができる子

ペアの友達と共に活動することができる子

《低学年の具体的な手立て》

○主体的な学び

・ 日常生活に密着 した問題を提示すれば,学習の必然性を生み,身近な具体物を使 うことで興味

をもつて学習に臨むことができるだろう。

。日常生活で使つている箱を用いることで,よ り理解を深めることができるだろう

0学習を振 り返 り,既習事項とのつながりを明確にさせることで,学習課題が明確になり,自 分

なりの考えが持てるようになるだろう。

○深い学び

・グループで話 し合 うことで,自 分の考えや疑間を伝え,互いの考えを修正しまとめることがで

きるだろう。

・グループで協力 して具体物を操作することで,考えが整理され学びが深まるだろう。

・グループで話 し合ったことをもとに,学級全体で話 し合 うことで,よ り学びが深まるだろう。

3.単元の日標と評価規準

【関心 。意欲 。態度】

。身の回りにあるものの形について,観察や構成・分解したり,形の特徴や機能をとらえたりしよう

とする。

【数学的な考え方】

。身の回りにあるものの形について,形以外の属性を捨象して形を認めたり,立体の面の形に着日し

たり,形の特徴や機能をとらえることができる。

【技能】

・身の回りにあるものの形について,その概形や特徴,機能をとらえ,分類することができる。

こ  【知識・理解】

。身の回りにあるものの形の観察などを通して,基本的な立体図形の特徴や機能をとらえ,図形につ
‐    いての豊かな感覚をもつ。

15



4 指導計画 (5時間扱い)

学習活動 算数的活動
評価の観点

関 考 技 知 内容

1

2
みのまわりのかたちを

つかってものをつくる

には, どうしたらよい

のだろう。

・ いろいろな形の立体図

形の組み合わせ方を考え

る。

・立体図形の特徴や機能

の違いに気づく。

・空き箱や空き缶,ボールな

どをいろいろな形を用い

て,自 由に作品を作る。

・空き箱や空き缶,ボールな

どの形の違いに気づき,積

み方や重ね方を工夫する。

◎ ○ 。身のまわりに

あるものの形の

特徴や機能を生

か して,い ろい

ろなものを作ろ

うとしている。

◎ ・身の回 りにあ

るものの形につ

いて,そ の概形

や特徴 ,機能 を

理解する。

３

本

時

かたちをなかまわけす

るには, どこにめをつ

けたらよいのだろう。

・立体図形の仲間分けの

活動を通 して,立体図形

の機 能や特徴 をま とめ

る。

。さまざまな形の立体図形

を,同 じ形ごとに分類する。

○ ◎ ・箱な どの身の

回 りの具体物か

ら形 を抽象 し,

立体図形の特徴

を理解する。

4

5
かたちをつかつてえを

かくには, どうしたら

よいのだろう。

・立体図形を構成する一

部分に平面図形があるこ

とを知る。

・平面図形の着 目して,形

を写 し取つて絵をかく。

・空き箱や空き缶などの立

体図形を観察 し,平面図形

があることを確かめる。

・立体図形から平面図形を

写し取 り,紙に絵をかく。

◎ ○ ・立体図形の面

の 形 に 着 日 し

て,丸,三角,四

角など,い ろい

ろな形 をかこう

としている。

◎ ・立体図形の面

の 形 に 着 目 し

て,丸,三角,四

角な どを見出す

ことができる。
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5.本時の指導 (3/5)

(1)本時のねらい

。身の回 りにあるものの形について,特徴や機能に着日して,分類の観点を考えることができ

(技能)る。

・色や大きさ,位置,材質などの属性を捨象 して形に着日し,特徴や機能を言葉や具体物を用い

て表現 している。                         (数 学的な考え方)

(2)本時の展開

時

配

学習活動 と内容 指導上の留意点

◎C児童への支援  ☆表現

備考

5

3

20

1.前時を振 り返 り,立体の形の違い

に疑間を持つ。

・いろいろな形の箱がある。

・作 りたいものによつて使 う箱を変

えた。

。同じ形 と似てる形,違 う形がある。

・色や大きさも違えば分けられるか

な。

。前時の学習を振 り返 り,それぞれ

の立体図形の形には特徴があるの

ではないかという疑間を持たせる。

。多くの材料を用意 し,十分な活動

ができるようにする。

・色や大きさ,材質などの特徴では

なく,形の特徴のみに焦点を当てる

ように指導する。

空き箱

空き缶

ボール など

Oかたちをなかまわけするには,ど こにめをつけたらよいのだろう。

.見通しを持つ。

どんな仲間に分ければよいのか。

大きさが違っても仲間になるのか。

いくつくらいに分けられるか。

3.グループで解決する

○班で考えを出し合い,話 し合 う。

① 2つに分類

(1)丸、 角四

・グループ活動で仲間分けをしなが

ら,自分の考えを持ち,友達に伝え

合 うようにする。

・前時までで使つた材料を用意 し,

前時との学習とつなげる。

。前時の既習事項を想起させながら

方法について考えさせる。

・仲間分けをした理由を説明できる

ように、「四角」「丸」「ボールの形」

など自分な りの形の表現をノー ト
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10

(2) 立つ、立たない

■
こつ

　
１

３

　

＜

② 分

筒

類

　

ヽ
ボール、箱

(2)丸、箱、さいころ

③4つに分類

筒、ボール、箱、さいころ

○話 し合つて結論を出す。

・丸い形と四角い形に分けた。

。丸にはボール と筒のような形があ

る。

・四角には細長いのと、真四角なのが

ある。

4.比較検討をする。

○班の考えを発表 し,立体図形の仲間

分けについて話し合 う。

○グループの発表をもとに,気づいた

ことを話 し合 う。

。「メL」
「四角」「真四角」「筒」など,

形を表す言葉はたくさんある。

に書かせる。

◎形の特徴を捉えにくい児童には,

箱を「上から見ると」、「横から見る

と」、「下からみると」など,実際に

多面的に見せる。

。わからないことはお互いに聞き合

えるように助言する。

・グループで 1つの考えにまとめさ

せる。

・全員が仲間分けの根拠を説明でき

るようにする。

・考えの根拠となることをホワイ ト

ボー ドに書かせる。

。発表をするときは,なぜそのよう

に仲間分けしたのか,理由も伝え

る。

。「似ています」「他にもあります」

などの付け足 しの言葉を使い,友達

の考えに対 してできるだけ多 くの

児童に発表させる。

。「丸」「四角」「真四角」「筒」など,

ホワイ トボー
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形を表す言葉は統一させず,様々な

表現があるという扱いにする。

※色や大きさ,位置,材質など

の属性を捨象 して形に着 目

し,特徴や機能を言葉や具体

物を用いて表現 している。

A:立体図形の仲間分けの仕

方を理由をつけて説明する

ことができる。

B:立体図形を,形の違いに

着日して仲間分けすること

L__至n董,ニ

0話 し合つたことをもとに,学習の

まとめをさせる。

。仲間分けには,色や大きさは違つて

も,同 じ形や似た形がある。

5。 まとめる

。立体図形の仲間分けの仕方をまと

める。

Oま るやしかく、つつなど、にているところにめをつけてなかまわけすればよい。

。本時の学習を振り返り,次時へつ

なぐ。

6.自 己評価をする。

・活動を振 り返つて,取 り組みに対す

る感想を書く。
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6.板書計画

⑥ かたちをなかまわけするには,ど こ

にめをつけたらよいのだろう。

⑥

③
にているかたちにわけよう。

④ 。まる,さ んかく, しかくにわける。

。まるとしかくがまざったかたちは

どっちだろうか。

・ころがる

・ころがら

ない

・ながし

かく

・まる

。ながい

まる

・ぼ―る

。しかく

。ながし

かく

・ しかく

・ころころ

。ながま

る

・ぜんぷ

まる

○
まるやしかく、つつなど、にているところに

めをつけてなかまわけすればよい。

20



かたちあそび

1ねん ( )く み ( )ばん  名まえ (

のかたち

のかたち

①  にているかたちをあつめよう。

のかたち

のかたち

まわけをするには,か
⊂

をみてわければよし

21
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1年生 授業の実

《導入》

前時の学習を振 り返 り,それぞれの

立体図形の形には特徴があるのでは

ないかという疑間を持たせる。

《見通 し》

色や大きさ,材質などの特徴ではな

く,形の特徴のみに焦点を当てる。

・ 4つ くらいに分けられるよ。

。もつとたくさんに分けられるよ。

・似ている形があるね。

《反応》

・太さや色は違 うよ。今 日は形で分けるんだよ。

・細長いので集めよう。

。どこがちがうの ?形が似てるから仲間じやない。

・ボールはボールだね。

。これは丸だよ。

。フタも丸いよ。仲間だね。

《グループ学習》

実際に,家庭から空き箱を持つてきても

らい学習に使用 した。形に焦点を当てて

仲間分けをしながら,自 分の考えを持

ち,友達に伝え合 う。自分の考えや疑問

を伝え,互いの考えを修正 しまとめさせ

る。
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《反応》

・丸でわけたから「丸」つて書こう。

。これは「平べつたい四角」って書けば

いいかな ?

・ う―ん。なんて書こう。箱みたいだか ら

「四角」かな ?

・ Iの夕 前 か が ら 1´ ■ ら

`筒

の形 _ヽ

《反応》

。私たちは「平べつたい四角」「ボー

ル」「長い丸」に分けたよ。

僕たちは「四角いもの」「四角細長

いもの」「転がるもの」に分けたよ。

四角い形は 「細長い四角」と「さい

ころの形」があるね。

「長い丸」も「ボール」もい転がる

けど,「長い丸」は転がらない場所も

あるね。

この名前をどうしよう (筒の形 )。

「細長い丸」でいいんじゃない。

《グループ活動》

グループで 1つの考えにまとめ,考えの根

拠となることをホワイ トボー ドに書かせ

る。 (四 角,長四角,丸,ボールなど)

《全体での話 し合い》

「ここが平」「これは転がる」実物の空き箱を見せ

なが ら発表 してい く。話 し合いでは,「 力」J「匹|

角」「真四角」「筒」の形に分類 してい く。 しか

し,形を表す言葉は統一 させず,「転がる」「平」

「細長い」などの子 どもの表現を取 り入れてい

く。そのため,同 じ図形のことでもグループによ

つては表現の方法が異なる。 lノ か し,表現の方法

が違っていても,「 A班 とB班は同 じ形に分けた

ね」 と教師が付け足 しをしなが ら理解 を深めさせ

ていく。

23
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1年生 成果 と

○成果

・具体物を使つたことで思考が深まつた。

・仲間分けしやすいように箱を集めた。児童が持ってきた箱に足 りない形は教師側が意図的      _
に加えた。

。前時の箱を使つたタワーや乗り物等があつたことで,転がる,立つなどの特徴を実体験し     _

ていたことが本時に生かせた。

・自力解決の時間をグループ活動 したことで,作業で全員が参加できていた。

・悩みながら互いの考えを出し合つて,す り合わせていく協働の様子がうかがえた。

・ホワイ トボー ドには慣れていなかつたが,1年生なりに絵や言葉を使つて上手にグループ

σ)考 えを表 していた。

・学習問題→考え→話 し合い→まとめ→振 り返 りの流れが身に付いてきている。

・自分の考えを「もの 。図・言葉・計算・式」など,いろいろな方法で表すことを知つた。

・授業の初めにスキルアップの時間を取つたことで,計算の定着につながつた。

●課題

・学習問題を理解させるために,導入に時間を掛けすぎたことで,ま とめの時間を十分に取

ることができなかつた。

。大きさ,仲間分けのポイントになる部分が,全員にしつかりと把握できていたら,箱の柄

や長さで分けることがなかつた。

。児童の分け方を教師側がまとめながら,名 前をつけてはつきりと分類 してやると理解が深

まった。

・ 1年生でもすでに学力の差が激 しく,低位の児童への支援が難 しい。
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第 2学年 2組 算数科学習指導案

指導者 高橋 和恭

1 単元名  水のかさのたんい   「水のかさをはかろう」

2 単元について

(1)教材について

本単元は,学習指導要領第 2学年の中に以下のように位置づけられている。

C 測定

(1)量の単位 と測定に関わる数学的活動を通 して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。

ア 次のような知識及び技術を身につけること。

(ア)か さの単位 (ミ リリットル(mL)、 デシリットル(dL)、 リットル(L))について知 り、

測定の意味を理解すること。

(イ)長 さ及びかさについて、およその見当を付け、単位を適切に選択 して測定すること。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身につけること。

(ア)身 の回りのものの特徴に着目し、目的に応 じた単位で量の大きさを的確に表現した

り、比べたりすること。

これまでに児童は,直接比較や間接比較による多少の比較や、コップなどを単位(任意単位)と し

て「コップ何杯分」と表すことなどを通して、体積の概念を知 り、数値化することができることを

学習してきている。また第 2学年の第 4単元「長さのたんい」の学習では,長 さについての普遍単位

の必要性,有用性に気づかせ,長 さの単位 「cm」 「mm」 について学習してきている。

本単元では,測定の活動を通 して、任意単位では限界があることから,長 さと同じように体積にも

普遍単位が必要であることに気づかせる。体積の単位 として 「dL」 「mL」 「L」 を知らせ,ldLに つ

いては,lLを 10等分した 1つ分を単位としてつくられた単位であるととらえるようにしていく。

lmLは ldLの 単位では,測 りきれないはしたの体積をはかるとき,そ の量を表わす単位であること

や,lLは 1000mT・ であることも理解させる。

また,lLマ スや ldLマスを用いてはかることにより,明 瞭に的確に表わすよさなどを体験し,水の

体積を数値化することで,加減計算ができることにも気づかせたい。

本単元の学習では実際に,身近な素材を使つた測定活動を重視 し,量感を養 うことをねらいとして

い る 。
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(2)単元の系統

1年 2年 3年

3 長いもののはかり方

・長さの測定(巻尺)

。長 さの単位 「キロメー ト

ル」と単位関係

。長さの量感

4 長さのたんい

。任意単位による長 さの比較

・普遍単位の必要性

。長さの測定(30cm物差 し)

。長 さの単位 「センチメー ト

ル」「ミリメー トルJと 単位

関係

・長さの期

8 どちらがながい

。長さの概念

・長 さの測定の基礎

(直接比較、間接比較、初歩

的な任意単位による比較)

11 小数

・長 さの小数表示

・体積の小数表示

10 どちらがおおい

。液量の測定の基礎

(直接比較、間接比較、初歩

的な任意単位による比較)

6 水のかさのたんい

。任意単位による体積の比較

・体積の概念 と測定(ま す)

・体積の単位 「リットル」「デ

シ リッ トルJ「 ミリリッ ト

ル」と単位関係

・体積の量感

12 重さのたんいと

はか りかた

。重さの概念

・重さの測定

・重さの単位「グラムJ「 キ

ログラム」と単位関係

・重さの量感

14 どちらがひろい

。面積 の概念の素地

14 長いものの長さのたんい

。長さの測定(lm物差 し)

・長さの単位 「メー トル」と単

位位置

。長さの量感
2 直方体や立方体の体積

・体積の概念

・体積の単位 「立方センチ

メー トルJ「立方メー トルJ

と単位関係

5年
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(3)児童の実態 (男子 13名 女子 19名 計 32名     平成 30年 6月 12日 実施)

①情意テス トから

アンケー ト項 目 選択項 目 人数 %

1 算数の勉強は

好き

あてはまる 21 66

どちらかといえばあでは

まる

10 31

どちらかといえばあては

まらない

3

あてはまら/rい 0 0

2 算数 の勉強は

大切だ

あてはまる 22 69

どちらかといえばあては

まる

9 28

どちらかといえばあては

まられヽ

1 3

あてはまらない 0 0

3 算数の授業の

内容は

よくわかる

あてはまる 15 47

どちらかといえばあては

まる

13 41

どちらかといえばあては

まらない

3 9

あてはまらない 1 3

4 算数がわか ら

ない ときどう

していますか

(複数回答)

先生に質問

する

9

友達に聞く 23

家の人に開

く

5

自分のノー ト

や教科書,今ま

で学習 したこ

とを使う

10

そのままに

しておく

0

5 算数の授業で問

題を解くとき,い

ろいろな方法を

考えるのが好き

だ

あてはまる 15 47

どちらかといえlfあてはまる 13 41

どちらかといえばあてはまらな

い

4 12

あてはまらない 0 0

6 自分の考えと友達の考

えを比べたり,友達の

考えのよいところを見

つけたりしている

あてはまる 34

どちらかといえばあてはまる 18 57

どちらかといえばあてはまらな

t｀

3 9

あてはまらない 0 0

7 自分や友達の考

えを使つて問題

解くのが楽しい

あてはまる 17 54

どちらかといえばあてはまる 12 37

どちらかといえばあてはまらな

ι`

3 9

あてはまらない 0 0

8 算数の授業で公式や

きまりを習うとき,

そのわけを理解する

ようにしている

あてはまる 13 41

どちらかといえばあてはまる 15 47

どちらかといえばあてはまらな

セ`

3 9

あてはまらない 1 3
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②協働学習について

9 どのような学習の方法

が好きですか。

一人で考える 5 16 自分の力で解きたいから。出来たら

嬉しいから。

ペアで考える 1 3 友達の考えも開けるから。自信がつ

くから。

グループで考 え

る

19 59 わかりやすい。いろいろな方法が聞

けるか ら。友達 と楽 しく出来るか

ら。

クラス全体で考

える

7 ０
４

０
‘ みんなと考えるといろんな考えを

知れるから。

10 グループ学習をしてよ

いと感 じるときはどの

ようなときですか。

友達の意見を開

ける。

6 いろんな考えを知れるから。

自分の考 えを伝

えられる。

7 自分の意見を認めてもらえるから。

わか らない とき

にす ぐに質問す

ることができる。

10 わからなくても教えてくれるから。

みんなで解決す

る達成感がある。

9 みんなで解決すると気持ちがいい

から。みんなが理解 してくれるのが

嬉 しいから。

グループ学習をしてい

て難 しいと感 じるとき

はどのようなときです

か。

自分の意見を伝

える

０
４ 何と伝えればいいのかわからなく

なってしまうから。

友達 と意見がぶ

つかる

6 けんかつぼくなってしまうから。

た くさんの意 見

をまとめる

24 どっちがいいのか悩んで しま うか

ら。意見をまとめることが難 しいか

ら。

グループ全員が

理解する

0

12 学び合いの学習で 「わ

からない」と伝えるこ

とができます力、

できる 17 53 わからないままにしたくないから。

友達が優 しく教えてくれるから。質

問できると嬉 しいから。

できる とき とで

きない ときがあ

る。

15 47 はず か しい。

できない 0 0
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本学級の児童は, 明るく,元気いつぱいである。何事にも興味をもつて取 り組む児童が多い。一方で,

ノー トに自分の考えや答えを書くことはできるが,発表となると自信がなく手を挙げることができない

児童がいる。従つて,活動の時間を多く設定 したり,話 し合いの場では,う なずくことでの意思表示を認

めたりし,どの児童も参加できる授業づくりをする必要がある。

情意テス トを見てみると,算数の勉強が「好き」「どちらかといえば好き」と答えている児童は,合わせ

て 97%であり,大切だと感 じている児童は,97%である。また,算数の授業は「よくわかる」と答えた児童も

合わせて 88%であり。算数の授業に一生懸命取 り組んでいることがわかる。「いろいろな方法を考えるこ

とが好き」は 88%,「 考えを比べたり,考 えの良いところを見つけたりするのが好き」は 91%,「理由を理

解するようにしている」は 88%な ど,話 し合いでの取 り組みを好んでいることがわかる。大半の児童は

授業において問題を様々な方法で解き,友達と考えを出し合いながらともに学び合つていくことに楽 し

さを感 じていると考えられる。一方で,「算数の勉強がすき」とい う問いに「どちらかとい うと当てはま

らない」と答えた児童と「内容がよくわかる」で「どちらかというとあてはまらない」と答えた児童は一

致する。その児童たちも「考えを比べたり,考 えの良いところを見つけたりするのが好き」とい う問いに

「あてはまる」と答えている。従つて,友達とのかかわりの中で学びを進めていくことは有効であると考

えられる。

「算数が分からない時どうしているか」という問いには,「友達や教師に聞く」と答えた児童が多い。

特に「友達に聞く」と答えた児童が多く,教師に聞くより友達に聞く方が気軽に聞き合えている様子がう

かがえる。それに比べ「家の人に聞く」という児童が多くない。幼い児童にとつてわからないことはその

場で解決 していくことが必要であることがわかる。

グループ学習についての情意テス トを見ると,グループ学習を好んで取 り組んでいる様子が うかがえる。

その理由として,質問のしやすさや解決する達成感が挙げられる。学級全体で考えることには「様々な考

えを知 りたい」と感 じているので,グループ学習と学級全体では,視点を与えて話し合いの時間を多く設

定する必要がある。グループ学習では,「意見をまとめること」を難 しく感 じている児童が多く見られる。

そのため,話 し合いの仕方を工夫する必要がある。わからないときに「わからない」と質問できる児童が

多いことから,グループ学習や学級全体の場で話 しやすい雰囲気をつくつていくとともに楽 しく分かる

体験的な授業を組み立てていきたい。

① 事前テストから (実施日 平成 30年 6月  32人 実施)

問題 正答数 (人 ) 正答率 誤答例

入れるものがかわると,水 のかさは,かわるでし

ょうか。正 しいと思 うほ うに,○ をつけま しょ

う。

25 78% かわる

○
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2 水がいちばん多いのは,ど ちらですか。 28 87% ②

◎

3 ⑥ とOの 入れものに,水 が何ばい入るか,同 じ

コップでしらべました。

i壼
il・

l・
1

７

　

５

２

　

２

84%

78%

○

※

未

習

パ ックの牛にゅうのか さをはか りま した。

何 dLですか。

27 84% 空欄

第 1学年の「どちらがおおい」の学習において直接比較,間接比較,任意単位による比較についてまで

学習 してきている。ほとんどの児童が直接比較,間接比較,任意単位による比較について理解しているこ

とがわかる。従つて,本単元でも直接比較,間接比較,任意単位を生かして,水のかさを測定することが

できると予想できる。また,第 2学年の「長さのたんい」の学習では,初めて普遍単位を導入 した。普

遍単位による測定を学習 し,単位 cmと mmの意味やその関係も多くの児童が理解できている。具体物

操作を通して,長 さと同じように水のかさにも普遍単位の必要性に児童の思考はスムーズに流れると

予想できる。

プレテス トを見てみると,普遍単位については,多 くの児童が知っているということがわかつた。しか

し,水の体積の意味や量感などは,十分に理解 していないことが考えられる。従つて,身近な素材を使つ

た操作活動を体験させ,普遍単位の必要性や水の体積の概念を育てていきたい。

(4)指導観

上記の児童の実態から本単元では,児童の主体的な活動を重視 し,楽 しみながら体験的に学習を進め

ていきたいと考える。単元の初めに,水を操作する活動を取 り入れ,「長さのたんい」の学習のように

普遍単位の必要性や有用性を意識 させたい。そこから,ま すを使って 「L」 「dL」 「mL」 と正確に測

定する活動へと移つていくようにし,水のかさについておよその見当を付け,マスを的確に選択する活

動も進めていきたい。

また,グループ学習の場を設け,協働の素地を養 うように学習を展開したい。その活動の中で,自



分の考えを伝え,課題解決に向けて考えを選択することができる児童を育成 していきたい。そのため

に,教師が視点を与えたり,操作活動の結果をホワイ トボー ドに書き込んだりしながら話 し合いが進

むようにする。児童は,グループ学習や学級全体での話 し合いを好んでいる様子から、グループ学習

や学級全体での話 し合いの時間を多く設定し,児童の思考が深まる学習を展開できるようにしたい。

(5)仮説への取 り組み

研究仮説

「つなぐ」表現活動の工夫をすることによつて、協働の素地を養 うことができるだろう。

《低学年の目指す児童像》

自分の考えをもち、伝えることができる子

ペアの友達と共に活動することができる子

《低学年の具体的な手立て》

○主体的な学び

・ 日常生活に密着した問題を提示すれば,学習の必然性を生み,興味をもつて学習に臨むだろ

う。

。掲示物にしてまとめておけば思考の支えとなり,問題解決の手がかりをつかむことができるだ

ろう。

・学習を振 り返 り,既習事項とのつながりを明確にさせることで,学習課題が明確になり,自 分

なりの考えが持てるようになるだろう。

○深い学び

。グループで話 し合 うことで,自 分の考えや疑間を伝え互いの考えを修正 し,ま とめることがで

きるだろう。

・具体物を操作 し,グループの考えと結果をホワイ トボー ドに書き込むことで,考えが整理され学

びが深まるだろう。

・グループで話 し合つたことをもとに,学級全体で話 し合 うことで,よ り学びが深まるだろう。

3.単元の目標と評価規準

_  【関心・意欲・態度】

。身の周りにある容器に入る水の体積に関心を持ち,量感を基に予想して測定しようとする。

‐  【数学的な考え方】

。既習である長さの学習を基に,体積の普遍単位の必要性や有用性に気付き,体積の表し方を考え表現

することができる。

【技能】

。体積の単位を用いて,身の周りにある容器に入る水の体積を測定することができる。

【知識 。理解】

・体積の単位と測定の意味,単位の関係を理解する。
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4 指導計画 (3時間扱い)

学習活動 算数的活動
評価の観点

関 考 技 知 内容

体
積
の
表
し
方

１

本

時

・ペットボ トルとコップ

を用いて,体積について

考える。

○ ◎ ・水の体積の表 し

方 を考 え,表 現す

ることができる。

水のかさをはかるには,ど

うしたらよいのだろう。

・ くらべる方法を考える。

０
４

・ペットボ トルや 自分で

持 ってきた入れ物 に入

っている水の体積を,dL

ますを使つて測定する。

◎ ○ ・体積について単

位の役割や意味に

ついて理解する。

水のかさをあらわすには,

どうすればよいだろう。

・dLの意味について知 り,

測定す る。

3
たくさんの水をはやく,か

んたんにしらべるには,ど

うすればよいのだろう。

。前時で使つたペ ットボ

トルを,Lま すを用いて

測定する。

○ ◎ ・数の・体積 につ

いて単位 の役割や

意味について理解

す る。

・Lの意味について知 り,

測定する。

4

Lを dLをつかつて,あ らわ

すには,ど うすればよいだ

ろう。

。複数の表 し方 を考 える。

・教科書に載つている写

真 を見ながら,単位換算

する。

○ ◎ ・Lや dLを用い

た体積の表し方を

理解する。

・長さの学習を基

に,体積の表 し方

を考え,表 現す る

ことができる。

5
dLよ りすくないかさは,ど

うあらわせばよいだろう

・dLや Lよ りも小さい単

位について考える。

・ペ ッ トボ トル を用い

て,ldLよ り少ないは し

たについて測定する。

・ lL=1000mT,な のか

確かめる。

◎ ・ 単位 mLを 知

り,lL=1000mL
の 関係 を理解 す

る。
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体
積
の
加
減
計
算

6
水のかさのけいさんは,ど

うすればよいのだろう。

。長 さのときのように,体

積でも加減計算ができる

か考える。

・2つのペットボ トルを

用いて,水 の体積の和や

差を求めることを通 し

て,カロ減計算ができるこ

とを確かめる。

◎ 。体積の加法性や ,

同じ単位の数 どう

しを計算すればよ

い こ とを理解 す

る。

ま
と

め

7
いろいろな水のかさをはか

つてみよう。

・ペットボ トルで lLの

ますを作 り,い ろいろな

容器に入る水の体積を

そくていする。

◎ ○ 。学習内容を適切

に活用 して ,活動

に取 り組もうとし

ている。・算数的活動を通 して,学

習内容の理解を深め,体積

につ いての興 味 を広 げ

る。

8

水のか さはかせになろ う。

。学習事項を利用 して ,

問題に取り組む。

○ ◎ ・学習内容を適応

して問題を解くこ

とができる。

・仕 上 げの問題 に取 り組

1コP。

5 本時の指導 (1/8)

(1)本時のねらい

◎長さの学習をもとに体積の普遍単位の必要性に気付くことができる。  (数 学的な考え方)

○身の回 りにある入れ物に入る水の体積に関心をもち、量感をもとに見当をつけて測定しようと

する。                              (関 心 。意欲 。態度)

(2)本時の展開

時

配

学習活動と内容 指導上の留意点

◎C児童への支援  ☆表現

備考

見

出

す

５

分

1.素材を確認 し、問題 をつかむ。 身近にある生活の場を想像させる。

量を比べたいと思 う場面を作 り意欲

を高める。

「かさ」の意味について確認する。

。700mLと

900mL の ペ

ッ トボ トル
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2dL,2 2dL,4d

Lの コップ

700mLと

900mL の ペ

ットボ トル

漏斗

水

トレー

ホワイ トボー

ド

・ どちらが多いかは見当がつ くが、ど

れだけ違 うかは,見ただけでは分か

らないことに気付かせ,学習問題に

つなげる。

・既習事項を想起させ,測定する方法

を考えさせる。

・ノー トに自分の考えを書かせる。

・今までの既習事項を想起させながら

方法について考えさせる。

,大 中小,3種類のコップを示す。

・誤差を少なくするために、コップの

線まで注 ぐよう伝え、多少の誤差は

おおよそ何こと答えるように指導す

る。

・全員で考 えを出 し合 うよ うにさせ

る。

。わからないことを開けるようにさせ

る。

・ より簡単で正確 に測れ る方法を考

え,なぜその方法にしたのか根拠を

示すように促す。

・測定が終わつたグループから結果を

ホワイ トボー ドに記録させる。

・2種類のペ ットボ トルのかさの違い

を考える。

2見通 しを持つ。

・同 じ大きさの容器にいれたらでき

る。

・片方の容器にいれればできる。

・ コップをつか う。

3 自分の考えを持つ。

①片方の容器に入れて調べる。

②同じ大きさの容器に入れ替えて比べ

る。

③コップに入れて,何杯か比べる。

4.グループで解決する。

○測る方法について,考えを伝え合い

話し合 う。

・同じ大きさのペットボトルで測って

みよう。

・コップを使つて測つてみよう。

・片方のペットボ トルに入れて測つて

みよう。

○実際に測定し,結果をホワイ トボー

ドに記録する。

どちらのペットボ トルにどれだけ多く水が入つているのだろう。

水のか さのちがいは,どのよ うに した らはかれるだろ う。

調

べ

る

　

１５

分



☆友達の考えを説明したり,付け足 し

た りして,できるだけ多くの児童に

表現させる。

・「いつでも」「どこでも」とい う表現

で児童の考えを引き出す。

・共通の任意単位では、限界があるこ

とに気付かせる。

・既習である長さのように普遍単位で

表す ことができることに気付かせ

る。

:※ 長 さの学習をもとに体積の普遍
!

単位 の必要性 に気付 くこ とができ

る。

A:長 さの学習をもとに体積の普遍

単位の必要性に気付 く。

:任意単位では,限界があること
i

に気付く。          i

・話し合つたことをもとに,学習のま

とめをさせる。

。本時の学習への取り組みについて振

り返 り,次時へつなぐ。

5 比較検討する。

○グループの結果を発表 し,それぞれ

の方法について話 し合 う。

○グループでの発表をもとに,気付い

たことを話 し合 う。

・使ったコップ大きさによって,数が

違 う。

・ どちらが多いかはわかるけど, どれ

だけ多いかはわからない。

・水のものさしがあれば,わかる。

6ま とめる。

・水のかさを測る方法をまとめる。

7 自己評価をする。

・活動を振 り返って,取 り組みに対す

る感想を書く。

8次回の予告をする。

・水のかさを表す方法につい

て考えることを知る。

ま

と

め

あ

げ

る

10

分

水のか さのちがいは,いつで も,ど こでも,だれで もはかれ るもの

が い い 。
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6 板書計画

〇 水のかさのちがいは,ど のようにした ら

はかれるだろう。

③ どちらのペ ッ トボ トルにどれだけ多 く水

が入つているのだろう。

④ 。同じ入れものに入れる。

・かたほうに入れる。

・コップに入れる。 ○
水のか さのちがいは,いつでも,ど こで

も,だれでもはかれ るものがあるとい

い。
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2年生 授業の実

《導入》

身近にある生活の場を想像 させるた

めに,ど ちらのジュースが欲 しいかと

いう問題掲示をした。また,どれだけ違

うのかを意識 させたことで,紙 コップ

などの任意単位 とする容器が必要だと

いう見通 しを持てた。

《自力解決》

ノー トに解決方法を記入 した。紙

コップなど任意単位 とする容器を使

つて調べる考えが出た。

《反応》

・コップに入れ替えればいい。

・片方に入れればいいんじゃないかな。

・同じ大きさのコップに入れれば,どれだけ

多いかわかる。

・「中くらいのコップに入れて,何個分かで   。「アセロラの方が数が多いよ。」

調べたらどうかな。」          。「アセロラは 11個 で,メ ロンは 9個だ。」

。「私もコップに入れて考える方法を考えた。」 。「アセロラの方が 2個分多いよ。」

。「中のコップで調べてみよう。」    _

「  《グループ学習》

解決方法を班の友達と説明し合った。その中で,全体で共有したい解決方法を 1

1 つ選び,友達と協力し,具体物を活用 しながら,問題解決に向けて取り組んだ。

《反応》グループ 6 《反応》グループ 2
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《全体での話 し合い》

教師は,「小コップ」「中コップ」「大コップ」「間接比較」の順に班の発表を  '

させた。発表する際は,具体物は何を使い,ど ちらがいくつ分多かったのか説明  |
するよう指導した。全体発表後,具体物の違いからいくつ分には,差が生まれ,  |
いつでもどこでも比べるには,限界があることを確認 した。そして,長 さの学習  |

と同様に水のかさをあらわす普遍単位の必要性に気づかせた。         1

《反応》

・「アセロラが多いことがわかりました。」

。「それぞれ数に違いがあるね。これで誰に教えても,どれくらい違 うかイメージつくかな。」

。「7班の長さを使えば,どれくらい違 うかがわかる。」

。「本当だ。長さを使えばいいんだ。」

。「cmな どの単位は,長 さにしか使えないよ。」

。「じゃあ,水の単位があればいいんじゃない。」
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2年生 成果 と

○成果

・場の設定をする時,必然性のあるものとして身近なペ ットボ トルの飲み物などを取 り上げ

ると意欲が増した。

・課題に対 して,1つの考えだけでなく,複数の解決法を探そ うという気持ちが出てきた。

・自分の考えを伝える場合 ,式や答え,言葉だけでなく図や表を使つて表現しようとする姿

が見られた。それは,全体だけでなくグループ学習の中でも活かされた

・相手に自分の意見が伝わったことで満足感や達成感を味わい,それがその後の授業の意欲

につながつている、

・グループ学習を通して,友達のつぶやきを落とさずに聞き取ろうとする姿勢が見られるよ

うになってきた。

・かけ算の学習では,学年内で習熟度別にグループ分けして,①九九定着②かけ算計算③か

け算文章などの段階の学習を行つた。どのグループも意欲的に取り組み,かけ算の学習の

定着が図れた。

●課題
・教材研究の一環 として作った教具などの保管する場所など今後もつかえるようにしてい

きたい。

。協働を日常的に行 うためにも教材研究を行い,学年内でも共通理解を図つていきたい。

・低学年の段階では,ホ ワイ トボー ドに自分たちの考えをまとめることは難 しいと感 じる。

ホワイ トボー ド十コップ図やます図などを用意 しておくと,児童にも扱いやすくなると

思われる。

。例えば,水の量を実際に量つたり,長 さを測つたりする活動をグループで行 うことも有効

な協働学習になるだろう。

。既習事項の掲示物やぐんぐんタイムを利用した ドリル学習,家庭学習など継続 してきたが

個人差はまだある。今後も多くの児童に定着を図る指導方法など開発 していきたい。
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第 3学年 3組 算数科学習指導案

1.単元名   「はしたの大きさの表し方を考えよう」

2.単元について

(1)教材について

指導者 吉氏 紀弥

本単元は,学習指導要領第 3学年の中に以下のように位置づけられている。

3学年 A数 と計算

(5)小数の意味や表し方について理解できるようにする。

ア 端数部分の大きさを表すのに小数を用いること。また、小数の表し方及び 1/10の

位について知ること。

イ 1/10の位までの小数の加法及び減法の意味について理解し、計算の仕方を考え、

それらの計算ができること。

本単元では、小数の意味や表 し方について理解 し、小数の加減計算ができるようにすることを

ねらいとしている。

これまでに、第 2学年では、長さや体積の測定に関連 して、「7cmと 3mm」 、「2Lと 6d L」

等の複名数の表 し方を学習している。第 3学年では、これまでの経験を踏まえて、端数部分の大

きさに小数を用いることを理解 し、それらを適切に用いて、lLに満たない量を 06Lと 表 した

り、3Lと 4 dLを合わせた量を 3.4Lと表 したりできることを学習する。

小数は、これまでの整数の十進位取り記数法の考えを 1よ り小さい数に拡張して用いるところ

に特徴がある。小数を用いると 1に満たない端数部分の量を数値化できることを理解させ、小数

も整数 と同じ仕組みであることに気づかせたい。そのために具体物を用いて小数の世界を体験的

に感 じることをスター トに小数を数直線上に表 し、整数と同じ数直線の中に位置づけ、大小や順

序についての関係を調べたりする活動をする。また、01の何個分と考えれば整数と同じ見方が

できることや、10こ集まると1つ上の位に繰 り上がることなど整数 との関連から説明したりでき

るようにすることを重視する。

また、市
の位までの小数の加法、減法の計算は、0.1を単位 としてその何個分で考えれば整

数と同じ方法でできる。この 0.1を基にした考えや位ごとに計算する考えを十分に理解させ、小

数の構成と形式を整数と関連づけて指導し、第 4学年での
協

以下の小数のカロ減の筆算を考え

るうえで根拠となるようにしたい。

40



(2)単元の系統

2年

5年

4年

6年

10 小数のしくみ

。小数の拡張

(希 の位、丁農再
の位)

・小数の加減計算とその筆算

4.長 さの単位

。lcmに満たない長さを

mmを使って表すこと

11 小数

。単位量に満たない端数部分

の大きさを小数を用いて表

すこと (小数第一 )

・整数と小数の区別

・小数の構成、大小比較

・小数の加減計算とその筆算

6 水のかさのたんい

。lL=10dLの 関係 12 小数のかけ算とわり算

・小数×■整数の計算

(整数■整数=小数含む)

14 分数

・単位量に満たない端数部分

の大きさを分数を用いて表

すこと

。同分分母数の加減計算

16 分数

・
テ 万

などの簡単な分数 13 分数

・単位量に満たない端数部分

の大きさを分数を用いて表

すこと

。大きさの等 しい分数

・帯分数を含む同分母数の加

減計算

4 分数のかけ算

・分数×分数の意味と計算

・分数の面積公式の適用

・連乗の計算・計算法則

・計算法則の分数への適用

・逆数

4 小数のかけ算

・小数×小数の意味と計算

・計算法員Jの小数への適用

・小数倍

5 小数のわ り算

・小数÷小数の意味と計算

・小数倍 5 分数のわり算

・分数十分数の意味と計算

・ 3日 の分数の乗除混合計算

・分数、小数、整数の混 じった

乗除計算

・分数倍

8 分数 と小数

・分数倍

15 分数のかけ算とわり算

・分数×整数の計算

・分数■整数の計算
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(3)児童の実態 (男子18名 女子 14名 計32名     平成30年 9月 20日 実施)

①情意テストから (算数に関して)

アンケー ト項 目 選択項目
人

数
%

1
算数の勉強は好

きだ

当てはまる 17 53

どちらかと言えば

当てはまる
34

どちらかと言えば

当てはまらない
4 13

当てはま らない 0 0

０
ん

算数の勉強は大

切だ

当てはまる 26 81

どちらかと言えば

当てはまる
4 ０

“

どちらかと言えば

当てはまらない
2 6

当てはま らない 0 0

3
算数の授業の内

容はよく分かる

当てはまる 15 47

どちらかと言えば

当てはまる
8 25

どちらかと言えば

当てはまらない
8 25

当てはまらない 1 3

4

算数がわからな

いとき、どうし

ていますか。

(複数回答)

先生に質問する 2

友達に開 く 10

家の人に聞く 6

ノー トや教科書で

考える

そのままにしてお

く
3

5

算数の授業で

問題を解 く

時、色々な方

法で考えるこ

とが好きだ。

当てはまる 22 68

どちらか と言 えば

当てはまる
5 16

どちらかと言えば

当てはまらない
5 16

当てはまらない 0 0

6

自分の考えと

友達の考えを

比べたり、友

達の考えの良

い所を見つけ

たりしてい

る。

当てはまる 12 38

どちらかと言えば

当てはまる
10 ０

０

どちらかと言えば

当てはまらない
6 18

当てはまらない 4 13

7

自分や友達の

考えを使つて

解 くのが楽 し

い。

当てはまる 19 59

どちらかと言えば

当てはまる
7 22

どちらか と言えば

当てはまらない
5 16

当てはまらない 1 3

8

算数の授業で

公式やきまり

を習 う時、そ

のわけをせつ

めいしようと

している。

当てはまる 17 53

どちらか と言 えば

当てはまる
12 38

どちらかと言えば

当てはまらない
０
‘ 6

当てはま らない 3
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②協働学習に関して

9 どのような学

習の方法が好

きですか。

一人で考える 10
０
０ 静かでよく考えられるから。集中できるから。

自分の意見を作 りたいから。

自分だけの世界でできるから。

落ち着いて意見を考えられるから。

一人で考えた方が、意外と進むから。

ペアで考える 5 16 人数が多くも少なくもなく話 しやすい。

意見がまとめやすいから。

お互いに助け合えるから。

グループで考える 14 44 自分の考えと比べられるから。

いろんな人の意見が聞けるし,自 分の意見も話

せるから。自分の意見を発表できて楽 しい。

不安なく、楽 しくできる。

分からない人がいたら助け合える。

クラス全体で考え

る

3 9 いろいろな考えが出ておもしろいから。

分からない人が分かるようになるから。

10 グループ学習

をしてよいと

感じるときは

どのようなと

きですか。

友達の意見を開け

る

10 自分とは違 う意見をたくさん聞けるから。

自分の意見と比べられるから。

自分の考えを伝え

られる

15 自分の考えを伝えられると達成感があるから。

分からない人に教えてあげられるから。

わからないときに

すぐに質問するこ

とができる。

4 よく分からないことがあれば、教えてもらえて

す ぐ分かるようになるから。

助け合えるから。

みんなで解決する

と達成感がある。

3 達成感があつてまた頑張ろうと思 うから。

解決すると算数の授業が楽しい。

グループ学習

をして難しい

と感じるとき

はどのような

ときです力、

自分の意見を伝え

る

5 伝えるのは難しい。

友達に質問されるとどう説明すればいいか迷う

から。

友達と意見がぶつ

かる

4 意見が違 うと一つにまとめるとき悩む。

どうやつて分かりやすく話すか。

たくさんの意見を

まとめる

18 色々な考えをまとめるのが大変だから。

違 う意見がでるとまとめるのが大変だから。

発表の時間に間に合わないから。

グループ全員が理

解する

5 みんなが分かるように説明するのが難 しい。

みんなが理解 しないで発表するのは難 しいか

ら。

12 学び合いの学 できる 16 50 そのままに して分か らないのではなく開くと,

43

/
/
／

／

/
／

／

/
／

／

／
／



習で「わから

ない」と伝え

ることが

できますか。

問題が解決するから。

言わないと間違えて覚えてしまうから。

できるときどでき

ないときがある。

11 34 はずかしいときがあるから。

わからないことがわからないときがあるから。

不安で伝えられないことがあるから。

その日の気分で変わる。

できない 5 16 言いにくい。

「えっ」つて言われたくない。

本学級の児童は、明るく素直で、授業に対して前向きな姿勢で臨んでいる。一方で,受け身な部分もあ

る。全体の前で発表するまでの自信が持てない児童もいる。

算数に関する情意テス トをみてみると,算数の勉強が 「好き」「どちらかといえば好き」と答えた児童

は,合わせて 87%であり,大切だと感 じている児童は 93%である。このことから,算数の授業に一生

懸命に取 り組んでいると考えられる。また,「色々な方法で考えることが好き」は 84%,「理由を説明し

ようとしている」は 71%な ど,大半の児童は授業において問題を様々な方法で解き,友達と考えを出し

合いながら共に学び合つていくことを楽しいと感 じていると考えられる。

「算数が分からない時どうしているか」とい う問いには,「友達に聞く」と答えた児童が多く,気軽に

聞き合えている様子がうかがえる。また,「 ノー トや教科書で考える」という児童も多く,調べながら

自力解決をめざしている様子がうかがえる。

グループ学習についての情意テス トを見ると,学習の方法として 「1人で考える」と答えた児童は

31%,「 グループで考える」44%であり,1人で落ち着いて自分の意見をまとめる時間も,友達と色々

な考えを出し合 う時間も大切と感 じていると考えられる。また,グループ学習では,「意見をまとめる

こと」を難 しいと感 じている様子がある。このことから,協働的活動の大前提は, 自分の意見を持つて

からとなるので,自力解決と協働のバランスが大事だと考える。

① 事前テストから (実施日 平成 30年 9月 20日  32人  実施 )

問題 正答数 (人 ) 正答率 誤答例

1 水のかさは何dLですか。 29人 91% 1 0dL

29人 91% 5 0dL
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25ノ｀ 78% 8 0dL

2 ① 10を 10こ集めた数は□で

―
,~。

31人 97% 103

② 28は,10を □こ,1を□こ

あわせた数です。

26人 81% 20,8

208, 28

３

未

学

習

水のかさは何 Lですか。4ヽ数で表

しましょう。

14人 43% 12L

l lL

lL

lL2dL

2年生までに学習 している lLに満たないはしたの量を dLを用いて表すことは多くの児童がよくで

きている。また,整数の構成や相対的な大きさをとらえることも多くの児童が身に着けていることが分

かる。 したがつて,本単元でも整数の十進位取 り記数法の考えを 1よ り小さい数に拡張 して思考を進め

ることができると予測できる。 しかしながら,数名は lLに満たないは したの量を dLで表すことを理

解 していなかつたり,整数の構成や相対的な大きさをとらえられていなかつたりするので,既習事項の

復習時間を設けて,本単元に入る前に学習の基盤 となるものをそろえる。

(4)指導観

本単元では,は したの大きさを表すのに,整数だけでは不十分であり,小数を用いることで,数値

化できるよさを味わわせたい。4ヽ数はこれまでに学習 してきた整数の十進構造を 1よ り小さい数に拡帳

して用いていることや,児童にとつて,よ り身近な場面で多く用いられることから,具体物を使つた活

動を多く取 り入れていきたい。

単元の初めは 2学年での長 さや十進位取 り記数法の学習を使つて,10等分すればはしたの大きさも表す

ことができるのではという見通しを持たせていきたい。また,整数と同 じ十進構造であることを理解で

きるようにすることが大切なため,数直線を活用 して考えさせていく。

小数の意味や大きさについては実感を伴つて指導することを大切にしていきたい。導入場面では 13L

を扱つているが,実際に lLの ますを用いてはかり,図に表すようにする。小数の概念をつかむことを

苦手とする児童には,具体的な操作を多く取り入れ,体験的・感覚的に,日盛 りを 10等分 して新 しい

単位をつくることの理解を深めるようにしていく。

また,グループ学習を通 して,仲間とともに試行錯誤 させながら自力解決できる児童の育成をし,協働

の素地を養 うように学習を展開していきたい。活動の中で,グループの考え方を表現するために,ホ ワ

イ トボー ドを活用 し,書き込んだり,消 したりしながら話 し合いが進むようにする。

③



3.単元の目標と評価規準

【関心・意欲・態度】

・小数を用いると整数で表せない端数部分の大きさを表せるよさに気づき、小数を生活や学習に用

いようとする。

【数学的な考え方】

・小数は整数の十進位取り記数法を拡張していることをとらえ、小数の仕組みや構成、加減計算の

仕方を考え、表現することができる。

【技能】

・端数部分の大きさを小数を使つて表したり、1/10の 位までの小数の加減計算をしたりするこ

とができる。

【知識・理解】

・小数が用いられる場合や小数の仕組みについて知り、小数の意味や 1/10の 位までの小数の加

減計算の意味や計算の仕方について理解する。

4 指導計画 (13時間扱い)

学習活動 算数的活動
評価の観点

関 考 技 知 内容

は

し

た

の

大

き

さ

の

表

し

方

lLよ り少ないかさを、Lで表す

方ほうを考えよう。

Lま すにど

のようなめ

もりをつけ

れ lず よいか

考える。

◎ ○ 1を 10等分 して

lLに満 たない端

数部分の体積 の表

し方 を考 えよ うと

している。

・lLに満たないはしたのかさの

方ほうを考える。

2 lLよ り少ないかさを、Lで表す

にはどのようにすればよいだろ

うか。

lLに満たないはしたのかさの

表 し方を知る。

前時での学

習を振 り返

りなが ら,

小数に意味

について知

る。

◎ ○ ・体積について端数

部分の大きさを小

数を用いて表そ う

としている。

・「小数」。「4ヽ数点」・

「整数」の用語を

知る。
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3 ものさしを

使つて,単

位換算をす

る。

○ ◎ ・小数を用いると,

2つの単位で表 し

ていた大きさを 1

つの単位で表せる

ことを理解する。

・長 さについて小数

で表すことができ

る。

8cm7mmの テープの長 さ

を cm単位で表す ことを考え

る。

4

小数を数直線に表すにはど

のようにすればよいか考え

よう。

・小数を数直線に表したり,数直

線から小数を読み取つたりする

ポイントを考える。

・小数の相対

的な大きさ

について考

える。

◎ ・整数の数直線 と関

連づけて,数直線

上の小数の読み方

を考え,説明する

ことができる。

/jヽ

数

の

し

く

み

5
小数の しくみをしらべよう。

・小数のしくみを整数のしくみ

とくらべて,同 じところをみつけ

る。

小数の位取

りの仕組み

や数の構成

について考

える。

○ ◎ ・小数の位取 りの仕

組みや数の構成を

理解する。

。「小数第一位」の用

語を知る。

6
小数の大小を比べる方ほ

うを考えよう。

・数直線や数の構成をもとに,小

数の大小を考える。

・数直線や位

取 り表を使

い,小数の

大小を考え

る。

◎ ○ ・数直線や構成を基

に,小数の大小を

考え,表現するこ

とができる。

・小数に大小関係を

理解する。

小

数

の

た

し

算

と

ひ

7

小数のたし算はどのように

計算すればよいだろう力、

・整数のときのように,小数でも

加法計算ができるか考える。

0 1を 単

位 として ,

立式につい

て考える。

○ ◎ ・小数を0 1の 何

こ分 とみ る こ と

で,既習の整数の

計算にもとに考え

る。

・小数第一位 どうし

の加法計算ができ

る。
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き

算

8
小数のひき算はどのよう

に計算すればよいだろ う

か。

・整数のときのように,小数でも

減法計算ができるか考える。

前時での学

習を振 り返

り, 立デいこ

ついて考え

る。

○ ◎ 。小数を0 1の 何

こ分 とみ る こ と

で,既習の整数の

計算にもとに考え

る。

・小数第一位 どうし

の減法計算ができ

る。

9 小数のひつ算はどのよう

に計算すればよいだろう

か。

小数第一位

までの小数

のカロ減法の

ひっ算の計

算をする。

○ ◎ ・小数第一位までの

小数の加減法のひ

っ算ができる。

・既習の学習を基に

説明した りまとめ

た りすることがで

きる。

・既習の計算との違いを考え,ひ

っ算のしかたを工夫する。

/Jヽ

数

の

い

ろ

い

ろ

な

表

し

方

10

本時 小数は, どのようにあらわ

せるだろうか。

・ Jヽ数を 01を もとにして考え

た り,整数と小数に分けて考えた

りする。

・小数の加法・減法計算で考え

る。

・数直線や図

や式で考え

る。

○ ◎ 小数の仕組みを基

に,数直線や式を

用いて,28の 多様

な見方について考

え、表現 している。

ま

と

め

11

12 小数マスターになろう。

・力をつける問題に取り組む。

。しあげの問題に取り組む。

・学習内容を

適用 して間

題 を解決す

る。

・学習内容の

定着を確認

し,理解を

確 実 に す

る。

○ ◎ ・学習内容を適用 し

て問題を解決する

ことができる。

・基本的な学習内容

を身 につ け てい

る。
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5。 本時の指導 (10/12)
(1)本時のねらい

・小数の仕組みを基に,数直線や式を用いて,2.8の多様な見方について考え、表現している。

(数学的な考え方)

(2)本時の展開

時 学習活動 と内容 指導上の留意点☆表現◎C児への支援 備 考

見

出

す

５

分

調

ベ

る

10

分

1.前時を振 り返 り,は したの大きさの表 し

方や小数のしくみを確認する。

・ 1を 10等分した 1こ分が 0。 1.

00。 1が何こ分かで考えられる。

2.8は ,どのような数だろうか。

〇小数は, どの

2.見通 しを持つ。

・数直線で考えられるかもしれない。

00。 1が何こ分で考えられるかもしれない。

・整数と小数に分けて考えられるかもしれな

い 。

。たし算で考えられるかもしれない。

・ひき算で考えられるかもしれない。

3.自 分の考えを持つ

①2.8は ,2と 0.8をあわせた数

②2.8は ,3から0.2をひいた数

。前時の計算方法を振り返らせる。

・単元を振り返らせ,児童の考えや気づ

きを広げさせる。

。図と式で表 したらどうなるか考えさ

せる。

・言葉と数直線,言葉と式を関連づけて

表現するようにさせる。

掲示物

数 直 線

の 掲 示

物

数 直 線

の プ リ

ン ト
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深

め

る

25

分

③2.8は,2と 0。 1を 8こ あわせた数

4.グループで解決する。

○考えを伝え合い,話 し合 う。

・数直線に表すことができる。

・式に表すことができる。

・0。 1を もとにすればよい。

・整数と小数に分けて考えればよい。

5。 比較検討をする。

○班の考えを紹介 し,話 し合 う。

・2.8は,2と 0.8をあわせた数。

・2.8を整数 と小数に分けて考えられる。

・式で表せ る。

2.8==2J卜 0.8

2.8==3--0.2

・ 0.1を もとにして考えられる。

・式で表す と言葉で表す より簡単に表すこと

ができる。

解決の進まない児童には,ヒ ントカー

ドを渡し,考えを持てるようにする。

全員で考えを出し合 うようにさせる。

分からないことを聞けるように促す。

全員が納得 したり,説明したりできる

ように話し合わせる。

ホワイ トボー ドを利用し,ミ ニ黒板と

して利用させる。

グループで考えをまとめて発表 させ

る。

自分の方法と同じ考えの人を見つけ

たり,班での話し合いをもとに出てき

た疑間に答えたりするようにさせる。

「～班に似ていて」「～班 とは違つて

「付け足すと」「質問があるのですが」

「くわしく説明すると」「なぜなら」

など,友達の意見と自分の意見をふま

えて話すようにさせる。

ヒ ン ト

カー ド

ホ ワ イ

トボ ー

ド

数直線
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※小数の仕組みを基に,数直線や

式を用いて,28の多様な見方に

ついて考え,表現している。

A:小数の仕組みを基に,数直線や

式を用いて,28を多様な方法

で表現 し説明することができ

る。

B:小数の仕組みを基に,数直線

や式を用いて,28を 多様な見

方で考えることができる。

。本時の学習への取 り組みについて振

り返 り,次時へつなぐ。

○グループでの発表を仲間分けし,共通点

を探す。

・数直線を使つて考えている。

・言葉や式で表すことができる。

・01を もとにして考えている。

・整数 と小数を合わせて考えている。

・整数から小数をひいて考えている。

6.ま とめる

。28の多様な見方についてまとめる。

7 自己評価 をす る。

・活動を振 り返 つて ,

想 を書 く。

取 り組みに対する感

ま

と

め

あ

げ

る

小数は,整数と小数をたしたりひいたりした数で表すことができる。また,

01が何こ分で表すことができる。

51



6。 板書計画

小数は,どのようにして表

せるだろうか。

2.8は,2と 0.8をあわせた数

3

2.8は ,0.1を 28こ集めた

数

0
2.8は ,どのような数だろうか。

2.8は ,

数

3か ら0.2をひいた

0 1   2  ぜ

。整数と小数に分ける。

・0.1を もとにする。

2.8は , 2と 0。 1を 8こ あわ

せた数

0 小数は,整数と小数

をた した りひいた りした

数で表すことができる。ま

た,0.1が何こ分で表すこ

とができる。
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3年生 授業の実

《反応》

00.1が何個分か。

・位取 り表を使えばよい。

・ 2よ りどのくらい大きいかで表す。

。「 1が 2個,0.1が 8個で 2.8。」

。「0.1が 28個で 2.8に なる。」

「数直線を使って考えよ立

。「 2と 0.8に分けて考えた。」

。「0.1が 28個分でできるよ。」

。「出た二つの意見から考えよう。」

《導入》

前時を振 り返 り,小数の加法や減法の仕

方を確認した。また,単元を振 り返らせ児

童の考えや気づきを広げさせるために数

直線の掲示を行い,見通しが持てた。

《反応》 《反応》

《グループ学習》

どのように2.8を 表せばよいか,班で考えを説明し合つた。その中で,全体で共有した

い考えを一つ選び,全員が納得したり,付け足して説明したりできるように取 り組んだ。
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《自力解決》

数直線入 りのプリントに考えを記

入した。図と式や言葉で表したり,L
マスに置き換える考えなどが出た。



《全体での話し合い》

2.8の 表し方は整数と小数に分けて考えたり,0.1が何個分かで考えたりするなど,多様

な考え方があることに気づいた。また,発表を聞く中で「～班に似ていて」「～班とは

違って」「付け足すと」「質問があるのですが」「詳しく説明すると」「なぜなら」など,

友達の意見と自分の意見をふまえて発言することで,考えを深めることができた。

《反応》

「 1の位が 2個,小数第一位が 8個あります。」

「位取 り表で考えています。」

「数直線で 0.1を もとにしている。」

「2.8は 3よ り0.2小 さい数です。」

「式にできそう。」

「足 し算や引き算でも表せる。」

「色々な方法で表すことができる。」
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3年生 成果と

○成果

〈グループ学習の効率化〉

・グループでの活動が積極的に行われることで,た くさんの考えが出て,達成感を得られた

児童が多く見られた。

・ 1時間の学習の流れを理解し,主体的に学習に参加できる児童が増えた。

〈言語活動の充実〉

。自分の意見を発表したり,友達の意見を聞いたりすることで,言語活動の充実がみられた。

また,グループ活動の充実により,他の教科でも意欲的に話し合いなどをする姿が見られ

た。

〈学習意欲の向上〉

・ホワイ トボー ドを使つた話し合い活動を通して,学習意欲が向上した。

・いろいろな方法で考えることの楽しさを感じている児童がいた。

・既習の学習を使つて新しい課題に取り組む姿が見られた。

●課題

〈導入〉

・子どもたちが意欲を持てる学習問題を考える必要があつた。

・掲示物や既習事項の振 り返 りは有効だが,学習能力に差があるので,個別指導を必要とす

る場合がある。

〈展開〉

・ボー ドが発表のためのボー ドになってしまった。

・グループの意見のまとめ方や発表の仕方に戸惑 う児童が見られた。理由として意見をたく

さん言 う児童に遠慮して,言えない児童がいた。 (グループの中での力関係で良い意見が

埋もれてしまう)ま た,みんなの意見を一つにまとめることの難 しさもある。

・比較検討の時に多様な考えを出すことが大切だが,時間配分を考えて授業を組み立てる必

要がある。

〈まとめる〉

・全体でのまとめ方

。たくさんの意見をより分かりやすく,短い言葉でまとめることが難 しい。また,多様な考

え方を整理 していくことの難 しさを感 じた。



第 4学年 2組 算数科学習指導案

1.単元名  面積のはか り方と表 し方 「広 さを調べ よう」

2 単元について

(1)教材について

本単元は,学習指導要領第 4学年の中に以下のように位置づけられている。

清水 美虹

B量と測定

(1)面積についての単位と測定の意味を通して,面積を計算によつて求めることができ

るようにする。

ア.面積の単位(平方センチメー トル、平方メー トル、平方キロメー トル)について知る

こと。

イ.正方形及び長方形の面積の求め方を考えること。

D数量関係

(2)数量の関係を表す式について理解 し、式を用いることができるようにする。

イ 公式についての考え方を理解し、公式を用いること。

この単元は、求積指導の基礎 となるもので、児童がこれまで学習 してきた長さやかさ、重

さと同じように、広さも単位面積を基に数値化できることを理解 させることが主なねらいで

ある。児童はこれまでに直接比較や任意単位による演1定 を行い、面積を比較する活動を通 し

て、広さの素地ともいえる学習をしてきた。第 4学年では、広さを面積 とい う量としてとら

え、普遍単位を導入 して数値化 し、長方形や正方形などの求積ができるようにする。つま

り、 1辺が l clllの 正方形を敷き詰める考え方から、単位面積 ldを導入 し、長方形や正方形

の面積を単位面積のいくつ分 として表すことを指導する。さらに、求積公式を導き、複合図

形の求積に発展させる一方、単位の範囲を拡大 したり、単位間の関係を理解 させた りするこ

とを指導する。 ldや 1ぽなどを実際につくらせる中で量感を養い、数値だけで広さを提え

ることのないように指導していきたい。また、身の回 りの面積を予想 したり、測定したりす

る活動を重視 し、量感を育てていきたい。複合図形の求積では、求め方に応 じて適切な長方

形の合成分解ができることにも気付かせていきたい。
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(2)単元の系統

14 どちらがひろい

。面積の意味や測定についての

素地的活動

9.面積のはかり方と表 し方

・面積の意味

・面積の単位(d,ど,a,ha,d)

と単位の相互関係

・長方形、正方形の面積の求め方

と公式の意味

・複合図形の面積

2 直方体や立方体の体積

・体積の意味

・体積の単位(d,r)と 単位の

相互関係

・直方体、立方体の体積の求め

方と公式

・複合図形の体積

・容積、内の りの意味

1年 4年 5年

12 四角形 と三角形の面積

・平行四辺形、三角形、台形、

ひ し形の面積の求め方 と

公式
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(3)児童の実態 (男子 18名 女子 19名 計 37名     平成 30年 10月 22日 実施)

①情意テストから (算数に関して)

アンケート項 目 選択項目
人

数
%

1

算数の勉強は好き

だ

当て はまる 16 43

どちらかと言えば当てはまる 14 38

どちらかと言えば当てはまらない 5 14

当てはまらない 2 5

2
算数の勉強は大切

だ

当てはまる 30 81

どちらかと言えば当てはまる 6 16

どちらかと言えば当てはまらない 0 0

当て はま らない 1 3

3
算数の授業の内容

はよく分かる

当てはまる
Ｏ
ι 59

どちらかと言えば当てはまる 31

どちらかと言えば当てはまらない つ
ん 5

当てはまらない つ
ん 5

4

算数がわからない

とき, どうしてい

ますか。

(複数回答)

先生に質問する
ク
ー

友達に関く 23

家の人に聞く

ノー トや教科書で考える ９
乙

そのままにしておく 3

5

算数の授業で間

題を解 く時 ,

色々な方法で考

えることが好き

だ。

当て |ままる 16 43

どちらかと言えば当てはまる 11 30

どちらかと音えば当てはまらない 7 19

当てはまらない 3 8

6

自分の考えと友達

の考えを比べた

り,友達の考えの

良い所を見つけた

りしている。

当てはまる 9 25

どちらかと言えば当てはまる
″
′ 46

どちらかと言えlr当 てはまらない 8 ０
４

０
‘

当てはまらない 2 7

7

自分や友達の考

えを使つて解く

のが楽 しい。

当て |ま まる 13 36

どちらかと言えば当てはまる 14 39

どちらかと言えば当てはまらない 6 17

当てはまらない 3 8

8

算数の授業で公式

やきま りを習 う

時,そのわけを説

明しようとしてい

る。

当てはまる

36

どちらかと言えば当てはまる

31

どちらかと言えば当てはまらない

19

当てはまらない

14
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②協働学習に関して

9 どの よ うな学

習 の方法がす

きですか。

一人で考える 16 意見が分かれると、大変だから。

冷静に考えたいから。

集中できるから。

自分の考えを深めたいから。

ペアで考える / 人数がちょうどよく、話 しやすいから。

グループで考える 一緒に考えて助け合えるから。

分からない時に開けるから。

色んな意見を出し合えるから。

クラス全体で考え

る

9 より多くの意見が出て、おもしろいから。

10 グループ学習

を して よい と

感 じるときは

どのよ うな と

きですか。

(複数回答)

友達の意見を開け

る

15 同じ意見だと安心できるから。

考えの違いを比べるのがおもしろいから。

色々な意見を知ることができるから。

自分の考えを伝え

られる

つ
‘ グループだと意見を言いやすいから。

全員が意見をいうことができるから。

わからないときに

すぐに質問するこ

とができる

13 助け合えるから。

考えがより深まるから。

優 しく教えてくれるから。

みんなで解決する

と達成感がある

18 みんなで意見を出し合つて解決できるから。

よく考えて答えが分かると気持ちがよいから。

グループ学習

を して難 しい

と感 じるとき

は どの よ うな

ときですか。

(複数回答)

自分の意見を伝え

る

はずかしいから。

意見を伝えることが苦手だから。

友達 と意見がぶつ

かる

8 意見が違 うと言いづらいから。

話がすすまなくなつてしまうから。

たくさんの意見を

まとめる

20 ま とめるのが難 しいか ら。

グループ全員が理

解する

17 全員が理解しないと発表できないから。

説明することがむずかしいから。

12 学び合 いの学

習で「わからな

い」と伝えるこ

とができます

か。

できる ０
乙

０
ん 59 言わなければ、問題が解決 しないから。

みんなが優 しく教えてくれるから。

できるときとでき

ないときがある

35 理解度が違つて、言いにくいから。

はずかしいから。

できない 2 5 あま り話せないか ら。
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本学級の児童は明るく活発で,普段の生活から友達と助け合って過ごしている姿が見られる。また、

授業で分からないことがあるときにも、友達に聞いて解決しようとする児童が多い。一方で、自分の考

えや意見に自信を持てず、全体で発表することを苦手とする児童もいる。また、素直に「わからない」

と言 うことができず、問題解決が遅れる児童もいる。

算数の情意テス トを見てみると、算数の勉強が 「好き」「どちらかといえば好き」と答えた児童は、

合わせて 81%であり、算数の勉強が大切だと感じている児童は 97%である。この結果と普段の授業の

様子から、算数の授業には一生懸命取り組む児童がほとんどであることが考えられる。また、「色々な

方法で考えることが好き」は 73%、 「友達と考えを比べたり、友達の考えの良いところを見つけたりし

ている」は 71%な ど、大半の児童は課題に対して様々な方法で解き、友達の考えを聞いて課題に向き

合うことを楽しんでいる様子がうかがえる。

「算数が分からない時どうしているか」という問いには、「友達に聞く」と答えた児童が多く、生活

の中でも助け合う姿が多いことから、学習でも助け合い聞き合つていることがわかる。

グループ学習についての情意テス トを見ると、学習の方法として「一人で考える」は 16人「グルー

プで考える」は 17人で、その中でどちらもと答えた児童はほとんどであつたことから、自分の考えを

しつかりと持つてから、グループ学習で課題に取り組みたいと考えている児童が多いことが分かる。そ

のため、協働の素地を養 う授業展開をするには、自力解決とグループ活動の時間配分や方法等が重要で

あると考える。

① 事前テストから (男子18名 女子 9名 計 3 7名 平成 30年 10月 22日 実施 )

問題 正答数 (人 )

正答率

(%)

(1) 下の図で、いちばん広いのはどれですか。記号で答

えましょう。

35 95
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(4)

未

学

習

下の四角形の広さをくらべました。②～◎のうち正

しいのはどれですか。記号で答えましょう。また、選

んだわけも書きましょう。

13 35

事前テス トの結果から,様々な形の広さを直感で比較することは、多くの児童がよくできている。ま

た、その他の直接比較と任意単位の考え方を用いて広さを比較することも、多くの児童が身につけてい

ることがわかる。 しかし、未習学習である求積の問題では、三分の一程度の正答率であつた。

(4)指導観

上記の実態から本単元では、児童の主体的な活動を重視し、児童の問題解決意識を高め、楽しんで学

習に向き合えるように工夫していきたい。導入の陣取 リゲームで、陣の広さを比べるには、もとにする

広さを決めて、いくつ分あるかで比べることはできると思われる。 しかし、長さや量の時と同様に面積

の普遍単位 「平方センチメー トル (cma)」 を用いることで、数値化 して面積を簡単に比べられることに

気付かせたい。そこでまず、長方形や正方形の面積を求める公式を導き出し、複合図形の求積であって

も、これらの公式をもとに考えることで解決できることを確認させたい。

学習形態については、まずは自力解決の時間を確保する。自分の考えを持ち、十分に深めた上で、グ

ループ学習に臨ませたい。グループ学習では、友達の考えを自分の考えと比較 しながら聞き、自分の考

えを深め、友達の考えの良さに気付かせたい。さらに全員が理解 し、紹介 したいと思 う考えをグループ

で選ばせ、比較検討の際に発表できるようにさせる。

全体の話 し合いでは、各グループの発表後、児童同士が質問できるような機会を設ける。また、発表

したグループと同じ考えを持つ児童がいるかを確認することで、個人の考えを認められる場面を設定す

る。発表の方法としては、グループ全員が発表する内容について理解 し、主体的に授業に参加できるよ

うにする。
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仮説への取 り組み

研究仮説

「つなぐ」表現活動の工夫をすることによつて,協働の素地を表 うことができるだろう。

《中学年の目指す児童像》

。自分の考えを持ち、伝えることができる子

・友達のよさを見つけ、深めることができる子

・グループで問題に対 しての考えを発表 し合い,学級全体で深めることができる子

《中学年の具体的な手立て》

○主体的な学び

・本時の学習に関わる既習事項をまとめて提示 しておけば、自分の考えを導く思考の支えや手がか

りにすることができるだろう。 (つながりや違いの確認 )

。自分の考えをグループの中で発表する場を持つことで、学習に主体的に取 り組もうとい う意欲を

持たせることができるだろう。

・自分の考えの表現の仕方について意識 させて、学習を行 うことを積み重ねることができれば、自信

を持つて取り組むことができるだろう。

・振 り返 りをさせることで、よくできたことや頑張 りたいことが次時に対する意欲につながるだろ

,。

○深い学び

・グループ学習をすることで、自分の考えを確認 したり、友達の考えのよさに気づいた りすることが

できるだろう。

・ 自分やグループの考えを表現させる場として、「ホワイ トボー ド」や補助となる教具を使つたりし

て友達と協力 してまとめる活動を通して、より理解が深まるだろう。

・発表のさせ方を工夫することで、発表できた喜びを持ち、次の目当てを持つて取り組もうとい う意

欲がでて、理解も深まるだろう。

・グループ発表を聞き、自分の考えや自分のグループとの相違点を考える学習を積み重ねていけば、

理解も深まるだろう。

・ 自分の気づかなかつた考えを使つて問題を解 く喜びを感 じることができるような練習問題を設定

することで、学習内容を深めることができるだろう。
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4 指導計画 (11時間扱い)

学習活動 算数的活動
評価の観点

関 考 技 知 内容

広

さ

の

表

し

方

じん地の広 さは ど
のよ うに くらべれ
ばよいだろう力、

陣取 リゲームで得ら

れた図形の面積の比

べ方を考える。

・教科書P13の⑥～②の

4つの陣地の広 さ比ベ

をする。2つの陣地を重

ねて直接比較をしたり,

同じ大きさのますが何

個あるかとい う任意単

位の考え方を使つて比

較をしたりする。

◎ ・既習の量の場合を

基に,いろいろな

方法 で面積 の比

べ方 を考 えよ う

としている。

2
どのじん地がどれ
だけ広いか,表すに
はどうしたらよい
だろうか。

・陣取 リゲームで得 ら

れた図形の面積の表

し方を考える。

・面積の単位
「平方セン

チメー トル (cd)」 を

知る。

・基にする大きさとして

1辺 が lcmの 正方形

を決め,それが何個並ん

でいるか,と いう考え方

で比べ,それぞれの広さ

を数値化する。

◎ ・面積の意味や面積

の単位「平方セン

チメー トル (d)」

を理解している。

長

方

形

と

正

方

形

の

面

積

3
面積を計算で求め
るにはどうしたら
よいだろうか。

・長方形,正方形の面積

を計算で求める方法

を考える。

・「公式」の意味を知 り,

長方形,正方形の面

積 の公 式 をま とめ

る。

・提示 された長方形,正方

形の面積 を求める活動

から,長方形,正方形の

求積公式を導 く。

◎ ・面積は縦,横の辺

の長 さか ら計算

で求 め られ るこ

との便利 さに気

づいている。
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・面積の公式を用い

て,長方形,正方

形の面積を求め

ることができる。

。長方形や正方形の面積

を求める際に,公式を適

用する。

・長方形や正方形の周 り

の長 さと面積の関係 を

調べる。その際に,面積

は周 りの長 さに依存 し

ないことを理解する。

公式を使って,面積

を求めよう。

・公式を用いて,長方形

や正方形の面積を求

めた り,辺の長 さを

求めたりする。

・長方形を組み合わ

せ た図形 の面積

の求め方を,求積

方法 が既習で あ

る長方形や正方

形 に分割す るな

どして考え,図や

式 な どを用 いて

説明している。

・どの考え方も既習

の長方形や正方

形 の形 を基 に し

て求 めてい るこ

とに気づき,既習

を活用す るよ さ

を認めている。

・複合図形について,長方

形の求積方法を基本に

して,図形を合成 。分解

して様々な方法で求め

る。

・ 自分の考えを友達に伝

えたり,友達の考えを読

み取つたりする。

どのようにして面

積を求めればよい

だろうか。

・長方形を組み合わせ

た図形の面積を,分

割 した り,補った り

するなど,い ろいろ

な考えで求める。

・友達の考えを読み取

り,図や式などで説

明する。

・辺の長さがmで表

され た長方形や

正方形の面積も,

面積 の公式 を適

用 して求 め られ

るこ とを理解 し

ている。

教室や理科室のような

面積を表すには,1辺が

lmの正方形の面積の

単位を使えば良いこと,

「ピJにおいても求積公

式が使えることを理解

する。

。長方形の形をした教

室 と正方形の形をし

た理科室の面積の求

め方を考える。

・面積の単位「平方メー

トル (ポ )」 を知る。

い
ど
ら

広

は
た

4
◎

５
　
　
本

時

○ ◎

大

き

な

面

積

の

単

位

6 ◎
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7
1ぽ は何甜で しょ

うか。

・ 1ポは何dに なるか

調べる。

・紙を使つて,1ピの正

方形を作 り,面積の

量感をつかむ。

lrを作る活動を通 し

て,面積についての量感

を確かめる。

◎ ・面積の単位rと昴

の関係 を理解 し

ている。

8

1辺の長 さを 10m

や 100mに したと

きの面積を考え,面

積 の 単位 「アール

(a)」 「ヘ クタール

(ha)」 を知る。

町の面積を調べ,面積

の単位 「平方キロメ

ー トル (面 )」 を知る。

1回は何ピになるか

調べる。

の
に
ろ

さ
う
だ

き
よ

い

大

の
よ

い
ど
ら

は椰
吐
力ヽ。

よ
面
表
う

・畑や牧場などの面積を

表すには,1辺が 10m
の正方形の面積 (la),

1辺が 100mの正方形

の面積 (lha)の 単位を

使 う。

◎ ○ ・正方形の 1辺の長

さが 10倍 にな

る と面積 は 10
0倍 になる関係

を見出し,説明し

ている。

・面積の単位 「a」

「ha」 「晰」と,そ

の相互関係 を理

解 している。

9 県や町などの面積を表

すには,1辺が lkmの

正方形の面積 (ld)の

単位 を使 えばよいこと

や,ld,100“ ,1ポ ,

la,lha,1晰 の相互関

係について考える。

ま

と

め

１〇

　

　

一
■

・力 をつける問題 に取

り組む。

・仕上げの問題 に取 り

組む。

・学習内容の理解を深め,

面積 についての興味を

広げる。

・学習内容の定着 を確認

し,理解を確実にする。

◎ ○ ・学習内容を適用し

て,問題を解決す

ることができる。

・基本的な学習内

容 を身 につ けて

いる。
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5。 本時の指導 (5/11)
(1)本時のねらい

。複合図形の面積の考え方を、図や式などを用いて説明している。 [数学的な考え方]

・既習事項を使つて、複合図形の面積を求めようとしている。 [関 心 。意欲・態度]

(2)本時の展開

口IF 学習活動 と内容
。指導上の留意点 ◎C児への支援 備考

見

出

す

３

分

|

調

べ

る

４

分

1.前時を振 り返 り、素材を知る。 素材を提示 して、前時との違いを考えさ

せる。

工夫 しなければ求められないことに気

付かせる。

この図形の面積は何cdで しようか。

〇 どのようにして面積を求めればよいだろうか。

2.見通しを持つ。

・公式を使つて求めることができる。

(長方形と正方形の面積の求め方 )

。2つの四角形に切 り分ける。

・大きな四角形から、かけたところを引く。

既習事項を使 うことができるかを考え

させ、自力解決につなげる。

3.自 力解決をする。

① 横に線を引き、二つの長方形に分けて求

める。 。図に線を加えて図形を切 り分けたり、辺

を加えたりして、ワークシー トに考えを

書かせる。

◎公式を活用するためにはどうすればよ

いかを声掛けし、支援する。

・ どの部分の面積を求めているかが分か

るように図に表すようにする。

。図と式と説明を一つのワークシー トに

書かせ、自分の考えを説明できるように

する。

2× 3+2× 6=18 18cm2

一不掲

物

ワ ー

ク シ

ー ト

|
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18cm2

② 縦に線を引き、二つの長方形に分けて求

める。

4× 3+2× 3=18        18cIIL2

③ 三つの長方形に分けて求める。

2× 3× 3=18         18cnl

④大きな長方形から欠けている部分を引い

て求める。

4× 6-2× 3=18

⑤動かして一つの長方形にして求める。

(2+0× 3=18

18cma

1つの方法をじっくりと考えさせ、自分

の考えを持ち、説明できるようにさせ

る。

|※Υ夏言f:[こ :||[,図

形の面積
l

:A:図形の面積を長方形の公式を活用 |

| して問題解決することができる。

IB:図形の面積を長方形の形に着日し

: て、求めようとしている。
|_________― ― ― ― ― ― ― ― 三



ワ ー

ク シ

ー ト

・全員が考えを発表できるようにする。

・わからない部分を開いたり、質問したり

するように促す。

・全員が納得する (理解できる・発表した

い)考えを決めて、説明できるように話

し合わせる。

・ホワイ トボー ドを活用して、検討を進め

たり、発表の準備をしたりする。

※複合図形の面積の考え方を、図や式

などを用いて説明している。

A:図や式を用いて、友達が理解でき

るような言葉で説明することがで

きる。

B:図や式を用いて、説明することが

できる。

・グループで考えをまとめて、全員が発表

できるようにする。

・発表に対して、付け足しや質問ができる

ようにさせる。

・方法に名前をつけ、児童が親しみを持っ

たり、理解しやすくしたりする。

・どの方法で考えたか挙手させ、グループ

だけでなく、個人の考えを認めるように

する。

・図形を分ける、抜き取る、移動する等の

名前をつけて児童がグループ分けしや

すいようにする。

・いずれも長方形にして考えていること

に気付かせる。

4 グループで解決する。 (10分 )

・面積の求め方について、考えを伝え合い、

話 し合いをする。

・話 し合いの中から全員が納得する考えを

決め、発表する準備をする。

5 比較検討をする。 (15分 )

。班の考えを全体に発表 し、それぞれの考

え方を共有する。

○グループの発表から、共通点を探す。

・答えは全て同じ 18cm2で ぁる。

・長方形の形にしてから求めている。

・長方形の面積を求める公式が使われて

いる。

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 』

深

め

る

３３

分



ま

と

め

あ

げ

る

5

分

6.適用問題を行 う。 (8分 )

7。 まとめる。

・複合図形の面積を求める考え方をまとめ

る。

8。 自己評価をする。

・活動を振 り返り、取り組みに対する感想

を書く。

・掲示物や黒板を参考に求積方法を決め

て解決させる。

。どの方法で考えたかを問い、自分の考え

を持てるようにする。

・実物投影機を活用し、全体に考えを共有

できるようにする。

。なぜ図形を分けたり、足したりしなけれ

ばならないのかを聞い、長方形をもとに

して考えていることを確認する。

。自分の言葉でまとめられるようにする。

・本時の学習への取 り組みについて振 り

返 り、次時へつなげる。

ワ ー

ク シ

ー ト

実 物

投 影

機

O 長方形や正方形の形をもとにして考えれば求めることができる。

7.板書計画

〇  どのようにして面積を

求めればよいだろう力、

0 分ける

答え 3 2cm2

切り分ける  大きい四角形から引く

たて×よこ

O 長方形や正方形の形をもとにして考えれば求めること

ができる。

うめたて いどう 練

切り分ける
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《反応》
。長方形が 3こ に分けられるよ。

・形を分けて考えて、その後 1つの式にすれ

いいんじゃないかな。

。大きな長方形を求めて、そこにない長方形

をぬく考えもあるな。

《反応》A班
。「ぼくは、長方形 3つに分けて考えました。」

。「同じ一 !ぼ くも2× 3し て 6で、

その 6に ×3し て 18酬と考えたよ。」

・「私とAさ んの考え一緒だね。この考え

をホワイトボードにまとめよう。」

《反応》B班
。「ここの3cmが同じだから移動 して、 1つ の

長方形にして考えました。」

*ボー ドに線をかきながら説明をする。

。「ほんとだ !1つの長方形にできるね !」

《グループ学習》

自分の考えを班の友達に話したり、聞いた り

する。その際、友達の考えを自分の考えと比

較しながら聞き、自分の考えを深め、友達の

良さにも気付かせる。全員が理解し、全体の

前で紹介したいと思う考えを 1つ決める。

《導入》

前時の学習を基に本時の課題について見通しを持たせる。

《自力解決》

自分の考えをワークシートに記入させる。その際、

たくさんの考え方を見付けるのではなく、1つの考

えを中心に、「式・答え。説明」についてまとめさせ

る。

ワ
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《反応》

《全体での話し合い》

教師は「分け作戦」「たしひく作戦」「移動作戦」の

指名計画の順に班の発表をさせる。全体の前で発表

をする班は、全員が一言考えを説明できるようにす

る。児童の説明後、児童同士の質問をする機会や発

表した班と同じ考えをもつ児童がいるか確認する。

全体発表後、3つの作戦の共通事項について気付かせる。

。「A班は2つの長方形に分けて、B班は 3つ

の長方形に分けている。長方形に分けてい

るのは同じだ !発表 した班は『分け作戦』

を使ったんだ。」

。「私たちは大きな長方形と考えて、最後に必要のない部分を引きました。」

。「見えないマスを足して、最終的に引いているから、『たしひく作戦』とできるな。」

。「 2つの長方形を 1つの長方形に移動 して、長方形の公式を使って解きました。横の辺の

長さが同じなので、 くつつけることができます。式は 6× 3です。」

。「『移動作戦』を使ったんだ !どの班も全部長方形をもとに考えているな。」

《反応》

・『分け作戦J『たしひく作戦』『移動作戦』

どの考えを使おうかな。

「わたしは、移動作戦を使おう。 17× 2=

34耐。できた !!」

。「正方形でも長方形でもない図形は、長方形に直して計算すれば、求めることができるこ

とが分かったよ。」

《適用問題》

どの考えも既習の長方形の形を基にして

求めていることに気付いた上で、適用問題

に取 り組ませる。適用問題に取 り組む際

は、3つの作戦の 1つ を活用し、活用する

良さに気付かせる。
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4年生 成果 と

○成果

・本時の学習に関わる既習事項を提示することで、積極的に既習事項を用いて考えようとす

る姿が見られ、思考の支えや手がかりとなっていた。

・グループ学習を通 して、自分の考えを友達に説明することで、主体的に取 り組もうとする

意欲が高まった。

・自分の考えを書 く際、表現の仕方について意識させることによって、自信を持って取 り組

むことができた。わか りやすく表現するために、図を用いて考えたり、補助線を引き、色

をつけたりするなどの工夫ができるようになった。

・ホワイトボードを活用し、友達と協力して考えをまとめる活動を通 して、活発に意見交換

を行 うことができた。

・発表の手立てを工夫することで、わかりやす く伝えようとする意欲が高まり、全体で共有

しながら理解を深めていくことができた。

・グループの発表では、自分の考えと友達の考えとの共通点や相違点を考え、比較 しながら

聞 くことができるようになった。

・学習の振 り返 りを行 うことで、本時の学習が整理でき、次時に対する意欲にも繋がってい

る。

・グループでの話 し合いや全体発表、適用問題などを行 う予定でいたが、全てを確実に行 う

ためには、時間が足らず、時間内に収めるためには焦点化する必要がある。

・児童の理解度や時間配分の関係で、適用問題をもう少し簡単なものにすればよかつた。

・グループワークを他の教科でも取 り入れていく必要がある。

。今回の学習の流れにおいては、発表の際に、式で用いている数 と図を対応 して説明させる

時間が取れるとよかつた。発表の力を付けるためには、わかりやすい発表をするための手

立てを教えていかなければならない。

・ホワイトボー ドを発表の場で使用するのか、話 し合いの場で使用するのかを、教師が検討

していく。
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第 5学年 5組 算数科学習指導案

指導者  加瀬 ひかる

1.単元名  合同な図形 「形も大きさも同じ図形をしらべよう」

2.単元について

(1)教材について

本単元は,学習指導要領第 5学年の中に以下のように位置づけられている。

C図形

(1)図形についての観察や構成などの活動を通して、平面図形についての理解を深め

る。

ア 図形の合同について理解すること。

イ 図形の性質を見出し、それを用いて図形を調べたり構成 したりすること。

児童は,平面図形について第 3学年では三角形について二等辺三角形と正三角形の定義,性質作

や図について学習 してきた。角については 2本の半直線がつくる平面図形として角を定義し, 2つ

の辺の開き具合いによつて形がちがうなど,基本的な図形の観察に関連 して形としての角の概念に

ついて学習してきた。第 4学年では,形 としての角から,回転による半直線の開きの量 (180°

より大きい角)と しての角を扱っている。また,四角形については台形,平行四辺形,ひし形など

の定義,性質や作図について学習している。

普段の生活から,合同な図形について明確に意識していないものの,折 り紙を折つたり,切つた

り,色板を並べたりする中で形も大きさも同じ図形ができる経験をしていると考えられる。また ,

正方形や長方形,二等辺三角形の学習では,対角線や線対称軸で切ると,形 も大きさも同じ図形が

できることを経験 し,重ね合わせる体験をしている。

従つて,本単元では,合同という視点で図形を考察させていく。今までの経験を活かしながら,

合同な図形の構成要素に着目して考察し,図形を重ね合わせる活動を通して形も大きさも同じ図形

を合同と定義する。裏返しした形も合同であることを意識させ,対応する辺の長さや対応する角の

大きさが同じなど,「ぴつたりと重なること」を数学的にとらえるようにしていく。

また,今まで学習してきた四角形を対角線で分解 してできた三角形が合同かどうかを調べる活動

を通して,「 なぜ,合同になるのか」とい うことから平面図形のもつ性質を基に考察させ,平面図

形への理解を深めていく。

さらに,合同な三角形や,平行四辺形のかき方について学習をする。その際,三角形や平行四辺

形の決定条件をまとめることに主眼を置かず,単元前半での学習を活かし,児童が合同な図形のか

き方を問題解決的に取 り組みながら,すべての辺の長さや角の大きさを使わなくても三角形などの

形や大きさが決まることを気づかせたい。

本単元の学習では実際に,作図をしたり,図形を分解したりする活動を重視 し,実感の伴つた理

解ができるようにし,図形に対する感覚を高めていく必要がある。
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(2)単元の系統

2年 4年 5年

6.含同な目形

・含同の意味とその弁別

・含同な三角形、四角形のか書

方

10。 長方形と正方形

・三角形,四角形の意味

・平面図形を構成する要素

(辺 頂点)

・直角の意味

2.角 の大きさ

・角度の単位 「度」

。分度器を用いた角度のはかり

方、かき方

・三角定規の角の大きさ

1 6年  1
3年

4.垂直・平行 と四角形

・垂直、平行の概念と弁別

・垂直、平行な直線のひき方

。台形と平行四辺形、ひし形の定

義と性質

0台形と平行四辺形、ひし形のか

き方

17.三角形と角

。二等辺三角形

・正三角形

。角

中学1年 中学 2年 中学 3年

1.対称な図形

・線対称な図形の概念 と性質

。点対称な図形の概念 と性質

・線対称、点対称な図形の作

図

・対称性に着目した基本図形

の考察

9.拡大図と

・拡大図の概念と性質

・縮図の概念と性質

・拡大図・縮図の作図

・縮図の利用

・平面図形の相似と三角形の相

似条件

・図形の基本的な性質 ・平行線

と線分の比

・相似な図形の相似比 と面積

比,体積比

・相似な図形の性質を活用する

こと

平面図形

・基本的な作図の方法とその

活用

・図形の移動

(平行移動,対称移動,回転移

動 )

平面図形と平行線の性質

・平行線と角の性質

。多角形の角の性質

図形の合同

・平面図形の合同と三角形の

合同条件

・証明の必要性と意味及びそ

の方法

。三角形や平行四辺形の基本

的な性質

空間図形

・直線や平面の位置関係

。空間図形の構成 と平面上の

表現  (見取図,展開図,投

影図)



(3)児童の実態 (男子 15名 女子 14名 計 29名     平成 30年 5月 15日 実施)

①情意テス トから (算数に関して)

アンケート項目 選択項目 人● %

:

算数の勉強は好き

だ

当てはまる 14 48

どちらかと言えIr当 てはまる 6
う
乙

どちらかと言えば当てはまらない 9 31

当てはまらない 0 0

2
算数の勉強は大切

だ

当てはまる 23 79

どちらかと言えば当てはまる 6
う
こ

どちらかと言えば当てはまらない 0 0

当てはまらない 0 0

3
算数の授業の内容

はよく分かる

当てはまる 38

どちらかと書えば当てはまる 14 49

どちらめ,と 言えば当てはまらない 3 10

当てはまらない 1 3

4

算数がわからない

とき, どうしてい

ますか。

(複数回答)

え生に■閻する

よ連 こ聞く
０
４

０
４

家の人に関く 18

ノー トや教科書で考える
０
４

そのままにしておく 0

5

算数の授業で問

題を解 く時 ,

色々な方法で考

えることが好き

だ。

当てはまる 19 66

どちらかと言えば当てはまる 4 14

どちらかと言えば当てはまらない 5 17

当てはまらない 1 3

6

自分の考えと友達

の考えを比べた

り,友達の考えの

良い所を見つけた

りしている。

当てはま る 8 28

どちらかと言えば当てはまる
ウ
‘ 59

どちらかと言えば当てはまらない 3 10

当てはまらない 1

7

自分や友達の考

えを使つて解 く

のが楽 しい。

当てはまる 17 59

どちらかと言えば当てはまる 6

どちらかと言えば当てはまらない 4 14

当てはまらない Ｏ
ι 6

8

算数の授業で公

式やきまりを習

う時,そのわけ

をせつめいしよ

うとしている。

当てはまう 16 55

どちらかと言えば当てはまる 9 ０
０

どちらかと言えば当てはまらない 4 14

当てはま らない 0 0
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②協働学習に関して

できたときの達成感がある。自分の力で解きた

いから。

9 どのような学

習の方法が好

きですか。

一人で考える 2 7

ペアで考える 3 10 一人でじつくり考えるのが好きだけど,困つた

ときに助けてもらいたいから。意見がたくさん

あってわからないときがある。

グループで考える 18 62 間違えがわかるから。いろいろな考えが聞ける

から。聞きやすいから。他のグループの意見も間

けるから。

クラス全体で考え

る

6 21 いろいろな方法がでるから。他のやり方がみつ

かるかもしれないから。

10 グループ学習

をしてよいと

感じるときは

どのようなと

きですか。

友達の意 見を開け

る

4 質問しやすい

自分の考えを伝え

らオtる

6 人数が少ないから話 しやすい。

わからない ときに

す ぐに質問するこ

とができる。

14 グループのほうがききやすい。

わからないままで話が進んでいかない。

みんなで解決す る

と達成感がある。

7 全然わからないこともわかるようになるから。

まとめたりするのが楽しい。

グループ学習

をして難 しい

と感 じるとき

はどのような

ときです力、

自分の意見 を伝 え

る

2 相手に うまく伝えられない。

友達 と意見がぶつ

かる

5 どの意見が正解なのか迷うから。意見がまとま

つていかない。

たくさんの意見を

まとめる

０
４ 意見が多いと混乱する。 どれが正解かがわから

ないときに困る。意見をまとめるのが難 しい。共

通点がいろいろあるから。意見が分かれたとき

が難 しい。

グループ全員が り

かいする

なかなか伝わらない。説明が難しい。相手に寄り

添つて説明すること。わからないところがみん

な違うから。

12 学び合いの学

習で 「わから

ない」と伝え

ることが

できますか。

できる 16 55 何度聞いても答えてもらえる。わかるとすつき

りする。きくとわかるようになつた。教えてくれ

る人がいる。学びの班があるから。

できるときどでき

ないときがある。

13 45 恥ずかしい。クラス全員だとできないけどグル

ープならできる。みんなが簡単といっていると

ききにくい。

できない 0
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本学級の児童は,何事にも意欲的に向かっていくことができる子が多い一方,受け身な部分もある。全

体の前で発表するまでの自信を持つていない児童が多い様子もうかがえる。学級の中には多動傾向があ

り,思いついたらすぐに声にしてしまう児童や,集中が続かない児童,書くことを苦手としている児童が

いる。従つて,活動の時間を多く設定したり,ノ ー トに書く量を調節したりし,どの児童も参加できる授

業づくりをする必要がある。

算数に関する情意テス トを見てみると,算数の勉強が「好き」「どちらかといえば好きJと答えている

児童は,合わせて 68%であり,大切だと感じている児童は 1∞%である。また,算数の授業は「よく分

かる」と答えた児童も合わせて 86%であり,算数の授業に一生懸命取り組んでいると考えられる。「色々

な方法で考えることが好き」は 79%,「考えを比べたり,考えの良い所を見つけたりするのが好き」は

86%,「理由を説明しようとしている」は 86%な ど,大半の児童は授業において問題を様々な方法で解

き,友達と考えを出し合いながら共に学び合つていくことに楽しいと感じていると考えられる。一方,算

数の学習を苦手ととらえている児童は「友達の考えを使つて解く」「いろいろな方法で解くことが好き」

で当てはならないと答える児童が多く,本人の中で「できた」という肯定感につながっていない様子があ

る。昨年度末の学カテストの結果では学年の平均は全国平均から 10点近く高い。得点率からすると「図

形」が落ちており,苦手としている。

「算数が分からない時どうしているか」という問いには,「友達に聞く」と答えた児童が多く,気軽に

聞き合えている様子がうかがえる。また,「ノー トや教科書で答える」という児童も多く,調べながら自

己解決をめざしている様子がうかがえる。

グループ学習についての情意テストを見ると,グループ学習を好んでいる様子がうかがえる。その理

由として,質問のしやすさが挙げられる。学級全体で考えることには「様々な方法を知りたい」と感じて

いる様子があるので,グループ学習と学級全体での「深め合い」の時間をバランスよく取つていく必要が

ある。グループ学習では「意見をまとめること」「グループ全体が理解すること」を難しいと感じている

様子がある。話し合いのスキルアップを図ると共に「伝え方」の工夫をする必要がある。しかしながらこ

の部分はとても難しいことであるので,児童期からの経験が協働の素地を高めることにつながるのでは

ないかと考える。「わからない」と聞けるかという問いに学級全体の場よりも,グループの方が言いやす

いと答える児童が多い,学級全体の場でも聞きやすい雰囲気をつくっていくと共に,グループ学習を有

効に使 うことがよいと考える。

① 事前テストから (実施日  平成30年 5月  29人 実施)

問題 正答数 (人 ) 正答率 誤答例

1 次の角度は何度ですか。 24

(880/0)

3

(7 4%)

。平行する辺と角

の関係を理解 して

いない。
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2 三角形をかきましょう。 23

(85%)

4

(15%)

・分度器を使用し

ていない

・分度器の計測が

できていない

３

未

学

習

合同な図形をさがしましょう。 17

(63%)

10

(370/0)

・反転しているも

のを見つけること

ができない。

・辺には注目して

いるが,角 に注目

できていない。

4年時までの学習において,直線が 180° である等の角の概念,平行な 2直線と角の関係はよく

理解でしている。また,三角形の作図をかく技能も身に着けていることがわかる。したがつて,本単元

でも角の学習を生かしたり,三角形の作図の方法を利用したりと思考を進めることができると予測で

きる。しかしながら,数名は角の概念が定着していなかつたり,分度器の使い方を身に着けていなかつ

たりするので,既習事項を手助けする掲示物や,ヒ ントカー ドの活用を行う必要がある。空間認知に課

題がある児童もいるので,実際の図形を操作して経験を重ねる必要もある。

ブレテス トを見てみると,合同な図形について理解している児童は半数となっている。合同な図形を

理解 している児童も,思考の跡が残つておらず,感覚で合同な図形を見つけた児童も多い様子がうかが

える。

(4)指導観

以上のことから本単元では,児童の主体的な活動を重視し,児童の問題解決意識を高め,楽 しんで

学習に向き合えるよう工夫していきたい。

単元の初めは合同な図形を重ね合わせる活動を多く取り入れ,生活の中にある合同な図形とつなげ

て考えるようにさせ,体験的に合同な図形を意識させたい。そこから,辺や角に注目して合同な図形

をとらえる活動へと移つていくようにする。合同な図形の性質を理解した上で,作図へと学習が発展

していけるようにする。作図は中学校の学習での図形の証明に続く基礎を養う部分であるので,作図

をするという技能に焦点を当てるだけでなく,必要な構成要素と,不必要な構成要素を判断できるよ

うにしていきたいと考える。そのために,素材の提示の方法では,情報過多な図形を提示し,構成要

素の判断を促すようにする。

また,グループ学習を通して,仲間とともに試行錯誤させながら自己解決できる児童の育成をし,

協働の素地を養うように学習を展開したい。その中で,疑問点を投げかけたり,わからないことを聞

き直したりできるようにし,自 己を表現できる児童の育成をしていきたいと考える。また,活動の中

で, うまく説明をする必要が生じ,表現力が高まつていくようにしていきたい。その際の助けとて,

ホヮイ トボー ドを活用し,書き込んだり,消 したりしながら話し合いが進むようにする。児童もグル

ープ学習を好んでいる様子から,グループ学習の時間を存分に取り,学級全体でさらに深める学習を

展開できるようにしていく。



(5)仮説への取 り組み

研究仮説

「つなぐ」表現活動の工夫をすることによって、協働の素地を養 うことができるだろう。

《高学年の目指す児童像》

友達の考えのよさを見つけ,深めることができる子

グループで問題を解決し,学級全体で深めることができる子

《高学年の具体的な手立て》

○主体的な学び

・課題の提示の仕方により,必要な情報を選択する必要があれば主体的に学習をするであろう。

・既習事項をまとめて掲示 しておけば,思考の支えとなり,問題解決の手がかりをつかむことがで

きるだろう。

・学習を振り返り,学習課題を自分たちで探つていくことで,問題意識を持って取り組むことがで

きるだろう。

○深い学び

・グループ学習をすることにより,自分の意見を表現しやすくなったり,疑問点を表現しやすくな

つたりするであろう。

・ホワイ トボー ドを活用し考えをかき込んだり,補助となる教具使えば,話 し合いが活発になるだ

ろう。

・グループ学習時に使用する「つなぐ」言葉を掲示物にしておけば,話 し合いが活発になり,問題

解決が進むであろう。

・グループで話し合つたことを元に,学級全体で話し合うことで,よ り学びが深まるだろう。

・グループの結論をリレー形式でつないで発表すれば,友達の考えに付け加えたり,補ったりする

中で表現力を高めることができるだろう。

・自分の考えや図を言葉でつないでいけば学びが深まるだろう。

・まとめにおいて自己の学び方についての振り返りを行うことで,協働の素地を促すことができる

だう。

3 単元の目標と評価規準

:関心・意欲 。態度】

。合同という観点で,図形の性質を見直したり,対角線に着日してできる図形をとらえたりして学

習に生かそうとする。

【数学的な考え方】

・合同という観点から,図形の形や大きさを決める要素について考え,図形の性質としてまとめた

り統合的にとらえたりすることができる。



【技能】

・必要な,対応する辺の長さや角の大きさを用いて,合同な図形を弁別したりかいたりすることが

できる。

【知識 。理解】

。図形の合同の意味や合同な図形の性質について理解する。

4 指導計画 (9時間扱い)

学習活動 算数的活動
評価の観点

関 考 技 知 内容

合

同

な

図

形

の

性

質

1 形 も大きさも同じ三角形を見つ

けるには どうした らよいだろ

う。

複数の三角形か

ら,形 も大きさも

同 じ図形 を見つ

ける。

◎ ○ ・形や大きさが同 じ

図形 に 関 心 を持

ち,調べ方を工夫

して考えようとし

ている。 (ノ ー ト)

・裏返 してびった り

重なるものも含め

て合同の意味を理

解 している。

・調べ方を考える。

・ぴつたりと重なる図形を見

つける。

・合同の意味を知る。

2 合同な四角形にはどのような性

質があるのだろう。

・合同な四角形の角

や辺を調べ,性質

を見つける。

◎ ○ ・対応する辺の長 さ

や角の大きさに着

日して,合同な性

質について考え説

明している。

・合同な図形は対応

する辺の長 さ,角

の大きさが等 しい

ことを理解 してい

る。

・どこを調べれば合同と判断

できるかを考える。

・長 さ,角 を調べる

・対応する辺の長さ,対応す

る角の大きさは等 しいこと

を理解する。

3 いろいろな四角形を対角線で

分けるとどのような特徴があ

るだろう。

。前時の合同な図の

特徴を生かし,三

角形を調べる。

◎ ○ 平行四辺形やひし

形,長方形,正方形

は対角線で分けて

できた三角形が合

同である理由を説

明している。

・対角線でできた図形がどの

様な三角形で,合同になる

か考える。

・対角線でできた三角形を調

べ,仲間わけをする。
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合

同

な

図

形

の

作

図

4
合同な図形をかこう。

・合同な三角形をかく。

・三角形を構成 している要素

に着 目して,かき方を考え

る。

・合同な三角形の書

き方考え,作図す

る。

○ ◎ ・合同な三角形をか

くことができる。

・合同な三角形のか

き方を考え,どの

辺の長 さや角の大

きさを使ってかけ

るかを説明してい

る。

５

本

時

合同な三角形を簡単にかける

方法を考えよう。

。すべての構成要素を使わな

くても合同な三角形が書け

ることに気が付く。

・合同な図形をかく

ために必要 な要

素 を少 な くす る

方法を考える。

◎ ○ ・構成要素をできる

だけ少なくする方

法を考え,説明す

ることができる。

6
指定された条件だけで合同

な三角形はかけるのだろう

か。

・指定された条件を

使つて,合同な三

角形 の作 図 を行

う。

◎ ○ 指定された条件で

合同な三角形を書

くことができる。

。提示 された条件に合わせて

合同な三角形をかく。

7
合同な平行四辺形をかく方法

を考えよう。

。合同な三角形のかき方から

平行四辺形のかき方を考え

る。

・平行四辺形の作図

の方法を考える。

○ ◎ ・合同な三角形のか

き方を基に合同な

平行四辺形のかき

方 を説 明 して い

る。

・合同な平行四辺形

をかくことができ

る。

ま

と

め

8

9

合 同 な 図形 マ ス ター に な ろ

つ。

・ 力 をつ け る問題 に取 り組

む。

・仕上げの問題に取 り組む。

・学習事項利用 して

問題に取 り組む。

○ ◎ ・学習内容を適応 し

て問題をとくこと

ができる。
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5 本時の指導 (5/9)
(1)本時のねらい

。合同な三角形のかき方を考え, どの辺の長さや角の大きさを使つてかけるかを説明している。

(数学的な考え方 )

。すべての構成要素がなくても合同な三角形が書けることを理解 している。 (知識 。理解 )

(2)本時の展開

口寺 学習活動と内容 指導上の留意点☆表現◎C児への支

援

備考

見

出

す

５

分

調

べ

る

前時を振 り返 り,様々な方法でかいた三角

形を見て,疑間を持つ。

・全部の辺 と,全部の角を使つた。

・4つの要素を使った。

・3つの要素を使つた。

・全部調使わなくてもできるのだろう力Ъ

・3つの要素だけでかいた図は正確なの力ゝ

1

6cm

合同な三角形を簡単に

2 見通 しを持つ。

・辺や,角 など調べることが少ない方が簡単

にできる。

・調べなくても勝手にきまる辺や角がある。

・少なくしたら合同ではないかもしれない。

力ゝ

・3つの要素でもできそ うだ。

・ もつと必要な要素を減 らすことができる

かもしれない。

3 自分の考えを持つ

① 3つの辺がわかればよい

前時にかいた図形を比較し,必要な

要素が様々であることに気がつく。

児童の気づきの中から,疑間を持つ

ようにさせる。

・3色に色づけ した辺,3色 に色づけ

を した角でできた三角形 を提示す

る。

かける方法を考えよう。

簡単 とい うことがどのようなこと

を示すのかを考えさせる。

今までの学習での作図や,三角形を

想起 させながらより少ない要素で

できることに気がつく。

・少ない要素で合同な図をかけるか ,

三 角 形

の 拡 大

図

前 時 の

掲示物

ワ ー ク
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‐５

分

深

め

る

10

分

②一つの辺とその両端の角がわかればよ

い 。

③2つの辺とその間の角がわかればよい。

4 グループで解決する。

○必要な構成要素について,考えを伝え合

い,話 し合 う。

・ 自然と決まる辺や角がある。

・3つの要素でかける。

・全部は必要ない。

○話 し合つて結論を出す。

5 比較検討をする。

○班の考えを紹介 し,

いて話 し合 う。

必要な構成要素につ

・3つの辺の長さがわかれば,角 は自然とき

まる。

。2つの辺の長さと真ん中の角の大きさがわ

かれば,最後の辺は自然と決まる。

・1つの辺の長さとその両たんの角の大きさ

がわかれば交わつたところで最後の点が

決まる。

理由をつけて考えるようにさせる。

作図をするなど児童の活動の中で

気づくようにさせ,初めは 3つの要

素でなくても,必要な要素を減らす

ことができることに気がつかせて

いく。

「6要素から5要素でもできるよう

になつた」など,3要素に限らず思

考の過程でも認める。

全員で考えを出 し合 うようにさせ

る。

分からないことを聞けるようにす

る。

より良い考えを見つけるようにさ

せる。

全員が納得 したり,説明したりでき

るように話 し合 う。

ホワイ トボー ドを利用 し,ミ ニ黒板

として利用させる。

説明するときには必要に応 じて補

助器具を使わせる。

グループの発表はリレー形式で発

表させる。

自分の方法 と同 じ考えの人を見つ

けたり,班での話 し合いをもとに出

てきた疑間に答えた りするように

させる。

「～班に似ていて」「～班 とは違つて

「付け足す と」「質問があるのです

が」「くわしく説明すると」「なぜな

ら」など,友達の意見と自分の意見

をつなぎながら話すようにさせる。

シー ト

マ グ ネ

ツ   ト

(辺 。

角 )

ホ ワ イ

ト ボ ー

ド

補助具

84



※合同な三角形のかき方を考え、

どの辺の長 さや角の大きさを使つ

てかけるかを説明している。

A:合同な三角形をかく要素につい

て明確な理由を持って説明する

ことができる。

B:合同な三角形をかく要素を、考

| えることができる。     |

。話し合つたことをもとに,学習のま

とめをさせる。

・全部の要素が必要でないことに気

づかせ,ま とめ上げる。

。本時の学習への取 り組みについて

振 り返 り,次時へつなぐ。

○グループで話 し合 つた時の疑間を発表

し,話 し合 う。

○グループでの発表を仲間分けし,共通点

を探す。

・使つている角は違 うけど,1つの辺とそ

の両たんの角を使つていて似ている。

・全部の辺と,全部の角は使つてない。

・全部,辺か角の中で 3つがわかればでき

ている。

6 まとめる

合同な三角形をかくために必要な要素

をまとめる。

7 自己評価 をす る。

・活動 を振 り返つて ,

を書 く。

取 り組みに対する感想

ま

と

め

あ

げ

る

10

分

ま 合同な三角形をかくには

①3つの辺の長さ②2つの辺の長さと真ん中の角の大きさ

olつの辺の長さとその両たんの角の大きさ    がわかればかける。

6 板書計画

学 合同な三角形を簡単にかける方法を考

えよう。
①3つの辺

問 合同な三角形をかこう /八  ＼
②2つの辺と1つの角

①lつの辺 と2つ角

合同な三角形をかくには

①3つの辺の長さ。

②2つの辺 と1つ角の大きさ

olつの辺の長さと2つの角の大きさ

がわかればいい。

85



5年生 授業の実

。いくつの要素を使つてかこうかな。

・ 2つの辺と間の角が使えそうだ。

・辺だけでかけそうだ。

・4つや 3つを使つた人がいた。 1番少

ないのはどれだろう。

・全部調べないと正確 とは言えないかも

しれない。

《導入》

0情報過多な素材を提示し、必要な情報を精

査する活動によつて、本時のねらいに迫る

ように設定した。

・前時の体験や、振 り返 りをもとに学習問題

を考えた。児童の疑問から学習問題を設定

し、児童のやる気を高めるようにした。

《グループ学習》

・児童が操作しながら、話し合いができる

ように辺 と角を色づけしたマグネ ッ ト

を用意 した。

・意見をまとめる力の育成のため、グルー

プの中で意見を一つにしぼるようにし

た。
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《反応》

・角を測らなくてもできるよ。

・6つ使わなくてもできたもん。

。6cmと 80度を使つて、ここの辺の長さを

測ればここ引くだけでできるもん。

。6cmと 5.5cmの ところでもできる?

。真ん中の 35度がないとできない。

。いきなり80度は測れないし、辺はどの

考えでも必要だよ。

《反応》

・僕たちは 6cmの辺と 35度の角、65度の

角でや りました。35度 と65度 を測ると

自動的にここが 80度になりました。

・質問です。 どうして 3.5cmと 5.5cmが わ

かったんですか。

・たしかにそれは正確ではないかも (つぶやき

。交わつたところを頂点にすると、5。 5cmと

3.5cmに 自然となります。

・角度と辺、必ず両方必要かな。

・辺だけで出来ないかな。

・角だけでもいける。正確かはわからない。

。みんなで考えても 2つは出来ないから最

低 3つだよね。

・最低でも 3つは必要なんだよ。

・そしたら 1番簡単なのはこの考えだね。

・6cmか ら始めなくてもこつちの辺で始めて

もできる。

《反応》

・ 自分と違 う考えの人がいてなる

ほどと思つた。

・全部の考えが 3つだったので、

びっくりした。

・2つでできるかもつと調べたい。

《全体で深める場面》

。リレー発表を行い、グループで協力

して発表する場を設定した。

。他の班の意見を聞いて、質問や説明

を繰 り返す ことで考えを深めてい

つた。

・絶対必要な要素と、それに伴って自

然に決まる要素を分けて考えさせ、

合同の 3条件を導き出した。

《まとめ・振 り返 り》

・自分の言葉でわかっ

たことをまとめる。

・自分の今 日の学習を

振 り返 りかえる。
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5年生 成果と

○成果

・算数学習の進め方や話し合いの進め方を教師が共通理解 し、その流れに沿つて進めたこ

とで、児童が学習の流れがよくわかり、意欲的に学習した。

・情報過多や情報不足の問題を提示することで、問題の状況を把握し、解決に必要な条件

を見つけていく力を育てるようにし、意欲的に問題解決にあたることができた。

・自力解決では、低位の児童にも負担とならぬようヒントカー ドや時間を短く設定して行

った。理解に時間のかかる児童も友達と話したり、既習事項の掲示物を見たりしながら、

解決するようになった。

・自分のノー トを見せながら、グループで解決方法を導き出す時間を設定した。同じ考え

の児童を探して自信を持つたり、よりよい説明の仕方や方法を考えたりできた。目的が

自分達のグループの考えを発表することにあるので、意欲的に話し合つていた。

・ホワイ トボー ドを活用したことで、考えを発表したり、深めたりするのが容易になった。

・ リレー方式で発表をつなげたり、友達の考えを自分の言葉で発表したりすることで、全

員が発表し、思考力、表現力が育ってきた。

・難しい課題や考え方に重点を置く場合は、適用問題を抜いたり、グループで話し合つて

解決にあたつたりした。そのため、低位の児童にも理解できる展開になつた。

・グループでの話し合いを重視したことで、低位の児童も自分の疑間を積極的に話した

り、尋ねたりできるようになつた。最終的には個にもどる必要もあつた。

・ノー トの書き方についても共通理解し、ノー トを見合 う時間を作るようにした。

・様々な方法で自力解決を促すように指導し、グループの友達のわかりやすく説明するよ

う促したことで、学力の高い児童も意欲的に取り組むことができた。

・ぐんぐんタイムでの基礎基本を重視した指導を意識して取り組んだ。ぐんぐんテス トを

実施し、各学級の平均点から指導について話し合い、次の回に繋がるようにした。計算

力もついてきた。

●課題

・個人差が大きく、単元直後だけでなく学年をさかのぼつての復習が必要である。

・グループの考えを発表する際に、どんな考えを発表するかが、児童にゆだねることになり、

少数意見などが埋もれやす く、比較検討の取 り上げ方が難 しい。

・全グループの発表となると、時間がかかつてしま うので、同じ考えは一人で発表するなど

工夫が必要。また、グループも色々な編成を考えることが大切である。
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第 6学年 1組 算数科学習指導案

1.単元名  分数のわり算  「分数のわり算を考えよう」

2.単元について

(1)教材について

本単元は、学習指導要領第 6学年の中に以下のように位置づけられている。

指導者  阿部 翔平

A 数と計算

(1) 分数の乗法及び除法の意味についての理解を深め、それらを用いることができ

るようにする。

ア 乗数や除数が整数や小数である場合の計算の考え方を基にして、乗数や除数が

分数である場合の乗法及び除法の意味について理解すること。

イ 分数の乗法及び除法の計算の仕方を考え、それらの計算ができること。

ウ 分数の乗法及び除法についても、整数の場合と同じ関係や法貝Jが成 り立つこと

を理解すること。

児童は、前学年までに分数について意味や表し方を学習し、真分数、仮分数、帯分数の概念

を理解している。また、乗法、除法については、整数や小数の範囲で学習してきている。第 5

学年では「分数÷整数」という除数が整数の場合の計算をしている。第 6学年では、前単元で

「分数×分数」を学習し、本単元では「分数÷分数」を扱う。これで、四則計算について有理

数 (負 の数を除く)ま で拡張したことになり、小学校で取り上げる計算はすべて終了する。中

学校では、さらに負の数、無理数まで拡張し、文字を使つた計算へと発展する。

本単元で扱う「分数■分数」の計算は、単に計算ができるだけでなく、除数が分数の場合の

除法の意味を理解し、計算の仕方を考えていく。
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(2)単元の系統

3年

4年

中学1年

文字を用いた式

。文字を用いることの必要性 と

意味

。一次式の加法と減法の計算

。文字を用いた式に表すこと

(不等式を用いた表現 )

5年 6年

中学2年 中学3年

4.わ り算

・除数の意味 (等分除、包含

除)

・除数と商が 1位数の除法

4.小数のかけ算

・小数×小数の意味と計算

・計算法貝Jの小数への適用

。小数倍 (第一、第二用法)

4.分数のかけ算

・分数×分数の意味

。分数×分数の計算

・積と被乗数との関係

。分数の面積・体積公式の

適用

・計算法則の分数への適用

・連乗の計算

・逆数

5.小数のわり算

・小数判 数ヽの意味と計算

・小数倍 (第一、第二用法)

8.分数と小数、整数の関係

。分数倍 (第一用法) 5.分数のわり算

・分数扮 数の意味

。分数÷分数の計算

。商と被除数との関係

。3日 の分数の乗除混合計

算

・分数、小数、整数の乗除

混合計算

・分数倍 (第一 。第二 。第

二用法)

15.分数のかけ算とわり算

・分数×整数の計算

・分数罐 数の計算

正の数、負の数

・正負の数の必要性と意味

(数の集合と四則 )

。正負の数の四則計算

・小数・分数の計算のまとめ

14.分数

・分数の意味と表 し方

。同分母分数の加減計算

13.分数

・真分数、仮分数、帯分数の

概念、構成

。同分母分数の加減計算

平方根

。平方根の必要性 と意味

(有理数、無理数 )

。平方根を含む式の計算

・平方根を用いること

式の展開 と因数分解

・単項式 と多項式の乗法 と除

法の計算

・簡単な式の展開や因数分解

・文字を用いた式で数量関係

をとらえ説明すること

文字式を用いた式の四則計算

・正式の加減、単項式の乗除

。文字を用いた式で表 した り読

み取つたりすること

。目的に応 じた式変形



(3)児童の実態 (男子17名 女子 17名 計34名     平成30年 5月 28日 実施)

①情意テストから (算数に関して)

アンケート項目 選択項目 人 強 %

1

算数の勉強は好き

だ

当てはまる 15 44

どちらかと言えば当てはまる 32

どちらかと言えば当てはまらない 21

当てはま らない 1 3

2
算数の勉強は大切

だ

当てはま る
″
′ 79

どちらかと言えば当てはまる 7
う
４

どちらかと言えば当てはまらない 0 0

当てはまらない 0 0

3
算数の授業の内容

はよく分かる

当てはまる 18 53

どちらかと言えば当てはまる 38

どちらかと言えば当てはまらない 3 9

当てはまらない 0 0

4

算数がわからない

とき、どうしてい

ます力、

(複数回答)

先生に質問する 4

友達に聞く 25

家の人に関く 20

ノー トや教科書で考える 18

そのままにしておく 0

5

算数の授業で問

題を解 く時、

色々な方法で考

えることが好き

ブti。

当てはまる
０
‘

０
０

どちらかと言えば当てはまる 14 41

どちらかと言えば当てはまらない 9 26

当てはまらない 0 0

6

自分の考えと友達

の考えを比べた

り、友達の考えの

良い所を見つけた

りしている。

当てはまる 9 26

どちらかと言えば当てはまる 19 56

どちらかと言えば当てはまらない 5 15

当てはまらない 1 3

7

自分や友達の考

えを使つて解く

のが楽 しい。

当てはまる 15 44

どちらかと言えば当てはまる 14 41

どちらかと言えば当てはまらない 5 15

当てはま らな Vヽ 0 0

8

算数の授業で公

式やきまりを習

う時、そのわけ

をせつめいしよ

うとしている。

当てはまる 18 53

どちらかと言えlf当 てはまる 13 38

どちらかと言えば当てはまらない 3 9

当てはま らない 0 0
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②協働学習に関して

9 どのような学

習の方法が好

きですか。

一人で考える 7 21 自分の意見を大切にできるし、だれにも日出し

されないから。自分だけの世界でできるから。

自分でたくさんの考えを出すのが楽 しいから。

落ち着いて意見を考えられるから。

一人で考えた方が、自分のためになるから。

ペアで考える 2 6 落ち着いて自分は「ああこうなんだ」とか考えら

れる。

グループで考える 25 74 考えがたくさんでるから。

いろんな人の意見が聞けるから。

不安なく、楽しくできる。

クラス全体 で考 え

る

0 0

10 グループ学習

をしてよいと

感じるときは

どのようなと

きです力Ъ

友達 の意見 を聞け

る

9 自分 とは違 う意見をたくさん聞けるから。

友達の意見でヒン トがあるかもしれないから。

自分の考えを伝え

られる

4

/
自分の考えを伝えられると達成感があるから。

分からない人に教えてあげられるから。

わか らない ときに

す ぐに質問するこ

とができる。

13 よくわからないことがあれば、教えてもらえる

から。

分からないままにするより、人に開いて協力し

たほうがいいから。

せっかくのグループだから理解しないといけな

い 。

みんなで解決す る

と達成感がある。

8 一人の勉強で達成感を感 じることは少ないか

ら。

解決すると算数の授業が楽しい。

グループ学習

をして難しい

と感 じるとき

はどのような

ときですか。

自分 の意 見 を伝 え

る

8 言葉が足りないから。伝えるのは難しい。

自分の意見が最初だと言いづらい。

友達に質問されるとどう説明すればいいか迷 う

から。

友達 と意見がぶつ

かる

7 意見が違うと一つにまとめるとき悩む。

どうやつて分かりやすく話すか。

たくさんの意見を

まとめる

14 色々な考えをまとめるのが大変だから。

違 う意見がでるとまとめるのが大変だから。

どの考えを参考にした らよいか分か らないか

ら。

発表の時間に間に合わないから。
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グループ全員が理

解する

5 みんなが分かるように説明するから。

みんなが理解 しないで発表するのは難 しいか

ら。

12 学び合いの学

習で 「わから

ない」と伝え

ることが

できますか。

できる 13 38 そのままにして分からないのではなく聞けると

きに開いた方がいいから。

できるときどでき

ないときがある。

20 59 はずかしいときがあるから。

わからないことがわからないときがあるから。

不安で伝えられないことがあるから。

その日の気分で変わる。

できない 3 はずかしいから。

本学級の児童は、明るく素直で、授業に対して前向きな姿勢で臨んでいる。「算数の勉強は好きだ。」と

いう設間には、76%の児童が肯定的な回答で、授業についても楽 しいと感じている。一方で、分からない

ことがあったとき、先生に開く児童は4人だけであつた。また、21人の児童が、学び合いの学習で「わ

からない」と言えなかった経験をしている。理由を見てみると、「分からないことが、はずかしい」と感

じている。学級全体として「分からない」と言いづらい雰囲気があると考えられる。この点に関わるもの

として、「どのような学習の方法が好きです力、」とい う設間では、「クラス全体で考える」と回答 した児

童は 1人もいなかった。つまり、学級全体で話 し合 う時間では、自分の分からないことが解決されず、多

くの児童にとつて学びが深まつているとは言い難い現状がある。

好きな学習形態で、最も多かつた回答が「グループで考える」であつた。理由としては、友達の考えが

聞けることや、不安なく楽 しめるとい う意見が多かつた。一方で、複数出てきた考えについて、まとめる

作業についてグループ学習の難 しさを感 じている声も多く上がつている。単純なグループ内での発表の

し合いではなく、グループとしての結論を出そうと試みた結果であると考えられる。

グループ学習について「自分の意見を伝える」ことに難 しさを感 じる児童が目立った。言葉が足 りない

と感 じていたり、自分の考えに自信を持てなかった りしている。そこで、共通 した手立てや道筋を児童に

持たせることで、安心して学習に取り組めるような支援ができるとよい。

2番目に多い好きな学習形態は、「1人で考える」であつた。理由としては、自分の力をつけるために

は、1人で考えることが大切だと感 じている意見が出ている。協働的活動の大前提は、自分の意見を持っ

て臨むということをおさえておきたい。

① 事前テス トから (実施 日  平成 30年 5月 28日  34人  実施 )

問題 正答数 (人 ) 正答率 誤答例

1 4dLで板を
:ポ

ぬれるペンキがあります。こ

のベンキ ldLで は、板を何ポぬれますか。

23人 68% 4■
:

2 三÷2 25人 74% 三■2‐
3_ュ

93



３

未

学

習

3 5
8  7 13ノ｀ 38% 旦■三=二_二

〇  7   8X7   56

〓
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〓“
一”
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設問 1は、分数を含んだ文章問題から立式 し、計算を行 う問題。わり算の式であることは理解できて

いるものの、除数と被除数をとらえられていない回答が目立った。除法の意味について改めておさえて

いく必要がある。

設問 2は、第 5学年で扱つた分数■整数の計算問題。被除数の分母に除数をかけるべきところを、わ

つている解答がいくつかあった。なぜ被除数の分母に除数かけるのかとい う計算の仕組みに対する理

解が低いと考えられる。機械的な計算方法の暗記にならないよう、仕組みを考えさせる必要がある。

設問 3は、未学習の「分数■分数」の計算問題。除数の分数を逆数にして被除数にかける方法で 13

人が正答 していた。予習の段階で計算技能を身につけていると考えられる。逆数にしてかけると、なぜ

商がもとめられるかという仕組みを考えさせたい。

(4)指導観

「分数を分数でわる」という計算は、日常生活で使 う場面がほとんど存在 しない。児童にとつては

非常に想像 しづらい計算である。 しかし、分数■分数の計算そのものは、分数■整数、小数■小数 と

同じような方法を用いることで解決することができる。計算の仕方を機械的に理解するのではなく、

既習事項を活用して、児童が自分の言葉で説明できるようにしていきたい。文章から立式する際に

は、除数 と被除数をとらえ、式の意味を考えさせていく。数として考えることが難 しい児童には、前

単元で取 り扱った数直線を用いて解決できるよう促 していく。分数■分数の計算は、小学校算数にお

ける四則計算の集大成であり、解決方法は数多く考えられる。多様な考え方が出るよう、単元を通 し

て既習事項を振 り返 りながら進めていきたい。

学習形態については、まず自分の力で課題解決をする時間を確保する。自分の考えを持つた上で、

グループ学習に臨ませる。グループ学習では、大まかな時間の使い方を示すことで、限られた時間の

中で有意義な話 し合いができるよう指導していく。

学級全体での話 し合いにおいては、質問の機会を充分に設ける。発表するグループの児童が、学級

全体に問いかけることで、質問しやすくなると考える。加えて、日常的に指導者から、「分からな

い」と言えることの大切さを伝えていく。また、学級全体での発表はリレー形式で、グループの全員

が参加する。発表の一端を担 うことで、だれもが主体的に話 し合 う土台ができると考える。

また、発表者が自信を持つて発言できるような道筋を用意 していく。発表内容の役割を分担 し、①

考え方、②図・表 。式など、③理由、④補足、結論の 4点を踏まえることで、伝わりやすい表現がで

きるようにしていく。形式を統一することによつて、聞き手の理解が深まることも考えられる。

リレー発表で使用するホワイ トボー ドは、説明の補助 として活用させる。その際に、ボー ドに書 く

内容を明確にし、聞き手にとつて見やすいものになるよう指導する。具体的には、A)考え方を角、

B)式や図、表、絵などで表す、C)説明の文字は最小限にする、の 3点に気をつけさせる。

協働的活動を通して、筋道立てて表現できる力を育て、学びを深めていきたい。



(5)仮説への取 り組み

研究仮説

「つな ぐ」表現活動の工夫 をす ることによつて、協働 の素地を養 うことができるだろ う。

《高学年の目指す児童像≫

・友達の考えのよさを見つけ、深めることができる子

・グループで問題を解決し、学級全体で深めることができる子

≪高学年の具体的な手立て≫
｀
  ○主体的な学び

。課題の提示の仕方により、必要な情報を選択する必要があれば主体的に学習をするであろう。

・既習事項をまとめて掲示しておけば、思考の支えとなり、問題解決の手がかりをつかむことがで

きるだろう。

・学習を振り返り、学習課題を自分たちで探つていくことで、問題意識を持つて取り組むことがで

きるだろう。

・学習の方法を理解することで、自信を持つて取り組むことができるだろう。

○深い学び

。グループ学習をすることにより、自分の意見を表現しやすくなり、疑間点を表現しやすくなるだ

ろう。

・ホワイ トボー ドを活用し、考えをかき込んだり、補助となる教具を使つたりすれば、話し合いが

活発になるだろう。

・グループ学習時に使用する「つなぐ」言葉を掲示物にしておけば、話 し合いが活発になり、問題

解決が進むであろう。

・グループで話し合つたことを元に、学級全体で話し合うことで、より学びが深まるだろう。

・グループの結論をリレー形式でつないで発表すれば、学級全体での話し合いにおいて主体的に

み、友達の考えに付け加えたり、補つたりする中で表現力を高めることができるだろう。

・ リレー形式の発表では発表の流れや内容を整理することで、筋道を立てながら伝わりやすい表現

ができるだろう。

・    ・自分の考えや図、式、表などをホワイ ドボー ドで表現することで、分かりやすい発表となり、学

びが深まるだろう。
・   。まとめにおいて自己の学び方についての振り返りを行うことで、協働の素地を促すことができる

だろう。
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3 単元の目標と評価規準

【関心・意欲・態度】

。除数が分数の場合の除法の意味や計算の仕方に関心をもち、それらを既習の計算や除法の性質に

関連づけて考えようとする。

【数学的な考え方】

・除数が分数の場合の除法計算の仕方について、除法の性質や比例の考えを基に考え、数直線や式

などを用いて表現することができる。

【技能】

・分数の除法の計算ができ、それを用いることができる。

【知識 。理解】

・分数の除法の意味について理解する。

4 指導計画 (12時間扱い)

学習活動 算数的活動
評価の観点

関 考 技 知 内容

分

数

の

わ

り

算

1

ぬれる面積をもとめるための

式を考えよう。

・分数でわることの

意 味 と式 を考 え

る。

◎ ○ ・分数■分数の計算

の意味や計算の仕

方に関心を持つ

〈式を考えよう〉

・:dLの
ベンキで

:ポ
ぬると

き、ldLでぬれる面積を求め

る式を考える。

。その式になる理由を考え、

説明する。

２

本

時

分数→ 数は、どのように計

算すればよいだろう。

く計算の仕方を考えよう〉

・
:■ :の 計算の仕方を考え

る。

・分数■分数の計算

の仕方を考える。

◎ ・既習の計算や除法

の性質に関連づけ

ている。

・分数■分数の計算

の仕方について、

除法の性質や比例

の考 え を基 に考

え、数直線や式な

どを用いて説明 し

ている。

3 く計算の仕方をまとめよう〉

。分数■分数の計算の仕方を

まとめる。

・計算練習をする。

・分数■分数の計算

の仕方を理解 し、

計算できる。

◎ ○ ・分数 ■分数の計算

の仕方を理解 し、

計算できる。

96



4

宇警譜鐵暑等、こ早元E
よいだろう。

。
i÷

=の

計算の工夫の仕方を考え

る。

・ 4■
:の計算の仕方を考える。

・
:÷

3:の計算の仕方を考える。

・計算問題をする。

・計算の途中で約分

できるときは、途

中で約分す る と

簡単 に計算 で き

るこ とを理解す

る。

・整数■分数の計算

や、帯分数の除法

計算 の仕 方 を理

解 し、その計算が

できる。

○ ◎ ・計算の途中で約分

すると簡単に処理

できることのよさ

に気づいている。

・整数■分数、帯分

数の除法計算がで

きる。

5
かけ算とわり算が組み合わ

さる分数の計算は、どのよ

うにすればよいだろう。

12■ 1:と 、12■
:の

計算をして、

商と被除数の大きさを比べる。

真分数でわると、商が被除数より

大きくなることをまとめる。

:÷ :× :の
計算の仕方を考える。

計算練習をする。

・真分数でわると、

商は被 除数 よ り

大 き くな るこ と

を理解する。

・ 3日 の分数の乗除

混合 計算 の仕 方

を理解 し、その計

算ができる。

◎ ○ ・ 1を基準とした除

数の大小に着日し

て、被除数 と商の

大小 関係 につ い

て、数直線を用い

て考え、説明 して

いる。

・ 3日 の分数の乗除

混 合 計 算 が で き

る。

6
小数十分数の計算は、ど

のようにすればよいだ

ろう。

0.3■
:の

計算の仕方を考える。

分数、小数、整数の混じつた乗除

計算の仕方をまとめる。

計算練習をする。

・分数、小数、整数

の混 じつた乗除

計算は、小数や整

数 を分数 で表す

と計算 しやす い

ことを理解 し、そ

の計算ができる。

◎ ・分数、小数、整数の

混じった乗除計算

ができる。

7
lmの長さのときの重さ、

lkgの重さのときの長さを

もとめるには、どのように

すればいよいだろう。

。
争

の重 さが
←
gのホースについ

て、ホース lmの重 さ、及びホー

ス lkgの長 さを求める式 を、数

直線 を活用 しなが ら考 える。

・数直線を用いた乗

法 の演算決 定 に

つ いて理解 を深

める。

◎ 問題場面に合つた

除法の立式の根拠

について考え、説

明 している。
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8

分数倍をもとめるには、ど

のようにすればよいだろ

う。

・卜、計は、|の何倍かの求め方
を考える。

・比較量、基準量が分数のときの何

倍かの求め方をまとめる。

・比較量、基準量が

分数の場合も、倍

を表す数 は除法

で求 め られ るこ

とを理解する。

◎ ・比較量、基準量が

分数の場合 も、倍

を表す数は除法で

求められることが

できる。

分

数

の

倍

と

か

け

算

わ

り

算

9
分数倍の代金をもとめる

には、どのようにすれば

よいだろう。

・600円 の計、計の代金の求め
方を考える。

・基準量の分数倍にあたる大きさ

の求め方をまとめる。

。倍を表す数が分数

の場合も、基準量

×倍 =比較量 で

比較量が求 め ら

れ るこ とを理解

する。

◎ ○ ・基準量×分数倍=
比較量の式につい

て、倍の意味や数

直線を基に考え、

説明している。

・倍を表す数が分数

の場合 も基準量 と

倍から比較量を求

め る こ とが で き

る。

10
もとの値段をもとめるに

は、どのようにすればよ

いだろう。

。900円がもとの値段の計に

あたるときの、もとの値段の求

め方を考える。

・xを用いて立式し、xにあてはま

る数を求める。

・倍を表す数が分数

の場合も、基準量

は比較量 ■分数

倍 で求 め られ る

ことを理解する。

◎ 倍を表す数が分数の

場合も、 xを用い

て数量の関係を乗

法の式に表 し、基

準量を求めること

ができる。

ま

と

め

11

12

・ 力 をつ け る問題 に取 り組

lF。

・仕上げの問題に取り組む。

・学習内容を適用し

て問題 を解決 す

る。

・学習内容の定着を

確認 し、理解を確

実にする。

○ ◎ ・学習内容を適用 し

て問題を解決する

ことができる。

・基本的な学習内容

を身 につ け てい

る。

5 本時の指導 (2/12)
(1)本時のねらい

・分数÷分数の計算の意味や計算の仕方に関心をも持ち、既習の計算や除法の性質に関連づけている。

(関心・意欲・態度 )
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・分数÷分数の計算の仕方について、除法の性質や比例の考えを基に考え、数直線や式などを用いて説明

している。 (数学的な考え方)

(2)本時の展開

時 学習活動と内容 指導上の留意点☆表現◎C児への支援 備考

見

出

す

５

分

調

ベ

る

10

分

1。 前時を振 り返 り立式について確認する。

・わり算を使 う。

。わる数が分数の計算になる。

・分数を分数でわる計算になる。

2.見通しを持つ。

・数直線をかけば計算できるかもしれない。

・分数×分数と同じような方法で計算できる

かもしれない。

・分数÷整数と同じような方法で計算できる

かもしれない。

・小数÷小数と同じような方法で計算できる

かもしれない。

3。 自分の考えを持つ。

① 図で考える

:+:     「蓮勇悪蒻凛写真姦万嘉罫摩裏I丁三FttI[百TI子耳石悪石夏天戻勇≡葛可

。前時にかいた数直線で分数同士のわ

り算の式になることに気づかせる。

・児童の気づきの中から、疑間を持つよ

うにさせる。

0数直線から求める式に気づかせる。

・分数を整数や小数に変換することに

気づかせる。

・ わり算をかけ算に変換することに気

づかせる。

・今まで学習 した整数や小数にする方

法を想起させ、既習事項を使つて計

算できることに気づかせる。

・図や数直線をかいたり、計算の式をか

いたりすることで、自分の考えを説

明できるようにさせる。

・求めた式に、理由をつけて考えるよう

にさせる。

・答えが出なくても、思考の過程を認め

る。

・解決の進まない児童にはヒン トカー

ドを渡 し、考えを持てるようにする。

ぱ
２

一
５

８

一
・５

〓
２Ｘ４

一
５Ｘ３

〓
４

一
３

×

２

一

５
Ｘ

Xポ

前 時 の

掲示物

ヒ ン ト

カー ド
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② 数直線で考える。

③ 整数にして計算する。

:÷ :=(× 41÷ GX41

=(Xの ■3

=2菫 ‐3

2X4

5X3
0

15

わる数を 1に して計算する。

:・ :=ex♪÷
c×♪

=(×♪・ 1

=:X:

―釜
―晏

小数に して考える。

こ÷ユ=04■ 075
5   4

=40■ 75

40

75

0x5

15X5
8

15

通分 して考える。

こ.三 =ユ .三
5   4    20   20

=喘 x20)÷ 嚇X20)

=8■ 16

0

15

④

⑤

⑥

分数を小数にできない場合もあるこ

とを気づかせる。
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ホ ワ イ

トボ ー

ド

・計算の答えではなく、計算の仕方につ

いて話 し合 うようにさせる。

・全員で考えを出し合 うようにさせる。

・分からないことを聞けるように促す。

。より良い考えを見つけるようにさせ

る。

・全員が納得 したり、説明したりできる

ように話 し合わせる。

・ホワイ トボー ドを利用 し、ミニ黒板 と

して利用させる。

・グループの発表はリレー形式で発表

させる。

・ 自分の方法と同 じ考えの人を見つけ

た り、班での話 し合いをもとに出て

きた疑間に答えた りするようにさせ

る。

・「～班に似ていて」「～班 とは違つて

「付け足す と」「質問があるのです

が」「くわしく説明すると」「なぜな

ら」など、友達の意見と自分の意見を

つなぎながら話すようにさせる。

※分数■分数の計算の仕方につい

て、除法の性質や比例の考えを

基に考え、数直線や式などを用

いて説明している。

A:分数■分数の計算の仕方につい

て明確な理由を持つて説明する

ことができる。

B:分数■分数の計算の仕方を、考

えることができる。

自分の班の考えや、他の班の考えをも

とに、学習のふりかえりをさせる。

4 グループで解決する。

○わ り算の仕方について、考えを伝え合

い、話し合 う。

・分数のままでは計算 しにくい。

・整数にすればいい。

・小数にすればいい。

・通分すれば分かりやすい。

○話 し合って結論を出す。

5 比較検討をする。

○班の考えを紹介 し、分数のわり算の仕方

について話 し合 う。

・わる数を整数にすることで、分数■整数

として計算ができる。わられる数にも同

じ数字をかける。

・分数を小数にすることで、小数■小数 と

して計算ができる。

・通分することで、分子同士で考えること

ができる。

○グループ学習で出た疑間を発表 し、話 し

合 う。

・整数にするときに、なぜわられる数にも

同じ数をかけるのか。

・小数にできないときはどうするの力、

・通分 したときに、なぜ分子だけで考えて

よいのか。

6 まとめる

分数■分数の計算の仕方についてまと

める。

O 分数■分数は、小数にした り、わる数を整数にしたりすれば、計算すること

ができる。

深

め

る

２５

分

ま

と

め

あ

げ

る

５

分



7 自己評価をする。

・活動を振 り返つて、取 り組みに対する感

想を書く。

。本時の学習への取 り組みについて振

り返 り、次時へつなぐ。

6 板書計画

ё分数十分数の計算は、どのようにす

ればよいだろう。

③ 静Lのペンキで、板を:“
ぬれました。

このペ ンキ ldLでは、板 を何 ポぬれますか。

式 :÷ :

○ 分数÷分数は、小数にしたり、わる数を整数にしたり

すれば、計算することができる。
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6年生 授業の実

《反応》

・整数にすれば計算できそうだ。

・小数で表せば計算できそうだ。

・通分するとよさそうだ。

《反応》

。わられる数を整数になおすと計算できる。

。わり算をかけ算になおすと計算できる。

・逆数にすると計算できる。

。どうして逆数にすると計算できるの ?

《グループ討議 。リレー発表》

グループ討議では、話し合いの流れを明

確にし、全員が参加できるようにした。

分からないところはその場で質問できた

ことで、話し合いが深まっていつた。

発表内容は、全員で分担することで、理

解できるまで教え合う姿が見られた。

《導入)

前時の学習をもとに本時の課題について

見通しを持たせた。

《自力解決》

充分な時間を確保し、誰でも一つは考え

が出せるようにした。低位の児童にはヒ

ントカードで支援した。
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《ノート》

自分の考えのほかに、友達のよい考えや、

学級全体で深め合った考えなどを書くように

指導したことにより、考えがたくさんあるこ

とに気づかせることができた。

《ホワイトボードの活用》

ホワイトボードには細かい説明は書

かず、考え方や式などを簡潔に示すよ

うに指導した。

《掲示物①》

グループ討議やリレー発表について、やり

方を学級で共有できるように掲示物にまとめ

た。話し合いの最中で、掲示物を確認しなが

ら、役割分担をする姿が見られた。

《掲示物②》

授業で児童が書いたホワイトボードを掲示

し、ふりかえりができるようにした。それぞ

れの案に共通する点をまとめておくことで、

次時にヒントとして活用できるようにした。



6年生 成果 と

○成果

・本時では、分数■分数の計算の仕方を十分に考える時間を確保するため、1時間目に場面

設定を把握し、わり算の立式を行った。2時間目の本時で計算の仕方について考え、それを

もとに、3時間目でまとめをし、練習問題を行った。3時間にわけることにより、ねらいが

明確になった。

・前単元の「分数のかけ算」で学習した既習事項をふりかえりながら進めたことで、本単元

で活用することができ、多くの考え方を持たせることができた。

・自力解決では、解決の難しい児童にヒントカードを用意し、自分の考えを少なくとも一つ

は持てるようにした。

・グループ討議では、討議の流れを決め、全員が自分の意見を発表しながら進める形式とし

た。班での話し合いの結果は、グループでのリレー形式の発表とすることで、全員が理解で

きるまで話し合うことができた。

・ホワイトボードは、班での話し合いで自分の考えを説明する際に用いた。その他に班の考

えをまとめて学級全体での発表時の教具として活用することができた。

・ホワイトボードには細かい説明は書かず、考え方や式などを簡潔に示すように指導したこ

とで、聞き手にとって分かりやすい説明をすることができた。リレー形式の発表では、発表

の流れを統一し、考え方の概要、式、理由、結論を順序立てて説明することができた。説明

の手立てを明確にしたことで、自信を持って発表する姿が見られた。

・ノートは、自分の考えのほかに、友達のよい考えや、学級全体で深め合った考えなどを書

くように指導したことにより、考えがたくさんあることに気づかせることができた。

・グループ討議の直前に自力解決で求めた答え (数値)を学級全体で確認したことで、答え

そのものの話し合いになることを避け、どのようにすれば計算できたかという論点で話し

合いを進めることができた。

○課題

・学習塾等で予習をしている児童の中には、問題の解き方を丸暗記 していて、どのように答

えを求めたのか、理由を説明できない児童が目立った。

・グループで考えをまとめる際に、案が複数出た場合、どのような観点で案を絞 り込んでい

けばよいか難 しい場面があった。

・四則計算の集大成である単元のため、様々な既習事項を用いて考える場面があり、振 り返

りに多 くの時間を要 した。直前にわ り算の性質を復習 したが、活用できていない児童もいた。

・グループでの話 し合いや、学級全体での話 し合いに時間を多 く必要とした。本時のみで、

ノー トに書 く時間を確保することが難 しいため、単元計画を見直した。
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なかよし学級 成果と

○成果

○個別の実態にあった学習を進めることができた。特に、低学年と高学年の実態が大きく異

なるため、その実態にあった学習を進めることができた。低学年は実物や具体物を使用 し

たり、視覚的にわか りやすくした りすることに重点を置いた教材を多 く使用 した。高学年

は基礎的な学習の定着を目標にしながら学習を進めることができた。

≪低学年の学習に使用 した教材≫

児童によって、「どのようにしたら児童が理解 しやすいか 。理解できるか」ということを考えなが

ら学習内容を考え、その児童の実態に応 じた教材を用意している。必要に応 じて、教材を作成 して

使用 している。

上段の画像は、実際に操作をしながら学習できるように作成した教材。下段は、その児童の学習の

実態に応 じて作成 したプリント。児童の理解に合わせて、スモールステップで難易度などを調整 し

ている。

品品品 41+?=
▲

“

↓ :費  こ

○児童の実態に合わせた教材や、視覚的にわか りやすい教材 を作成 した り使用 した りして

25+ ι

む出
28+ q

00
33+7

60
36 + 8
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学習を進めることができた。

○お金や長 さ、重さなど実際に生活に活かせることを目標に置いた学習内容を考えること

ができた。特に高学年の単位の学習では、実際に長さや重さをはかる活動を実践しながら

学ぶことができた。

実際に買い物へ行つた時に計算ができるようになるために、買うものの合計金額の計算の仕方や、

おつりの計算の仕方などをわかりやすく学べるよう視覚的にわかりやすくした。

○高学年の学習で、理解が一度では難 しいものでも時間を置いて繰 り返 し学習することに

よつて理解ができるようになつてきた学習があつた。

○課題

●個別学習を中心に進めていたが、学級全体で同じ領域を一斉学習することは難 しかつた。

●情緒面で学習への取 り組みが難 しい児童への興味 。関心を惹く教材や学習方法を見つけ

ることが難 しく、苦労した。

●異学年が関わって学習する機会が持てなかつた。

●特別支援学級では児童によっては教科書に沿つた学習ではなく、個別のカリキュラムを

組まなくてはいけないため、学習内容の設定が難 しかった。

107



かがやき学級 成果 と課

≪ワークシー トの作成≫

異学年で構成されている学級のため,算数の授業は個別学習が中心となる。通常学級と同様

の黒板を使つてのノー ト指導は難 しいため,学年や児童の実態に応 じて学習を進められるよう

なワークシー トを作成 し,使用 している。

≪教材の工夫≫

2年生の九九の学習では,聴覚優位の児童には,九九の歌のCDを使用 した。CDで暗唱→

プリン トにて学習という一連の流れで毎回行い,自 分で学習を進めることができた。また,家

庭でもCDを聴いてもらうことで,復習することもできた。

5年生の「単位量あたりの大きさ」6年生の「資料の特徴を調べよう」の学習では,導入場面で ,

輪投げゲームを行い,一回あたりの平均得点を求めたり,割合を求めたりする学習を進めた。求め

方に重点を置き,計算は計算機を用いて答えを出した。意欲的に取 り組むことができ,自 然に求め

方を習得することができた。

≪タブレット端末の仕様≫

計算学習では,計算アプリを使用 した。なかなか学習に意欲がもちにくい児童も,アプリを

使用すると,積極的に計算問題に取 り組むことができた。また,アプリを使用することで,暗

算の力が少しずつ身についてきた。

成果

○教材やツールを工夫することにより,意欲的に取り組むことができた。特にゲーム形式で

取り組むことにより,答えを求める必要感が出てきて,自 然に学習内容を習得することが

できた。

課題

●異学年が在籍する学級において,それぞれが自分で学習を進めていけるような指導の工

夫が必要である。 (低学年)

●同じ領域で異学年同士でも一緒に学習できる授業をつくることができれば,それぞれの

関わりができ,「つなぐ」学習ができる。
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校内授業研究会の記録

第 1回 校内授業研究会 平成 30年 6月 7日

【授業展開】 第5学年

【 講師 】 埼玉大学

加瀬学級  『合同な図形』

教育学部 教授 二宮裕之 先生

【授業学年より】

・児童がよく話し合いながら,解決したいという気持ちで取 り組んでいた。

・情報過多の問題提示,演繹的な思考を大切にしたので,解決したいという気持ちを高め

る課題設定ができた。

・協働の視点から児童中心で進むようにしたが,時間のマネジメントが難しかつた。

【講師指導】

○授業について

。互いに説得,納得させようと伝える姿があり,発表者に注目して聞く姿があつた。

。一人一人の考えに価値があることを認識している。友達の考えが自分の学習にとって大

切という意識を持っている。

・教具の辺に幅がある。→児童の考えを阻害するような場面もあった。

考えるための教具と説明のための教具は別物である。教師は説明のためとして教具を

とらえやすいので,考える必要がある。考えるための教具とは子どもの思考の流れ (子

どもの視点)で考える必要がある。

く教具について〉
教師の視点 :目 標から考える。

目標

ゴ ー ル

子 どもの視点 :今までわかつていることを使って考える。

教具

モデル

表現
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・児童の発言 算数的な思考,手順に合う言葉を拾うことが大切である。「辺,角 ,辺」

意図している要素,意図していない要素を区別した説明をすることは難しい。

→どのようにやったのかをとことん説明させる必要がある。

→友達の考えをきちんと理解した上で結論を出せるとよい。

○これからの算数指導について

。「わかる」と「できる」

わかってないのにできる子に注意する必要がある。

→用具的理解と関係的理解がある。考えなければ関係的理解は構築されない。

→自分が納得いくまで考えることが大切。

「できる」・「わかる」→「使える」ここで技能として定着する。

・オープンエンドな問題 。課題

→考える力の評価の問題→何を考えるとこから児童に考えさせる。

考えることが決まっていない。

→子どもたちが自分でやつているという気持ちになり,自分の考えを自分たちで説明

する。問題を解くことの「必然性」を認識しながら学習者は問題解決を進めること

ができる。

→主体的な学び

・ 40年前・・・最適解を追求 決められたようにできることが大切。

現在・・・どのように解 くか。

20年後・・・どのような問題 (問題発見能力)を ,どのように解 くのか (課題解決

能力) 発見する→何で発見できたのか

子どもたちに何を考えればよいのかを考えさせる→協働的な学び

○アクティブラーニング

活動的にやればよいということではない。

→深い学びが実現されなければならない。

一人でじつくり考えることを保証することも大切。

対話は相談すればよいわけでない。

協働的な学びとは

自分で考える→グループでそれぞれの考えをもとに深めていく。
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【授業展開】 第 2学年

第 6学年

【 講師 】 本校校長

高橋学級  『水のかさのたんいJ

阿部学級  『分数のわり算』

大重 基樹 先生

第 2回 校内授業研究会  平成 30年 6月 29日

【授業学年より】

〈2年〉

・普遍単位に気がつくことをねらって授業を構成した。

・時間配分が難しかつた。

・意見の強い子に流されがちになってしまう。

・子ども主体で考えさせていくようにした。

・児童の興味を高めること,身の回りにあることとしてジュースの設定をした。

・深める場で,各班の結果を表にしてもよかつた。また,ポー ドの言葉をビックアツプし

て授業を進められるとよかつた。

・ 2年生なので,「 どれだけかのちがいがすぐにわかる」ものという視点を与えないとい

けない。

く6年〉

・分数÷分数は既習事項を使えばできる。

・図が出なかったが,式で考えることはよく出ていた。

・学習のやり方を理解させ,グループ活動の充実をねらい,わからないところを聞き合え

ることをねらった。

・自力解決できるように持っていかないといけない。

・リレー発表のさせ方,時間の使い方や復習のさせ方を考えてきた。

・答えを先に提示し,答えは全員がわかつている土台で学級での話し合いをさせた。

・他の学級等で 1時間の流れを変えながら研修を重ねた。

【協議】

く2年〉

・児童がやりたい,知 りたいと思うとてもよい活動が出来ていた。「どれだけ」をおさえ

るともっとよかったのではないか。

・低学年の段階で,ノ ートを見せ合い,全員が話し合いに参カロしていた。低学年では一緒

に活動することも協働になるのではないか。

・カップの大きさ3段階あることで,大 きさと個数の関係に気がつきがおさえにくかった

のではないか。低学年では日で見てはつきりわかる物がよいのではないか。
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・単元 1時間目は昨年の掲示物が,有効になるのではないか。

・表などにまとめると,大 きさと個数の関係が見えて,よ いのではないか。ホフイ トボー

ドの活用方法を考える必要がある。

〈6年〉

・話し合いの約束,ま とめ,発表するの流れを児童がよく理解し,実践していた。

・ヒントカードが有効であつた。

・逆数の考え方は使わない方がよい。考え方で進めたい。

・計算の決まりを使 うグループが多かつたが,図 を出すことでわかつた児童もいたのでは

ないか。

・今回もホワイトボードが,発表ボードになってしまっていた。

・解答を先に示したが,そ の時点で間違ってしまった児童は不安になり,共通の上台にの

りにくくなるのではないか,児童同士の関わり合いの中で正しい解答に近づくことが

協働なのではないか。

【講師指導】

く2年〉

・学習問題を全体で読む必要があるのか。2年生の単元 1時間目で学習問題を子どもたち

に考えさせる必要があるのか。

・どんな物で比べるかの共通理解が必要。小さい物の方が比較しやすいのでないか。

・低学年がグループで作業をすることを協働ととらえる。

・児童のやる気,空気感がよかった。

〈6年〉

・抽象的思考なので難しい。

・ヒントカードは必要なのだろうか。協働の場面ではわからないがある方が有効なのでは

ないか。

・掲示物は本当に使える物になっているのか。ユニーパーサルデザインを考える必要があ

る。

・算数の授業以外で も協働が進んでいる。

・話型か ら入 る形 よりも子 どもたちが自由に話す方がよいのではないか。
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第 3回 校内授業研究会  平成 30年 10月 24日

【授業展開】 第 1学年 齋藤学級  『かたちあそび』

第 3学年 吉氏学級  『はしたの大きさの表し方を考えよう』

【 講師 】 流山市教育委員会 指導主事 岩見 尚重 先生

【授業学年より】

〈1年〉

。前時に高さ積みをしてからの本時であつたので,児童は楽しい活動として授業に入 りや

すかつた。

・形に目をつけて分けさせ,個人の考えよりも班で一つの解答をもとめるようにした。想

定以上に細かく児童が分けた。

・遊んでいる中で「転がる」などの図形の特性をとらえさせていきたかつた。円柱などそ

の場で転がして確認していけばよかつた。

〈3年〉

・単元のまとめの時間だったので,既習事項の確認をどのようにするか悩んだ。

・グループ活動に十分な時間をとることが出来なかつた。

・ホワイトボードの使い方は,ま だ指導が必要だと感じた。

。まとめなので,班と班の意見を十分に比較させたかったが,あまりできず,難しいと感

じた。

【協議】

(1年〉

・具体物を使用し,身 の回りにあるものでの学習が進んだことがよかつた。

・悩んでいる児童に声をかける児童があり,協働の姿があつた。

・導入を短くし,児童の活動時間を十分にとりたかつた。

・ 1年生に「目をつける」は難しいのではないか,「 どのように仲間分けしたらよいか」

などではどうだろうか。

・形を立体としてとらえるのか,平面としてとらえるのか,素材の把握が難しい。

。「ころがる」「つめる」など機能に注目した板書があってもよかつた。

・児童の言葉から「かたち」に注目するとよいことを導きたかつた。児童の言葉を拾って

整理して,広げていけるといい。

く3年〉

。既習事項の掲示物が有効であった。

・児童が発表 し,似ている考えの児童がつなぎ,付け足していく流れはよかった。
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・発表する姿勢や聞く姿がよかつた。質問をし,自分の言葉で言い直せている児童もいた

ことがよかった。

・算数の用語を児童がしっかり使えていた。

・数直線の提示の仕方に工夫があるとよかった。

・ポードが発表ポードになっていた。

・学習問題の設定は難しい。「4ヽ数をいろいろな方法で表してみよう」とすれば,様々に

表現できる楽しさを感じさせる工夫が必要。整数と同じ仕組みになっていることにせ

まりたい。

・新しいこととして学習をとらえるなら,2.8と いう数字でなくても良いのではないか。

・自分の考えをかけていない子がグループワークに参加できていない。

・今回は「はかせ」の観点ではなく,多様な考えへの価値を高めたい。

・各班がいくつの考えを導き出せるかという授業展開でもよかつた。指導者があと○個あ

るなどというと児童のやる気を引き立てたのではないか。

【講師指導】

く1年〉

・機能の観点,形態の視点で捉えることが必要。

・他の学年の図形の学習も同じであるが,分類整理から入つていく。

・「なかま分け」の説明は教師がやつてみせればよかつたのではないか。大きさの分類な

どはやってみせれば,形が同じなら大きさは関係ないことがわかる。

・サンプル数が多かった。もっとしぼることで視点もしlゴれる。

・児童が分け終わって,平たい円柱を出して考えさせれば思考がさらに動 く。

・ホワイトボードでなく,実物を分けて発表させる方がよい。

く3年〉

。「0.1が何個分」「 1と 0.1が何個分」という2つの要素はよくわかつていた。

・単元の終わりで,すでにやったことを扱うが,今までと逆の思考で考えることが大切。

・整数と同じ構成になっているというまとめがうすかつたように感じる。

・ホワイトボードの特性として,1度全部貼ってしまってから焦点化させるためのツール

として使用していくとよい。ブレゼン形式が活きる時間に使用していくとよい。
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第 4回 校内授業研究会  平成30年 11月 29日

【授業展開】 第4学年 清水学級 『面積のはかり方と表し方』

【 講師 】 本校校長 大重 基樹 先生

【授業学年より】

・パワフルな子どもたちなので,グループワークを充実させたいと思い,児童同士の反応

を大切に指導してきた。

・適応問題が難 しかったかもしれない。時間も十分にとれなかった。

・長方形,正方形の考えを使えば求められることはおさえることができた。

・他の学級で,グループ内で 3つの考えを出すようにした。考えを出すことに必死になっ

てしまい,話 し合いの深まりが生まれなかったので,今回はグループで 1つの考えにま

とめる方法で 1つ 1つの考えを深められるような展開にした。

・話し合いもスムーズに動いていたが,出てきた考えをつないでいくには教師の言葉が難

しい。

・友達の意見を聞いての気づきを大切にしたいと考えた。

・子ども同士の考えをつなぐことをねらいとして,マ グネットつきの図形をホワイトボー

ドに貼って使用した。

・グループ協議の中で,児童がそれぞれの観点を持って考えを一つにしぼっていた。

【協議】

・全体で深める場で,同 じ考えの児童に挙手させ,児童個人の意見もおさえていたのがよ

かった。

・自分と相手の意見を比較して聞いている児童が多かつた。友達の意見を自分の意見のよ

うに話せていた。

・算数の単位はとても大事なことなので,既習事項の確認で,公式だけでなく単位や式を

もう一度おさえてもよかったのではないか。

・適応問題と本時の問題の関わりが難しいのではないか。適応問題で正方形に触れてもよ

かったのではないか。

・つなぐ場面で,似ている意見や付け足しを拾えるといいと感じる。特に式と図をつなげ

ていけるとよかつた。

・学習問題に工夫があるとよいのではないか。

【講師指導】

・単位面積から量,合成分解と学習が進んでいく。
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・ 2年生の長さとのつながりがあると思うが,系統図にはなかった。

・紹介したいと思う必然性をどのようにつくっていくのか,常に考えていけるとよい。

・指導観を重視するなら,適応問題は単元の後半などでとるのもよいのではないか。

・自力解決の4分は短い状況であた。自分の考えをしつかりおさえることが大切である。

・タイマーは児童の思考をとめる危険があるので注意が必要。

・低位の児童が,グループ学習で理解をしていた。グループワークは効果がある。

・班の考えを決める時,児童が何を観点に意見をしぼるのか楽しみにしていた。

児童の中では意見の優劣がないから, じゃんけんで決めていた。

低位の児童は班の子から教えてもらい,発表の準備をしていた。発表の原稿をまとめて

いく力が育っていく。

・量感をつかめて,図を回転させたり,組み合わせたりできるヒントカードがあるとよい。

・考える必然性を生むには,5年生の授業の時のように,何力所を測れば求めることがで

きるのかという学習問題にすることも出来る。いろいろなことを考えさせられる教材

である。
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。視覚として量を捉えられるように校内の環境物を整備 した。

。「授業の流れ」など学級掲示物の確認、掲示を行つた。

`｀
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教師編 児童編

1.導入

(・ 絵や具体物を見せて疑間につなげる。)

(。 前時の振 り返 りなどから本時の課題にせま

る。)→児童から「知 りたい」「やつてみたい」

が生まれるようにする。

・今までと同じところ、違 うところはどこかあ

りますか。

前の学習で～をどうすればいいか疑間でした。

今までと～が同じだと思います。

～が違 うと思います。

2.自力解決

。今までの学習はつかえるかな。

・いろいろな方法で考えられるといいですね。

・ 1つできたら2つ、3つ と考えてみましょう。

・「もずこけし」を使ってかけると良いですね。

ヽ

物

図

言葉

計算

式
ノ

も

ず

け

し

3.比較検討

(グループで)

・同 じ考えの人はいましたか。

・わからなかったら、どんどんきくといいね。

。それってどういうこと?(説明を促す)

・ どれが 「はかせJ かな?

・他の方法や○○さんの方法を試 してみたらど

うだろう。

・納得 した ?すっきりした ?

・困ってる?

(学級で)

・今の考えと同じグループはありますか。

・付け足 しはあ りますか。

・質問はあ りますか。

(グループで)

。なんでそうなの ?

。わからないからもう一度説明して ?

・教えて ?

。oOさ んと○○さんの意見は同じ。

。この部分は同じだね。ここが違 うな。

・どれが「はかせ」かな?

・みんなの考えを合わせると～なるね。

・こうすればいいね。

・ここまではいい?

・この方法はどう?や つてみよう。

・みんな似ているから、合つているね。

・わっかった。まるほど。そうい うことか。

・こっちの方がわか りやすいね。

(学級で)

・付け足 します。

・質問があ ります。

・説明できます。

前の授業 とつなぐ・児童同士の考えをつなぐ。これからの学習とつなぐ
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よく説明できたね。

ちょつと待って、ここまでわかりましたか。

となりの人 (グループ)と確認 (話 し合い)ま

しょう。

・～の考えがわか りやすいです。

・○○と○○の考えは同じで～です。

・ もう一度説明してください。

・～ということですか。

・ どうして～になるのですか。

・他にあ ります。

4.ま とめ

・どの考えにも出てきている (共通)も のはなん

でしたか。

・大事な言葉が出てきましたね。

。ここに入 る言葉を考えて見よう。

これまでのや り方は～と同 じでした。

どれも～が出てきています。

今日の学習をまとめると～。

5.ぶ りかえり

。今日はどうだっただろう。

・取 り組みはどうだろう。

・わからなかったことや疑間はあるかな。

・驚いたことや新 しい発見はあつた。

～がわかった。

～できた。

～ときはどうしたらよいのだろうか。

～を調べてみたい。知 りたい。
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流山小学校 学カテス トの分析 (全校分)

《領域別》

・伸び率は学年によって差があるが,全国平均を上回る学年が多い

・5年生と6年生が全領域でH27年からH29年の3年間の間に伸びている (「つなぐ」学

習をしてから)

H27    H29

5年生  「数と計算」  102→ 110 (+8〉
「量と預1定」  99 → 112 (+13)
「図形」    102→ 109 (+7)
「数量関係」  104→ 110 (+6)

6年生  「数と計算」  104→ 106 (+2)
「量と測定」  100→ 105 (+5)
「図形」    107→ 108 (+1)
「数量関係」  98 → 108 (+10)

。5年生は「量と測定」, 6年生は「数量関係」で特に伸びていることがわかる

《1見メt,1)

・全国平均を上回っている学年が多い

。「算数が必要」だと考えている生徒が多いことが理由と考えられる。

・領域別で見たときと同じくどの学年も H27年から H29年の 3年間で伸びており,特に

「考え方」の伸びが大きい。

H27     H29

5年生  「考え方」   102→ 114 (+12)
6年生  「考え方」   100→ 105 (+5)

。全国平均よりは高いが,「関心・意欲・態度」は横ばいの傾向がある。

2年生  100

3年生 93
4年生  106→ 105

5年生  99→ 106→ 102

6年生  104→ 108→ 106→ 109

・学年が上がるにつれて関心が低 くなる傾向がある。

・ 4年生に上がるときに「関心・意欲・態度」が下がる。

3年次  4年次

現 5年生    106→ 102 (-4)
現 6年生    108→ 106 (-2)
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現中学 1年生    103→ 101 (-2)
。「数量や図形についての技能」や「知識・理解」でよくできている学年が多い。

《考察》

・H27年 からH29年 の 3年間で伸びたことから,「 つなぐ学習」を通して,数学的な考え方

が養われたと考えられる。また,技能や知識,理解の観点でも概ね伸びていることが分か

る。一方で,関心,意欲,態度の観点では大きな変化は見られなかったことから,児童が

主体的に取 り組むための手立てが必要と言える。「算数の学習が楽しい」と思える授業づ

くりが求められている。H30年度に実施している協働的な学習 (グループ学習)に よっ

て,情意面の変化を見ていきたい。

・どの学年でも4年生になると情意面,学習面ともに低下する傾向がある。3年生の学習内

容と比べ,4年生の内容が難しいと感じている可能性がある。4年生における算数指導を

「楽しく」行えるかが課題。

・基本的な計算問題については,全国平均を上回っていた。ぐんぐんタイムや,ぐんぐんテ

ストの効果が見られたと考える。

現第 2学年 学カテス ト分析 (平成 29年度実施分)

1.テ ス ト結果

(1)得点率 (3観点)

(2) 観点別

(3) 領域男l   I数と計算   Ⅱ量と測定   Ⅲ図形   Ⅳ数量関係

学年得点率 全国得点率 全国比

80. 0 79. 4 100

観点別 学年得点率 全国得点率

1 関心・意欲・態度 717 71.4

０
４ 数学的な考え方 743 74.0

3 数量や図形についての技能 837 83.4

4 数量や図形についての知識 。理解 821 80.9

領域別内容 学年得点率 全国得点率

I 1 数の意味や表し方 882 87.0

2 たし算とひき算 812 81.4

Ⅱ 1 長さ, かさ 799 785

Ⅲ 1 ものの形,ものの位置 735 717
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Ⅳ 1 たし算やひき算の式 765 75.6

2 図や絵 を用いて数 える 80.2 85.4

2.考察と課題

<考察>
○数学的な考え方

・観点別から見ると,全国得点率が 74.0に対し,学年得点率 74.3と 全国を上回つてい

る。

・小間で見ていくと,積み木の面で全国通過率 70に対して,74と 全国を上回つている。

さらに,ひき算のカー ドでは,全国通過率 56に対 して,64と 全国平均率を 8上回

り,有意差が高い。1年生の段階からつなぐ学習を重視 して,授業を行つてきた成果

だと考える。

○数量や図形についての技能

・観点別から見ると,全国平均率が 834に対し,837と 全国を上回つている。

・小間で見てみると,数の大小比較では,前項通過率 77に対 して 83。 何本少ないでは ,

76に対して 82。 減法の適用・答えでは,92に対 して 96と 全国平均率を上回り,有

意差が高い。さらに,かさの単元比較では,全国平均率 60に対 して 72と 全国平均率

を大きく上回り,有意差が高い。一方,図の整理,整理 した図の読み取 りは,苦手と

い う結果になつている。

○数量や図形についての知識 。理解

・観点別から見ると,全国平均率が 80.9に対して,821と 全国を上回つている。

・数量や図形についての知識 。理解に関わる全ての問題で,本校は全国平均率と同じも

しくは上回る結果 となつた。数量や図形についての知識・理解が特に高いことがわか

った。

<課題 >
・観点別で見ると,どの観点でも全国平均率を上回つた。その中でも数量や図形につい

ての知識・理解が 1.2と 大きく上回つている。これは,1年生の段階からつなぐ学習

を重視 し,主体的な学びになるよう学年で連携し合つて授業を行つてきた成果だといえ

る。

・一方 ,図 の整理,整理 した図のよみとりでは,全国平均率を大きく下回る結果となつ

た。
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現第 3学年 学カテス ト分析 <平成 29年度実施分>
1.テスト結果
(1)得点率 (3観点)

学年得点率 全国得点率 全国比

75.8 79 3 95 6

(2)観点別

観′点別 学年得点率 全国得点率

1 関心・意欲・態度 65。  9 70 7

2 数学的な考え方 74. 8 78 1

3 数量や図形についての技能 81. 4 84. 2

4 数量や図形についての知識・理解 70. 9 75.6

(3)領域男l   I数と計算   Ⅱ量と測定   Ⅲ図形   Ⅳ数量関係

領域別内容 学年得点率 全国得点率

I 1 数の意味や表し方 80. 7 8 1  8

2 たし算とひき算 81. 2 85 4

3 かけ算 85. 5 88. 5

Ⅱ 4 長 さ 71. 4 76 3

5 か さ 60. 7 67.8

6 時刻や時間 76. 0 79 3

Ⅲ 7 三角形や四角形 60. 8 66 8

Ⅳ 8 かけ算の式 69. 8 73 1

9 表やグラフ 89. 8 89 5

2.考察と課題

〈考察〉

○数学的な考え方

。「加法の適用・式」,「簡単な 3位数のカロ法」,「乗法の適用・式」において有意差検

定で低い値を記録 した。

・「時計 。時刻を求める」,「減法の適用・式」,「正方形をつくる」は全国平均をマーク

した。

・文章を読み取 り式におこすこと,位のそろつていない筆算 (356+29な ど)が苦手

と考えられる。算数だけにとどまらず,読み取り能力や算数の基礎・基本を学ぶ必

要があると思われる。
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0数量や図形についての技能

。「減法の適用・答え」,「 ものさしで長さを波1る」,「数直線上の数」,「減法の筆算」

「乗法九九 。4× 8」 ,「乗法の九九・ 7× 7」 ,「長方形の作図」において有意差検

定で低い値を記録 した。

・「グラフの作成」,「表の作成」,「数の大小比較」,「乗法の九九・ 8× 3」 は全国平均

をマークした。

・図や文章を読み取る力,算数の基礎・基本が足りないように思われる。

○数量や図形についての知識 。理解

。「日と時間の関係」,「長さの単位の関係」,「本数を数える」,「およそのかさ」,「三

角形を見つける」,「四角形を見つける」,「直角三角形を並べる」において有意差検

定で低い値を記録 した

・「3位数の構成」,「数の相対的な大きさ」は全国平均をマークした。

。「100の東が何個で何百になる」,「Lや dLの量 (かさ)」 や 「三角形,四角形を見

つける」などの算数の知識が足りない,または問題をよく読んでいないように思わ

オtる。

<課 題 >

・算数の基礎・基本の能力を高める。そのためにも計算力,考える力の向上を目指 し,小

テス トの繰 り返 し実施などを行 う。

・読解力を高める。問題をしっかり読み理解することが必要。問題のキーワー ドに線を引

くなどして読み間違えないようにすることを指導する。

・関心・意欲・態度も全国平均よりも低いことから苦手意識を持たせないように授業を工

夫する。

現第 4学年 学カテス ト分析 <平成 29年度実施分>
1.テ スト結果

(1)得点率 (3観点)

学年得点率 全国得点率 全国比

81. 2 76. 6 106

(2)観点別

観点別 学年得点率 全国得点率

1 関心・意欲・態度 76.4 72. 5

2 数学的な考え方 78.2 72. 9

3 数量や図形についての技能 80. 5 77. 1
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4 数量や図形についての知識・理解 84. 8 79. 9

(3)領 域 月J  I数 と計算   Ⅱ量と測定   Ⅲ図形   Ⅳ数量関係

領域別内容 学年得点率 全国得点率

I 数の表 し方と,そ の扱いなど 82. 1 76. 4

2 たし算とひき算 83. 3 80. 3

3 かけ算 85. 1 76. 6

4 わ り算 81. 6 82. 0

5 分数の表し方や簡単な計算 87. 1 85. 8

II
′
０ 長さ,重 さの単位 とはかり方 73. 9 68. 8

7 目的に応 した単位や計器 82. 0 72. 9

8 時刻や時間 76. 0 71. 5

Ⅲ 9 二等辺三角形,正三角形,円 な

ど

79. 3 75.6

十数量関係については設間がなかったため,未実施

2.考察と課題

<考察>
0数学的な考え方

・乗法の性質や球と円の性質,適切な長さの計器を選択する問題など,文章を説明する間

題が全国平均を大きく上回る結果となった。

・普段の授業から自分の考えを他者に伝えたり,友達の考えを付け足したりするなど,「つ

なぐ学習」の成果が表れているのではないかと考える。

O数量や図形についての技能

・除法の計算や加法・減法の筆算,万の数の構成 (大 きな数)等,多 くの項目で全国平均

を上回った。

・乗法 (2位数×1位数, 3位数×1位数)についても全国平均を大きく上回った。

・長さ。道のりを正しく求める問題も全国平均を大きく上回り,有意な差があった。

O数量や図形についての知識・理解

・筆算の間違いを指摘する問題や長さ・重さの単位を適切に選択する問題が全国平均を大         
・

きく上回つた。

・基礎的・基本的な算数に関する知識が定着していると考える。

<護 >

・小間の中で,「数量や図形 についての技能」の「除法」 の問題 が全国平均 を下 回った。
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1つは,「 26÷ 6」 のあまりを求める問題である。もう1つは,「除法の適用」である。

かけ算を使って,わ り算のたしかめ算ができることや余 りの処理の仕方などに課題が

残った。

・算数に関しての「関心・意欲・態度」が全国平均を上回っているが,前年度と比べると

横ばいである。4年次は除法を筆算で求める問題や平行四辺形・台形など新 しい図形の

定義を理解する学習,面積の求め方,広 さを表す単位など,3年次と違って児童が蹟 く

単元が多い。児童が興味をもって主体的な学びになるように,学年で連携し合って各担

任は今後も授業作 りを行っていきたい。

現第 5学年 学カテス ト分析 <平成 29年度実施分 >
1.テス ト結果

(1)得点率 (3観点)

学年得点率 全国得点率 全国比

75 5 68.6 110

(2)観点別

観′点男J 学年得点率 全国得点率

1 関心・意欲・態度 71. 8 70. 7
０
４ 数学的な考え方 72.4 63.4

3 数量や図形についての技能 79. 6 72. 2

4 数量や図形についての知識・理解 74. 6 70 2

(3)領域男J   I数と計算   Ⅱ量と測定   Ⅲ図形   Ⅳ数量関係

領域別内容 学年得点率 全国得点率

I 1 億・兆・整数を表す しくみ 84. 2 76. 1

2 がい数と四捨五入 66. 4 61.2

3 わり算 8 1. 7 72. 5

4 小数のしくみとその計算 82. 3 76. 1

Ⅱ 5 面積 72. 1 63. 8

6 角 75. 0 68. 2

Ⅲ 7 いろいろな四角形,平行,垂直 72.6 66. 8

Ⅳ 8 四則混合計算,かっこを使った式 68. 3 59 8

9 折れ線グラフ 81. 1 79 1
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2.考察と課題

<考察>
0数学的な考え方

・全国平均得点率が63.4に対し,学年得点率 72 4と かなり全国を上回つている。

全国比を見ても112と なつており,他の観点の中でも一番良い結果となっている。

・3年時の学カテストでは全国比102であつたのを考えると,数学的な考え方が大きく

伸びているといえる。これは,こ の3年間の「つなぐ」学習を行つてきた成果と考えら

れる。

・小問見てみると,商 とあまりの関係や複雑な図形の求積の説明,単位間の関係・面積な

ど,考え方を重視して授業を行つてきたものについて,良い結果が出ている。

○数量や図形についての技能

・全国平均得点率が72.2か ら学年得点率79 6で全国を上回つている。全国比を見

ても110と なっており,高い。

・3年時当初の全国比が 100であることから,2年間に基礎的な計算や技能がしつかり

と身についたことがわかる。

・小間を見てみると,グラフの読み取り,長方形の面積は,誤答が少ない。一方,複雑な

四則計算,平行四辺形の作図などは,苦手という結果になつている。

○数量や図形についての知識 。理解

・全国平均得点率が70.2か ら学年得点率 74 6で全国を上回つている。全国比を見

ても106と なっており,基礎的な内容をきちんと理解していると考えられる。

。3年間の推移を見ると,全国比 100から106と上がっている。

・小間を見てみると,小数の問題がよくできている。垂直と平行の図形分野で他の問題よ

りは正答率が低く,生活の中での図形感覚が育っていない傾向にあると考えられる。

<課題 >
・全体的に全国比 110であり,各観点ともに大きく伸び,特に数学的な考え方が一番良い

結果である。これは「つなぐ」ことを意識 した授業づくりと,児童の学びの成果と考えら

れ,引 き続きの指導が必要である。

・反面,関心意欲面で 102,2年 前より下がつている。4年になり,内容が難 しくなった

ことが考えられ,楽 しさと自信をつけられる学習を組み立てていく必要がある。
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現第 6学年 学カテス ト分析  <平 成 29年度実施分 >
1.テス ト結果

(1)得点率 (3観点)

学年得点率 全国得点率 全国比

73. 1 68.6 106

(2)観点別

観′点別 学年得点率 全国得点率

1 関心・意欲・態度 77 2 70. 9

2 数学的な考え方 66 4 63.3

3 数量や図形についての技能 77.6 72 8

4 数量や図形についての知識・理解 75. 2 69. 7

(3)萄目域 男り   I数 と計算   Ⅱ量と測定   Ⅲ図形   Ⅳ数量関係

領域別内容 学年得点率 全国得点率

I 1 奇数・偶数,約数・倍数 80.2 69 7

I
０
４ 整数と小数の仕組み 78. 9 76. 8

I 3 小数のかけ算とわり算 66 9 63 8

I 4 分数とその計算 59. 2 59 5

Ⅱ 5 面積 71. 1 68 5

Ⅱ 6 体積 74. 6 69 0

Ⅱ 7 単位量あたり,測定値の平均 76. 3 73 1

Ⅲ 8 平面図形の性質 79. 4 73 3

Ⅳ 9 2つの数量の関係 8 1. 0 75 1

2.考 察 と課題

<考察 >
0数学的な考え方

・ 3年 間の推移か ら,全 国平均 と比較 して増カロしている結果 となった。

(H27:100→H28:104→ H29:105)「つなぐ学習」を取り入れたことにより,数学的

に考える力が伸びたと考えられる。また,「つなぐ学習」が定着してきたと感じる。

・領域別にみると,概ねどの観点でも全国平均を上回る結果となつた。小問別にみて

みると,面積に関する問題では,基本問題の得点率は全国平均と比べ高かつたが,

応用問題の得点率が低かつた。学習した内容を活用する力を高めていく必要がある。

・全国平均から特に下回つた小間では,除法の結果と分数に関する問題であつた。わ
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り算の結果と分数の関係について理解が不足 している児童が多いと考えられる。関

係を捉える際には,単純な暗記ではなく,仕組みを考えさせる必要がある。

・全国平均より特に上回つた小間は,複合図形の体積・式,底辺と面積の関係,比例 。

点数 と本数,2量関係・四角形と棒。

・全国平均より特に下回つた小間は,除法の結果と分数,面積関係の応用。

○数量や図形についての技能

・ 3年 間の推移 か ら,全 国 平均 と比較 して増加 してい る結果 とな った。

(H27:100→H28:104→ H29:107)技能についても,つなぐ学習の成果が出ていると考

えられる。領域別にみると,分数とその計算だけ全国平均を下回る結果となった。小問

別にみると,分数と小数の大小に関する問題が 2問あり,そのうち 1間は全国平均より

高く,も う一間は全国平均よりも低い結果であつた。問題によって得点率に変動があっ

た。

・全国平均より特に上回つた小間は,直方体の体積,小数■小数,整数の類別 。偶数,倍

数,約数,最大公約数,分数と小数の大小,台形の面積である。

・全国平均より特に下回つた小間は分数と小数の大小である。

○数量や図形についての知識 。理解

。3年 間の推移 か ら,全 国平均 と比較 して増加 してい る結果 とな った。

(H27:102→H28:103→ H29:108)知識 。理解についても,つなぐ学習の成果が出てい

ると考えられる。小問別にみると,全国平均から大きく下回つた小間はなく,全般的に

知識の定着が計れたと考えられる。

・全国平均より特に上回つた小間は,小数。商の大きさ,合同な図形,整数の性質・奇数 ,

三角形の角,四角形の角。

<簾 >
・応用問題の得点率が全国平均より低い。特に図形領域。

・分数の計算問題の得点率が低かつた。
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ご指導いただいた先生

流山市教育委員会 指導主事 岩見 尚重 先生

埼玉大学 教育学部 教授 二宮 裕之 先生

研究同人

校  長 大重 基樹

教  頭 木藤  潔

教務主任 柳井 進吾

副教務主任 座間 将人

特別支援 結城 宏美  渡邊 敦之  緒方 理恵  田中 和子  熊井 けい

1  年 成澤 昭子  齋藤 美樹  岡本 雅子  藪田 高光  及川茉莉枝

2  年 松本由加里  高橋 和恭  庵崎 紀子  木村 有希  阿部 咲子

3  年 飛田 宗哉  関根 紀子  吉氏 紀弥  井上 哲也  長森由美子

4  年 齋藤 茂子  清水 美虹  安藤 淳一  小西 優花

5  年 長江 利子  鈴木 泰介  田村 嶺人  仁道 桃子  (蹴雑)加瀬ひかる

6  年 阿部 翔平  宮地優花里  飯島 輝夫  佐藤 恭子

専  科 石賀真衣子  長塚あずさ  飯塚 美里

担  外 中村 郁夫  林  裕 一  中西 雅世  澤  敦子  小島 正行



「次の時代の教育のかたち」

本研究においては、各章の成果と課題の項に記載のとおり、一定の成果を挙げること

が出来た。その要因のひとつとして本校の充実した研究体制がある。昨年度からの実践

に基づいて続いている、研究主任を中心に多くの若手教員が積極的に授業研究を実践 し、

切磋琢磨して授業力を高めていく環境が整っていることが本校の大きな強みである。そ

れぞれの教員一人一人が労を借 しまず多くの実践に果敢にチャレンジしていくことで、

机上の議論にとどまらない、本質をとらえた研究を推進することが出来た。このこと自

体が大きな成果であり、今後につながる本校の大きな財産であろう。教員集団の年齢及

び経験年数の二極化が危惧されているが、本校においては、意欲的な若手教員のチャレ

ンジに対して、ベテラン教員が適切に指導助言を与えていくことで、教員同士の結束も

強まってきている。この体制を今後益々強固なものにして、日々の教育活動のさらなる

充実を図つていきたい。

学習指導要領の改訂に伴い、主体的、対話的で深い学びの深化が求められている。こ

の「深い学び」とは、知識や情報を相互に関連付けて (つなげて)よ り深く理解するこ

とであり、学習の内容を自己の将来のキャリア形成の方向性と関連付け (つなげ)なが

ら意欲をもつて学ぶことである。インクルーシプの流れの中では、「同じ」もの同士の

集団から「違 う」個性 との積極的な関わり (つながり)が求められている。教育課程に

おいても、学校だけでなくあらゆる教育活動において地域、保護者と連携 して (つなが

って)協働 していく、開かれた教育課程の充実が求められている。このように考えてい

くと、本研究のテーマである「つなぐ」とい う言葉は、一教科の領域にとどまらず、こ

れからの教育全体を考えるうえで非常に重要なキーワー ドであることがわかる。

AI時代の到来により、六割以上が現在はない職業に就くことになるともいわれる未

知の社会に巣立っていく子どもたちに、今我々が出来ることは何であろうか。そのよう

な文脈の中で、我々が日々行つている教育活動は、生徒指導は、部活動指導は、学習指

導は、そして一つ一つの授業はどうあるべきかを真剣に考えていかなければならない。

現在の我が国の学校の仕組みは、近代の社会が形成されてからのたつた百数十年程度の

間につくり上げられてきたものである。しかし原始以来の人間の長い歴史に目を向けれ

ば、その時代ごとの人々の生活の中で、子どもを大人に育てていくという営みは様々な

方法でなされてきたはずである。人口の増加 と共に近代から現代へ続いた成長社会から

人口減少を伴 う成熟社会へと大きく転換 していこうとしている現在、我々はこれまでの

学校の (学校の中だけの)制度や常識、ルールに縛られることなく、新 しい未来の世の

中で生きていくために本当に必要な教育とは何かを、もう一度見直す時期がきているこ

とは間違いない。そのためにも、本研究を今後もさらに充実、進化させつつ新 しい時代

に求められる教育の姿を追求 していきたい。

最後に、本研究のためにご指導をいただいた埼玉大学教育学部教授二官裕之先生、流

山市教育委員会指導課指導主事岩見尚重先生をはじめ、本校の教育活動にご支援ご協力

をいただいたすべての皆様に心より感謝を申し上げ、結びとさせていただきたい。

教 頭 木藤 潔


